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     第一部　アマノイワト


    


     第一話／引きこもり→立てこもり


    



    【わたしの部屋に侵入しようとするものに、呪のろいあれ。


    
      月つく読よみ鎖さ々さ美み】

    


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「うむ」


    　わたしは自分の部屋の出入り口──木製の扉に【わたしの部屋に侵入しようとするものに、呪いあれ。　月読鎖々美】という張り紙をひっつけると、満足した。


    　ファラオか！　というつっこみが全国から寄せられそうだったけれど、似たようなものだ。


    　王おう権けん神しん授じゆ説せつによって神格を得たエジプトの王者フアラオと、近親婚によって『最高神のちから』を得た『月読の巫み女こ』であるわたしは、立場的には同じようなもの。


    「わたしに気にいられようとして、周りの『神々』が、勝手に侵入者を排除してくれる。王者の墓ピラミツドを盗掘しようとした墓場泥棒や考古学者が、つぎつぎとファラオの呪いで倒れたみたいに」


    　うふふ、とわたしは不気味にほくそ笑む。


    「これで──誰も、わたしの部屋には入れない」


    　独りごちると、わたしはゆっくりと扉を閉めて──室内に戻った。


    　ぬいぐるみだらけの寝床ベツドに、ノートパソコン、スタンドライト、漫画本、雑誌、小説、携帯ゲーム機、おなかが空すいたときのためのお菓子類などを並べて、覚悟完了。


    「これは引きこもりではない、立てこもりである」


    　ぬいぐるみたちを国民に見立てて、ちいさな世部界屋の独裁者──わたしは宣言する。


    「あるいは、籠ろう城じようなのである」


    　つまり戦争なのだ。


    「誰ひとりとして、わたしの部屋に侵入させるわけにはいかない」


    　たとえ、わたしのことを世界の誰よりも愛してくれる、お兄ちゃんだろうと。


    　わたしを支え、導き、守ってくれる──邪や神がみ三姉妹だろうと。


    【ささみ様！　なぜこのような無謀な籠城を始めるのですか!?】


    　先日、わたしの部屋に新たに加わった仲間──お母さんとの思い出がつまった、すこし血で汚れたうさちゃんのぬいぐるみを、わたしはお飯まま事ごとのように動かして自作自演。


    【勝ち目はありません！　お兄ちゃんはどんな手段を用いてでも、ささみ様の顔を見たり匂においをかいだりするために踏みこんできます！　それに邪や神がみ三姉妹は強大な『神々』ですから、いくら『最高神のちから』を用いて妨害しても、突破される危険性が高いです！】


    「慌ててはならない、新入りうさちやん」


    　わたしは威い厳げんたっぷりに、ベッドに女の子座りをしたまま語る。


    「お兄ちゃんの変態的な執しゆう念ねんや、邪神三姉妹の実力を考慮しても、わたしの見立てではおおよそ五分五分──なぜなら、今回はわたしも必死であり、これまで堪こらえてきた『最高神のちから』を全力で発揮して、彼らの侵入を阻はばむからである」


    【おぉ、ついに……！】


    【『明日からがんばる』『わたしはまだ本気だしてないだけ』と言いはりつづけるささみ様が、ついに重い腰をあげるのですね……！】


    　などと、国民ぬいぐるみどもが歓喜の声をあげる。


    「うむ」


    　わたしは腕組みし、景気づけの祝杯にと、お茶のペットボトルをかかげるのだ。


    「我われらに勝利を！　この春休みに、静せい寂じやくを！」


    　さ・さ・み！　さ・さ・み！　さ・さ・み！


    　沸わきたつ国民の声を夢心地で聞きながら（無論、幻聴である）、わたしは頷うなずく。


    　そうだ。


    　わたしはこの春休みは、めいっぱい、がんばらないのだ。


    　ずっと布ふ団とんにくるまって、だらだらして、食っちゃ寝をするのだ。


    「誰にも、邪魔はさせない──」


    　先日、哀かなしいことがあった。


    　この世の条理をねじまげ、黄よ泉みがえったお母さん──その期待を、約束を裏切った、弱く愚かなわたし。


    　あれから、わたしは部屋の外にでられなくなった。


    　でようとすると、吐き気がとまらなくなる。


    　だけど──だからこそ、わたしはすこしだけ休むことにした。


    　永遠に引きこもっているつもりはない。


    　籠ろう城じようは、ずっとつづくものではない。


    　心と身体からだを休めて、鬱うつ々うつとつづく思考に折りあいをつけたら、また、がんばるのだ。


    　都合のいいことに、春休みなのだから。


    　けれど、そんなわたしの考えを理解せずに、あれこれかまってくるお兄ちゃんや邪神三姉妹は──正直、お呼びではないのだ。


    　顔をあわせたら、いまだ不安定なわたしは何をするかわからない。


    　お互いに傷つけあい、疲れきって、酷ひどいことになるのは目に見えていた。


    　だから、会わない。


    　意地でも、引きこもる。


    　彼らの優しさは嬉うれしいけど、いまは、おおきなお世話なのだから。


    「それに──」


    　自分の身体からだを見下ろして、わたしは溜ため息いきをつく。


    　そこに、ひとつの異変がある。


    　これを見られたら、間違いなく大騒ぎになるから、誰にも会えない。


    「ぜったいに、外にでない。誰とも喋しやべらない。何もしない」


    　わたしは布ふ団とんをかぶって、なつかしい『お兄ちゃん監視ツール』を頭にかぶった。


    　これは『神々』は遍へん在ざいする、というこの世の性質を利用し、『神の視点』で世界を俯ふ瞰かんし──お兄ちゃんの行動を監視するための補助機械である。


    「わたしは、死んでも、がんばらない」


    『お兄ちゃん監視ツール』が起動し、視界が変化する。
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     第二話／冬〈前編〉


    



    　銀世界だった。


    　春休みの三月──という季節なのに、この地域には珍しい豪雪だ。


    　不自然とすらいえる。


    　積もった雪ですべての輪りん郭かくが曖あい昧まいになった世界を、邪や神がみ三姉妹が歩いている。


    　傘かさもささずに両手を広げ、「わーいわーい」とくるくる回転していた三女──たまが、ふとこちらに視線を向ける。


    「…………？」


    　首を傾かしげて、目が悪いひとのように両目を細めると、じっと凝視。


    「どうかしたのですか、たま」


    　暑さ寒さとかを感じないのか、見ているだけで寒そうな制服姿の次女かがみが、そんな妹に怪け訝げんそうな顔を向ける。


    　たまは困ったような顔をしながら「ううん、気のせいだったかも」とつぶやき、口をおおきく開いて舌をのばし、降ってくる雪を食べるという意地汚いことをする。


    「こら、ばっちいのですよ」


    　そんな妹の奇行に眉まゆをひそめ、かがみはお姉ねえさんっぽく説教をする。


    「それに、余よ所そ見みをしながら歩いてはいけませんよ。まぁ、こんなお天気じゃ車も走ってはいないのですが。あんたデカくて邪魔なんですから、道路の真ん中でふらふらされると目め障ざわりきわまりないのです」


    　すこし和風な傘から顔をだして、絶え間なく雪粒を吐きだす天空を眺める。


    「しかし、酷ひどい天気ですね……この季節に、この地域で、どうしてこんな？　どことなく不自然な気配がありますし──『改変』の可能性もありますね。ただの異常気象ならよいのですが、もしかしたら……」


    　かがみは長文を喋しやべって疲れたのか「ふにゃあ」と欠伸あくびをする。


    「『最高神のちから』をもつ鎖さ々さ美みさんの精神状態が落ちこんでいることが、世界に影響をおよぼしているのかもしれませんね。神話によると、『太陽神アマテラス』が鬱うつ状じよう態たいに突入し、天あまの岩いわ戸とに引きこもっていた期間、世界は闇やみに閉ざされて──冬になってしまった。アマテラスは、そういう性質をもつ『神々』ですから、つまり……ヘボァっ!?」


    　真ま面じ目めに考えていたかがみの顔面に、たまが投げつけた雪玉がストライク。


    「きゃはははは☆」


    　どや顔で無邪気に笑いながら、たまは手袋をはめた両手で新たな雪玉をまるめる。


    「んもう、かがみ姉ねえったら心配性なんだから。せっかくの雪なんだよ？　たま、雪がこんなに積もってるの見るの、ＴＶ以外では生まれて初めて！　雪合戦しよ！　あとねー、たまねー、雪だるまつくりたい！」


    　両手を前にのばして、手袋に積もっては消えていく雪を宝物のように眺めて。


    「たまね、雪好き。冷たくて、あったかいものぜんぶ隠しちゃうのはやだけど、きれい！　ずっと雪だと困るけど、ときどき降るといいよね！　積もるといいよね！　自然ってすごいよね、こないだの世界がぜんぶチョコレートみたいに、世界がぜんぶかき氷なの！」


    　わけのわからないことを騒いでいたたまが、いきなり棒立ちになった。


    「はっ……ふわっ……」


    　そして口元に手を当てると、肩を震ふるわせて。


    「くしゃみ！」


    「……え？　いまの何ですか？」


    「くしゃみ！　くしゃみ！」


    「た、たま、あなたくしゃみするとき『くしゃみ！』って言うんですか？　ふつう『ハックション！』とかですよね？」


    「？　たま、そんなこと言わないよ？　ん……んはっ……くしゃみ！」


    「ふにゃあ……☆」


    　かがみの冷え冷えとしていた表情が雪解けのようにとろけて、やわらかく微ほほ笑えんだ彼女は、鼻汁を垂らしたたまに恍こう惚こつの視線を向ける。


    「何だか動物の鳴き声みたいですてきなのです……。変な生き物みたいです……。たまが、きゅうに可愛かわいく見えてきたのです……」


    「？　たま、可愛い？　えへへ……きゃあっ!?」


    　両手に雪玉を抱かかえたかがみが、妹にやたら投げつけはじめた。


    「もっと！　もっとくしゃみをするのです、たま！　雪玉をたくさんくらって、風か邪ぜをひいて──良い声で鳴くがよいのですよ！」


    「痛いたっ!?　痛たたた!?　意外と痛いよ雪玉って!?　かがみ姉ったら腕力つよいんだから本気で投げないで！　りめんばーぱーるはーばー!!」


    　遊んでいるふたりの後ろで──。


    



    「うふふ。ふたりとも、とっても仲良しなんだね♪」


    



    　子供向けアニメの美少女じみた、耳触りがよくて優しげな声音が響いた。


    　おとぎ話の、お姫様みたいな。


    「…………」「…………」


    　キャッキャ☆ウフフしていたかがみとたまは素すに戻って、かがみは死ぬほど嫌いやそうな、たまは戸惑うような表情になると、自分たちの後ろに立つその人物を見据える。


    　邪や神がみ三姉妹の長女──つるぎである。


    　ただし、様子がおかしい。


    　見た目はちっちゃな子供、言動はオッサンというのがこの小柄というには幼すぎるちびっこ先生のパーソナリティなのだが──いまは、かんぜんに子供である。


    　歩きかたもよちよちとしていて、表情にはいつもの邪気はなく、こんもりと防寒して白い息を吐きだすその姿は、守ってあげたい系の小動物のようだ。


    　つるぎは妹たちの胡う乱ろんげな視線に気づかず、両目に星くずを散らして「雪は優しい……すべてを吸いこんで消し去ってくれる……憎しみとかを……」などとつぶやいている。


    　そんな姉を怖こわそうに眺めて、たまがかがみに涙目を向ける。


    「あ、あの、かがみ姉ねえ」


    「気にしてはいけません、たま。たぶん一過性の病気だと信じたいので、放置の方向で」


    　難しい顔をして、かがみは本物かどうかたしかめるみたいに、姉のほっぺを「むにーっ」と引っぱったりしている。


    「『根の国』にいちど落ちて、神剣アメノムラクモを道しるべにして戻ってきたときから、姉さんの様子がおかしいのです……。復活する際に、不手際でもあったのでしょうか？　それとも『根の国』で、何かあったのでしょうか……？」


    「つ、つるぎ姉、壊れちゃったの？　叩たたいたら、なおる？」


    「姉さんがバグった理由が不明な現状、余計な刺激を与えたくないのが本音なのです。まぁ、いまのところ『ウザい』以外の実害はありませんし、様子見でしょうかね」


    　深々と溜ため息いきをつき、かがみは足早に歩を進める。


    「それよりも、早急に対応しなくてはいけないのが──鎖さ々さ美みさんのことなのです。わたしも、まだ詳細はよくわからないのですが……。とりあえず先生をあのファミレスに呼びだしたので、そこで腰を落ちつけて話を聞きましょう」


    　正面に見えてきた、こんな雪の日でも営業しているファミレスの看板を、かがみは示した。


    　そんな彼女に、たまとつるぎが擦すり寄っていく。


    「たま、おなかすいた～。ねぇねぇ、かがみ姉、たまハンバーグ食べたい！」


    「かがみちゃん、あたしはオムライス！」


    「うるせぇのですよ」


    　なついてくる姉と妹を邪険に振り払うと、かがみはズンズンと直進していく。


    「とにかく、暖房のある場所で休めるのは幸いなのです。この寒さだと、『寝るな～寝たら死ぬぞ～』って感じで、うかつに惰だ眠みんをむさぼることができなくて、わたしは困りきっているのですよ」


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　天気は積もるほどの雪なので、さすがにファミレスも客はすくない。


    　暖房の人工的なあったかさに頬ほおを染めて、かがみが「んにーっ」とか「きゃははっ♪」とか騒いでいるたまの髪の毛や服に積もった雪を払ってあげている。


    「いらっしゃいませ──三名様ですか？」


    　でてきた店員さんに、かがみは素っ気なく告げる。


    「こちらで待ちあわせをしている、邪や神がみというのです。えぇっと、先生──月つく読よみ、というものが先にきているはずですが。その、常に顔を隠している不審なひとなのですが」


    「こちらです♪」


    　通じた。


    　営業スマイルを浮かべて先導してくれる店員さんについていきながら、たまが店内に満ちるいい匂においに表情をほころばせつつ、大声で喋しやべっている。


    「ほわわわ……お店のなかはあったかいね♪　お外は寒すぎて、風か邪ぜひいちゃうかと思ったよ──雪、あなどれないね！」


    「傘かさをさせばよいのですよ。あんた『雪とお友達になるんだお！』とか意味のわからんことを言って傘を拒きよ否ひるから──というか、お店のなかで騒がないでください」


    「かがみ姉ねえはお小言がおおいよ～たま、耳にタコさんができちゃうよ～。あ！　いたいた！　かがみ姉こっちこっち！　パパりんいたよ～ほら!!」


    『騒ぐな』という叱しつ責せきをまるで無視して、たまが両手をぶんぶん振る。


    　その視線の先──店員さんが「あちらです」と示した先は喫煙席だった。


    　灰色の煙が立ちこめるなか、いちばん奥でお兄ちゃんが机に突っ伏して死んでいた。


    　そちらまで歩いて、かがみが「うわ、死んでる」と嫌いやそうな顔をした。


    　お兄ちゃんのそばには灰皿が置かれ、こんもりと吸い殻がらが山になっている。


    「せ、先生？　だいじょうぶですか？」


    　かがみが思わず素直に心配するほど、無む惨ざんな有様のお兄ちゃんだった。


    　お兄ちゃんはかがみに肩を揺さぶられ、顔面を机に突っ伏したまま呻うめいた。


    「……ささみさんともう三十四時間も会話してない……ささみさんともう七十六時間も触れあっていない……ささみさんともう百二十七時間もいっしょにお風呂はいってない……ささみさん……ささみさん……」


    　薬物中毒患者の禁断症状みたいだった。


    「うわぁ」


    　どん引きしているかがみに、ようやく気づいたのか、お兄ちゃんはゆるやかに顔をあげて（こんな状態でも律りち儀ぎに両手で顔を隠して）──彼女をじっと見つめた。


    「ささみ……さん、ささみさん…………ささみさん……？」


    「は、はい？　わたしは、鎖さ々さ美みさんではありませんよ？」


    　わたしと背格好が似ているかがみを、錯さく乱らんしているお兄ちゃんは見間違えたのか、がばぁと身を起こすと彼女に抱きついた！


    「ささみさん！　会いたかった！」


    「ぎゃーっ!?」


    「ささみさんささみさんささみさん!!　ささみさんはお兄ちゃんを見捨てていなかったんですね!!　お兄ちゃんは信じてました!!　あぁ、あぁあ……ささみさんの匂におい、ささみさんの体温、ささみさんの肌触り……ささみさん大好きです！　愛してます!!」


    「ぎゃーっ!!　ぎゃーっ!!　ぎゃーっ!!」


    　ぎゅうぎゅう抱きしめられて、かがみは真っ赤になると両手で「ぐいぐい」とお兄ちゃんを引きはがそうとするが、無駄だった。


    　たまがそんな姉を見て、腰に手を当てると、偉そうに指さした。


    「こらっ☆　かがみ姉ねえ──お店のなかで騒いじゃいけないんでしょ？　たまにお説教したくせに！　かがみ姉ったら、悪い子なんだから！　えへへ♪」


    「アホなこと言ってないで助けっ……助けてっ！」


    　お兄ちゃんの頭部に容赦なく肘ひじ鉄てつを叩たたきこみ、かがみは通り魔にあったみたいに怯おびえながら後ずさった。


    「せ、先生の……ばか──」


    　ちょっと涙目になっていたりして。


    　そんな次女のそばで、たまは「たま、パパりんの横に座る～☆」とちゃっかり着席し、つるぎはすでにお兄ちゃんの正面に腰かけてメニューを広げている。


    　みんなマイペースだった。


    　かがみは肩を落とすと、たまに歩み寄って上着を脱がしてあげる。


    「ほら、お店のなかでは薄着でだいじょうぶでしょう。暖房がきいているのですから、暑くなりすぎちゃいますよ？　あんたご飯の食べかた下へ手たなんですから、汚よごしちゃうかもしれませんし──姉さんは自分で脱げますよね？」


    「うふふ、もちろんだよ？」


    　つるぎは当たり前のようにぜんぶ脱ごうとしていた。


    　上着だけでなく、社会的動物としての人間が身にまとっていなくてはいけない、最低限の衣服までキャストオフしていた。


    　上半身はだかトツプレスである。


    「こらーっ！」


    　さっきから忙しいかがみが、姉に駆け寄ると頭をぶん殴なぐった。


    「警察に捕まるようなことをするなといつもあれほど言っているのに！　ていうかバグってるから油断しましたが、変態なところは以前と同じってどういうことですか!?」


    「かがみちゃん……。でもね、あたし思うの。ひとりひとりの心のなかには、そのひとの中心となるような、たいせつなことがひとつだけあって──。あたしの場合はたぶん、それが『エロいこと』なの……」


    「姉ねえさん、『残念』をとおりこして『可哀かわい想そう』です」


    「……まぁ、とりあえず何か注文しませんか。かがみさんも座りなさい」


    　周りで騒がれてだいぶ自我を取り戻したお兄ちゃんが、ちいさく呼びかけた。


    「わーいわーい」


    　たまが無邪気にメニューを広げて、横のお兄ちゃんの服を引っぱる。


    「パパりん、これ何て読むの？」


    「『はまぐり』です。これは『ひらめ』。これは『あわび』ですね」


    「ふにゃあ」


    　かがみもお絞りを額ひたいにあてて熱を冷ますと、渋い表情でメニューを眺めはじめた。


    「自分で料理をつくらなくていいのは、楽ちんですけど、すこし寂しいのです……」


    「パパりんパパりん！　たまハンバーグ！　ハンバーグがたまなの！　ハンたまー！」


    「落ちつきなさい。たまさん、お子様ランチだとハンバーグもついていて、おもちゃとかももらえるようですよ？　こっちにしたらどうですか？」


    「ほわわわわ……。おもちゃ、欲しいかも。でもパパりん、たま、なぜかお子様ランチを注文しても『あなた大人ですよね』って受けつけてもらえないの……」


    　そうだろうなぁ。


    「たまちゃん、あたしがお子様ランチ注文してあげる」


    　つるぎが優しく微ほほ笑えんだ。


    「だから、たまちゃんは、あたしが食べたいオムライスを注文してくれる？　ね？　それで交換しましょ？　あたしの見た目なら、小学生だって言っても通じるしね？」


    　子供扱いされると、いつもは怒るのに……。
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    　それぞれ目当てのメニューを注文したあと。


    「さて、状況をまとめましょう」


    　かがみが眠そうに左右に揺れながら、口火をきった。


    「現在、わたしたちが抱かかえている懸け念ねん点てんは──おおきく分けて、ふたつ」


    　ぶいっ、とピースサインをするようにして、指をふたつ立てる。


    「もちろん、それらの『ふたつの懸念点』が、根を同じくする共通の問題である可能性もあるのですが──まぁ、それはおいといて。まず、どうでもいいほうの懸念点が、姉ねえさんがバグったことですね」


    「あたし？」


    　お冷ひやを口にしていたつるぎが、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。


    　それから「いやんいやん」というように、身み悶もだえをする。


    「やん、かがみちゃんったら──まだ、あたしが壊れたとかバグったとか言ってるの？　あたしは昔から、こんな性格だったでしょ？」


    「めんどいので無視しますけど。えぇっと、推測するに──いちど『根の国』に落ちた姉さんが、戻ってくるのに失敗したか何かして、精神に不調が発生したとか。あるいは、あの『月つく読よみの巫み女こ』が姉さんの精神を汚染、というか歪わい曲きよくさせたのか……」


    　釈然としない様子のつるぎを、すこし心配そうに眺めて、かがみがぼやく。


    「ともあれ、先日の一件の結果、姉さんはこんなふうになってしまったのだと思います。どうも、誰か他人の人格と入れかわった、というより、記き憶おく喪そう失しつというか、幼よう児じ退たい行こうというか……そんな感じっぽいですが」


    「むかしのつるぎ先生って、こんな感じだったんですか？」


    　不思議そうなお兄ちゃんに、かがみは首をふる。


    「わかりません。わたしと、たまは──姉さんとは、数年ほどの付きあいしかありませんから。それ以前のことはなんとも」


    　すこし歯がゆそうだった。


    「けれど、問いただしてみると、いまの姉さんは、『最高神アマテラス』だった時代の記憶と人格をもっているようなのです。記憶喪失と言ったのはそういうことなのです。どうも、大部分の記憶を、すっぽりなくしているようなのです」


    　記憶喪失。


    　かがみを『人間の悪い組織』から救いだし、『次世代神』としてたまを創りだす前の、まだ邪や神がみ三姉妹を名乗っていなかったころの──つるぎ。


    「なるほど……」


    　お喋しやべりに参加できず暇ひまだったのか、「飲み物をもってきてあげるね♪」とドリンクバーのほうへ向かったつるぎを眺め、お兄ちゃんが感慨深そうにつぶやく。


    「つるぎ先生って、むかしはあんなふうに無邪気だったのですね……。最近のオッサンみたいなつるぎ先生しか知らないから違和感をおぼえますが、無害っぽいというか、ふつうに可愛い女の子ですよね？」


    「……まぁあれで長生きしてるおばさんですから、いろいろあって性格が歪ゆがんだのでしょうね。そういえば神話などを見るかぎり、『最高神アマテラス』は繊せん細さいで傷つきやすくて、身内には過保護な、ほんとにお年ごろの女の子みたいな性格してますよね」


    「なになに、あたしの話？」


    　ちいさな両手で四人ぶんのドリンクを持ってきたつるぎが、にっこり微ほほ笑えんだ。


    「はい、どうぞ。いろんな種類の飲み物をもってきたから、好きなの選んでね♪」


    「…………」


    　かがみは居心地が悪そうにしながらも、手近にあった飲み物を手にする。


    「まぁ、だらしなくて性格も口も悪いいつもの姉ねえさんより、いまの姉さんのほうが『可愛かわいい』のでしょうけど。わたしはやっぱり、いつもの姉さんのほうがブバーッ!?」


    　かがみが口から飲み物を噴ふいた。


    「ものすごい味がしましたよ!?　姉さん、いったい飲み物に何を仕込んだのですか!?」


    「あははは☆　かがみちゃんったら大当たり！　吟ぎん味みを重ねて丹念にゲロ以下の味をつくりあげた『つるぎブレンド』のちからを思いしったかーっ!!」


    「このババア、心配していれば調子にのりやがって……なのです！　記憶を失っても悪戯いたずら小こ僧ぞうみたいなところは健在なのですか!?　ぶん殴なぐってやるからそこに居直るのですよ!!」


    「ふははーっ！　修行の足りないかがみちゃんに、お姉ちゃんが倒せるかな!?　見よ、『最高神アマテラス』最終奥おう義ぎ──天あまの岩いわ戸とーっ!!」


    　お行儀悪く机のしたに潜りこみ、かがみの追及を避けるつるぎだった。


    　その言動にもやはり悪意はなくって、天てん真しん爛らん漫まんだけど。


    「クソが……なのです」


    　口元を紙ナプキンで拭ぬぐいながら、かがみが険悪な態度でぼやいた。


    「まぁ、姉さんは何だかんだいって小こ賢ざかしいので、わたしたちが気を揉もまなくても、自分でどうにかできるとは思いますけどね。いますぐに解決しなければたいへん、という話でもないですし──ぶっちゃけ優先順位は低いのです」


    「そんなこと言って、かがみちゃん、ほんとはあたしのことが心配なんだよね？　わかってる。ううん、信じてる……かがみちゃんは、優しい子だって」


    　目を輝かせると、座席に膝ひざ立だちになり、つるぎは妹の頭を抱きよせて撫なで撫で。


    　じゃまそうにそれを「ぐいぐい」押しのけて、かがみが話題を変える。


    「それよりも、目下もつかの最大の懸け念ねん点てんは──鎖さ々さ美みさんのことなのです」
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    　ウェイトレスさんが運んできた料理を食べながら、会話はつづく。


    「見てください」


    　かがみはお冷やを手にすると、それを当たり前のようにテーブルにぶちまけた。


    　透明な水は飛び散ることなく、きれいな円を描いた。


    　まん丸な、鏡みたいな水のなかに、映像が表示される。


    　航空写真のような、俯ふ瞰かん図ず。


    「わたしたちが暮らす、『天あめの沼ぬ矛ぼこ町ちよう』なのです。雪が積もっているせいで、すこし見にくいですが──ここが『桜こノの花はな咲さく夜や学園』、ここがわたしたちの自宅の『コープス阿あ波は岐き原はら』、そして、ここが先生と鎖さ々さ美みさんの自宅……があった場所」


    　水面のなかの町を示す、かがみ。


    　その指先──わたしたちの自宅とされた場所には、暗黒があった。


    　巨大な、漆黒の球体。


    　そうとしか表現できない、謎なぞの物体が、不自然に鎮座している。


    　周りはごく平凡な住宅街なので、ひとつの山ほどのおおきさのあるその黒い球体は、さながら超現実主義シユールレアリスムの絵画のようだった。


    「わぁ！　丸いね！　それに、黒いね！」


    　たまが見たままのことを、素直に口にしている。


    　かがみはそんな妹を「そうですね」と無難にあやしながらも、冷静に語る。


    「姉ねえさんの話によると、この球状の黒い構造物は天あまの岩いわ戸と──『最高神アマテラス』が外界との接触を断ち、引きこもる際に出現する障しよう壁へき、あるいは結界のようなものらしいのです」


    　みんなの視線がつるぎに集まる。


    「えっとね」


    　注目されて、なんか興奮したのか、頬ほおを染めて彼女は語る。


    「世界そのものに影響を与える『最高神』が、その世界との関わりを拒絶する──そうすると、『最高神』と世界の間に障壁が出現するの。それが天岩戸……いわば『最高神』の『何も見たくない、誰とも会いたくない、関わりたくない』っていう感情の具現なの」


    「『最高神のちから』によってつくられた究極的な障壁なので、理論上、この国の『神々』が突破することは不可能なのです。内部の様子も、外からはまったくわかりません」


    　かがみが説明を引き継ぎ、溜ため息いきをついた。


    「とはいえ、これが現在、『最高神のちから』を有している鎖々美さんの意志でつくられたものなのか、そうでないかすら曖あい昧まいですし──いわば『最高神』が世界の管理を放棄した状態ですので、よからぬ『改変』が頻ひん発ぱつし、何もかもが混こん沌とんとする危険性があるのです」


    　この不自然な大雪なんかが最たるものですね、と彼女はつぶやく。


    「なのでまぁ、鎖々美さんの状態も気になりますし──どうにか天岩戸を突破して、ちょっと内部の様子見をしようかと思います。鎖々美さんが引きこもるのはいつものことですが、世界の管理ぐらいはしてくれないと、下へ手たすればこの国の終末カタストロフイですからね」


    「ささみさんは『すこし休んだら、またがんばるから』って言ってたので、そっとしておきたい気もしますが──会えないのは、僕も寂しいです」


    　お兄ちゃんがつぶやいてから、小首を傾かしげる。


    「けど、その天あまの岩いわ戸とっていうのは究極の障壁なんでしょう？　様子見をしに行くっていっても、どうやって内部に侵入するんですか？　僕、何度か自転車で突入したのですが、見えない壁に弾はじきかえされちゃって……」


    「自転車で天岩戸を突破しようとした先生がすごいのです。知らぬが仏ですね──まぁ、まともな手段ではどうにもなりませんよ」


    　語りながら、かがみが席を立つ。


    「みなさん、料理は食べ終わりましたね？　腹ごしらえを終えたところで、さくっと行動を開始しようと思うのです。えっと……」


    　お行儀の悪いことに、そのまま彼女はテーブルの上に立った。


    「何!?　何が始まるの!?　かがみちゃんのスカートの中身がこの店自慢のデザートだぜぇとか、そういう胸躍る展開なの!?　ごちそうさまだよ!?」


    「姉ねえさんうるさいのです。みなさん、いっしょにテーブルの上へのぼってください」


    　かがみが平坦な口調で告げるので、他の三人もおとなしく従った。


    　さすがにウェイトレスさんがこの無法な真ま似ねをするお客を注意しにきたけれど、かがみが睨にらみつけると『改変』されたのか、「ごゆっくり☆」と良い笑顔で去っていった。


    「雪のなかを移動するのが億おつ劫くうなので、手っ取り早くこの水鏡を出入り口にして、天岩戸へと突入したいと思うのです」


    　水鏡、というらしい、いまだ映像が表示された水みず溜たまりをかがみは指さす。


    「やや乱暴な移動なので、離ればなれにならないように、しっかり掴つかまっててくださいね」


    「はーい☆」


    　たまが良い返事をして、かがみの腕にぎゅっと抱きついた。


    「……先生も、どうぞ」


    　何なに気げないふうを装って、かがみがお兄ちゃんに手を差しのべる。


    　お兄ちゃんも「わかりました！」と元気よくかがみと手を繋つなぐ。


    　ふにゃあ、とかがみは何やら満足そうな顔をしたが──。


    「あ、あれ？　あたし出遅れちゃった？　どうしましょ……？」


    　かがみの両手が塞ふさがったので、つるぎが困っている。


    「つるぎ姉、たまは片手あいてるよ！」


    　良い子のたまが仲間はずれになりかけた長女に、きれいな手のひらを見せた。


    　つるぎは「ありがとう、たまちゃん！」と笑顔を見せて、当たり前のようにたまの胴体に思いっきり抱きつき、服のしたに潜もぐりこみ、はぁはぁと息を荒らげるのだった。


    「ひゃぅうん!?」


    　たま、びっくりしている。


    「な、なぁに、つるぎ姉ねえ？　お手々、繋つながないの？　きゃははっ、くすぐったいっ☆　やぁん──つるぎ姉、お洋服のしたで動いちゃやだぁっ……」


    「す、すごい！　柔らかくてあったかくてあたしの顔面の全方位が優しさに包まれてるよ！　ていうか、たまちゃん素晴らしいよ！　成人女性の成熟と色気と、小学生の敏感さ！　天国はこんな身近なところにあったんだーっ！」


    「姉さん、黙るか死ぬかしてください」


    　服のしたで、たまのふくらみを頭部で押しあげてうねうねしてる姉を、穢けがらわしそうに見つめるかがみ。


    　至福の吐息を漏もらしながらも、つるぎはぐっと拳こぶしを握りしめた。


    「だいじょうぶだよ、かがみちゃん！　ヤキモチ焼かなくてもいいから！　かがみちゃんの非常に奥ゆかしい肉体も、全然あたしの守備範囲だから!!」


    「姉さん、どうして死なないのですか？　むしろ、なぜ生きてるのですか？」


    　貪どん欲よくな片手をのばしてかがみの胸元を探るつるぎに、かがみは何もかも諦あきらめて嘆たん息そくした。


    「まぁ、元気そうで何よりですね。アホなことしてないで、突入しますよ──水に潜るのと似たような感覚に陥おちいるので、合図と同時に目を閉じて、息をとめてくださいね」


    　そんな指示をだしてから、かがみが号令する。


    　ちいさな水面に飛びこむ姿勢で、おおきく前のめりになって──。


    「では、行きますよ……せーのっ！」


    



    　じゃぽん！

  



  
     第三話／冬〈後編〉


    



    　ファミレスから、かがみたちの姿が消えた。


    　わたしは慌てて『お兄ちゃん監視ツール』の設定をいじり、彼女らの所在を探る。


    　この世界に遍へん在ざいする『神々』である彼女らは、思いもよらない長距離移動や瞬間移動をこなすので、なかなか捕ほ捉そくは困難なのである。


    「…………」


    　わたしは寝床に横になったまま、灯あかりを点つけっぱなしの部屋で、独りごちる。


    「やっぱり、わたしの様子を見にくるつもりだなぁ──だけど、それだけはゆるさない。天あまの岩いわ戸とがあれば、ふつうは誰も侵入できないはずだけど……相手は邪や神がみ三姉妹だしね、他にも手を打っておかなくちゃ」


    『神の視点』で、天岩戸の真上──かなりの上空に出現した邪神三姉妹とお兄ちゃんを発見。


    　わたしは強く念じて、その周囲に『改変』を発生させる。


    「負けないよ」


    　これまで、わたしを守ってくれていたみんなと、こうして敵対するのは不本意だけど。


    　今回だけは。


    　意地でも、わたしは、がんばらない。


    「ぜったいに、わたしの部屋には入らせない……！」
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    　天岩戸と化したわたしの自宅の、上空である。


    　雪がちろちろと降っていて、視界は判然としない。


    　水鏡をとおりぬけて、長距離移動をした邪神三姉妹とお兄ちゃんは、互いに手を繋つないだり抱きついたりしたまま落下していく。


    「何やらやばそうな雰囲気ですよ」


    　このまま落ちれば天岩戸の頂点にちょうど辿たどりつく──という軌道を辿る四人の周囲。


    　黒い球体のそばにひしめく平凡な住宅が、見る間に『改変』されていく。


    「うわぁ……」


    　かがみが嫌いやそうな声をあげた。


    　たくさんの建物が、あっという間に軍用兵器の群れと化したのだ。


    　ごく当たり前の一戸建ては完全武装の歩兵大隊となり、戦車となり、戦闘機となり、軍用ヘリとなり、砲台となり、核ミサイルとなり、陸上には無用の軍艦や空母となり、ずらりと並んで一斉に身構え、狙ねらいをつける。


    　標的は当然、自由落下をつづける邪や神がみ三姉妹とお兄ちゃんだ。


    『警告！』


    　不意に、おおきな声が町内に響き渡った。


    　かがみが視線を向けた先──黒い球体にしか見えない天あまの岩いわ戸との表面に、でかでかと、わたしの胸から上バストアツプが表示される。


    「ささみさん!?」


    　お兄ちゃんが嬉うれしいような驚くような声をあげた。


    　それを無視し、わたしは咳せき払いをしてから、堂々と宣言した。


    　ちゃんと言わなくちゃ、わかんないと思うから。


    『それ以上近づいたら、お兄ちゃんたちといえども攻撃するよ！　心配しなくていいから、わたしのことは放っておいて！　お兄ちゃんは、しばらく学校に泊まりこむか、どっかのホテルとかで暮らせばいいよ！　わたしは独りでやっていくから！』


    「そんな……！」


    　お兄ちゃんが慨がい嘆たんした。


    「なぜそんな残ざん虐ぎやく非ひ道どうなことを言うのですか、ささみさん!?　お兄ちゃんは寂しいです！　お兄ちゃんはささみさんとは一秒だって離れていたくない！　お兄ちゃんはささみさんの吐息を吸いこんだり、その汗とか涙とか──ささみさんの分ぶん泌ぴつ液えき、否いな、ささみ汁を摂取しないと全身が崩壊して死んじゃうんですよ！」


    　んだよ、ささみ汁って。


    『うるさい変態！　わたしだって寂しいよ！　じゃなくて──ちょっと事情があって誰にも会いたくないから、独りにさせて！　決してお兄ちゃんたちが嫌いになったわけでもないし、何か悪巧みしてるわけでもないから！』


    「それは、あまりにも勝手ではないですか、鎖さ々さ美みさん」


    　かがみが冷静に呼びかけてくる。


    「あなたが完全に自閉し、引きこもったことで天岩戸が出現し、『最高神のちから』をもつあなたが世界の管理を放棄した状態になっています。このままでは、世界は混乱し、いずれ破は綻たんしてしまいます。せめて、天岩戸を解除してください」


    『そうしたいところだけど、無理なの！　無意識に天岩戸を展開してるみたいで、つまり、わたしの意志ではどうにもなんないの！』


    　それは事実である。


    　わたしは『最高神のちから』を自由自在にできるわけではない。


    　ひとりの人間の身には余る強大すぎるちからだ、持て余し、制御できないことも多い。


    　わたしが『絶対に誰とも会いたくない』と思っているかぎり、天あまの岩いわ戸とは消えない。


    『何とか天岩戸を消すように努力するし、なるべく早くわたしが抱かかえてる問題を解決して、引きこもるのをやめるから！　お願い、それを信じて待ってて！』


    「何か問題を抱えているのですね」


    　わたしの発言は、逆効果だった。


    　かがみが静かに告げてくる。


    「水臭いじゃないですか、鎖さ々さ美みさん。何か悩んでるなら、相談してください。先生も、邪わ神た三し姉た妹ちも、協力するのですよ」


    　だーかーらー、そういうお節介が、今回にかぎってはありがた迷惑なの！


    　わたしは苛いら々いらして、こっちも抱えた問題のせいで冷静じゃないのだ──怒ど鳴なった。


    『とにかく！　そういうことだから！　帰って！　でないと、攻撃するからね！　この呼びかけが最後の譲歩だよ！　怪け我がしないうちに──わたしのおうちから離れて！』


    「攻撃、ね……」


    　かがみが、地上に展開した大軍勢を眺める。


    「戦争でも始めるつもりですか？」


    　そのとおり、これはそういうものだ。


    「わたしたちも、侮あなどられたものですね──いいえ、そこまで信用がないのかと、哀しくなります。ちがう、怒ってるのでしょうね」


    　感情のすくないかがみが、頬ほおを紅潮させて、じりじりとした気持ちを吐きだしてくる。


    「いいでしょう、無理にでもあなたの部屋に押し入って、生意気を言ったことを後悔させてやりますよ。お尻しりぺんぺんして、泣いて謝らせてあげますから。それから、あなたを助けてあげます。あなたがどれだけ、それを嫌いやがっても」


    『さっさと諦めて帰ってってばぁ！』


    　わたしは我慢の限界にきて、軍隊に指令を与えた。


    　これらはわたしの意志によって『改変』された、わたしに忠実なる『神々』である。


    　もちろん『神格』は邪や神がみ三姉妹とは比べものにならない──彼女らは別格である。


    　けれど、馬鹿と鋏はさみは使いよう。


    　これまで邪神三姉妹に守られてきたわたしは、彼女らの能力を、やりくちを、知ち悉しつしている。


    　容た易やすく勝てると思わないで。


    　引きこもりの根性を、頑固さを、甘く見ないで！


    『攻撃開始!!』


    　戦車が、砲台が、歩兵が、無数の弾丸を解き放つ。


    　ひとつの国すら焦土に変えそうな、圧倒的破壊力。


    「笑えますね。戦争を知らない引きこもりの浅知恵が、なんぼのもんですか！」


    　かがみが叫んで、全身の武装を展開する。


    　彼女は戦闘目的で製造された霊的ロボットである。


    　単身でも、軍隊に匹敵する、あるいは勝る戦力を有しているはずだ。


    　当然──ふつうの軍隊じゃまず勝負にならない。


    　そんなことは、わたしも推測していた。


    　それに、べつに殺しあいをするつもりはないのだ。


    　本物の弾丸や爆弾を用いたら、誰かが怪け我がをするかもしれない。


    　それは、わたしの望むところじゃない。


    　彼女らは、わたしを心配して、助けるためにきてくれただけなのだ。


    　引きこもりのわがままで、そんな優しいひとたちを、傷つけるわけにはいかない。


    　だから──。


    　かがみが自分に接近してきたミサイルに指先を向けて、内蔵された銃から弾丸を射出──。


    　見事に撃墜した。


    「むっ……？」


    　その直後である。


    　ミサイルは華々しく弾はじけて、ねばねばドロドロした謎なぞの液体をまきちらした。


    「何か気持ち悪いのがーっ!?」


    　そのあからさまに怪しい何かの汁にびびって、かがみが身をよじる。


    　だが予想外の事態だったのだろう、完全には回避できず──雫しずくが彼女の制服の袖そでに付着する。


    　当然、その部分は溶けた。


    「服を溶かす液体ですって!?」


    　つるぎが両目を輝かせた。


    「鎖さ々さ美みちゃん、グッジョブ！　あなた輝いてるよ！」


    　喜ばれるとは思わなかったなぁ。


    　呆あきれながらも、わたしは全力で教えてやった。


    『見た!?　あなたたちに向けて放たれる無数の弾丸や爆弾は、すべて謎の液体がつまってるだけの非殺傷兵器だよ!!　だけど、その液体に触れると、服や靴などは溶ける！』


    「何てこと考えやがるのですかぁああ!?」


    　鉄腕アトムみたいに足からジェット噴射を放って、空中を移動し、回避するかがみ。


    　けれど、豪雨のごとき総攻撃をすべて避よけることはできず、徐々に衣服を削られていく。


    　全裸になるまで、猶ゆう予よはないよ。


    「な、なぜ、こんなちょっとエッチな少年漫画みたいな真ま似ねを……!?」


    　潔けつ癖ぺき性しようのきらいがあるかがみが、動揺しながら問うてくる。


    　他の三人は勢いのままに振り回され、ひたすら悲鳴をあげるだけ。


    　かがみは訓練され、経験をつんだ強い女の子だから、ふつうにドンパチするならいくらでも対応できるのだろうけど──。


    　こういう下世話な状況には、慣れてないだろう。


    『わたしは、あなたたちに怪け我がをさせたくはない』


    　弾だん幕まくに遮さえぎられ、近づけない彼女らに、わたしは正直な気持ちを告げる。


    『だけど──無理にわたしのお部屋に入ろうとするなら、そのままぜんぶ脱がして、ネットとかに映像を流しまくって、あなたを正体不明の空飛ぶヌードモデル☆えくせれんとカガミとしてプロデュースする！』


    「血も涙もないのですかぁぁぁ!?」


    　悲鳴をあげるかがみだった。


    　照れ屋さんの彼女にとっては、死ぬよりつらいことだろう。


    『さらに、それだけじゃない──最初はネットだけでカルト的な人気を誇るえくせれんとカガミだけど、わたしがすべてのちからを結集して全世界規模のアイドルにまつりあげてやる！　実写映画化、社会現象化、そして伝説へ……！　それが嫌いやなら帰って！』


    　わたしは本気だ。


    　そして、容赦はしない──さらなる地獄に叩たたきこんでくれるのだ。


    『それで終わりじゃないよ！　服がぜんぶ溶けたあと、露出した肌にその液体が付着すると──不自然な快感が全身に走る！　声をあげてビクンビクンって痙けい攣れんするとかなんかエロい感じになる！』


    「な、なぜ、そんなちょっとエッチな深夜アニメみたいなことを!?」


    『わたしは、あなたたちを傷つけたくない！　だけど、気持ちよくすることには良心の呵か責しやくはないんだから！　全裸で空中を飛び回り、身をよじらせて喘あえぐ醜しゆう態たいを全世界に放映されたくなかったら帰って！』


    「友達だと……鎖さ々さ美みさん……友達だと思ってたのに！」


    　かがみがマジ泣きしている。


    「落ちつきなさい、かがみちゃん」


    　さすがに妹が不ふ憫びんになったのか、つるぎが穏やかな声で語りかけた。


    　いつもならこの状況を楽しんでいただろうに、今回のバグったつるぎは真ま面じ目めだ。


    　すこし、嫌な予感がする。


    　不測の事態が発生しそうな……。


    「鎖々美ちゃん、あなたの事情はわからないけど。そこまで会うのを嫌がるってことは、よっぽど酷ひどい悩みを抱かかえてるんでしょう。だけどね、だからこそ──ちからになりたいっていう、かがみちゃんの気持ちがわからないの!?」


    　両目を太陽のように輝かせ、つるぎは片手でたまに抱きついたまま。


    　もう片方の手に、いつのまにか見覚えのある諸もろ刃はの『剣』を構えている。


    　彼女のちいさな全身に、途方もないちからが集合していく。


    「飛び交う弾丸も爆弾も、『最高神のちから』で加護を受けてるから、『改変』して無力化するのは難しい──だけど、この『剣』ならは話はべつ」


    　まずい。


    「かがみちゃん、合図と同時にジェット噴射して天あまの岩いわ戸とに接近して！　たまちゃん！　天岩戸はふつうの『神々』じゃ突破できないけど、『次世代神』のあなたならルールを無視して喰くらうことができる──天岩戸に、あたしたちが突入できるぐらいの穴をあけなさい！」


    「わ、わかったのです」「ほえ？　う、うん、つるぎ姉ねえ──」


    　いつになく精せい悍かんな姉の言葉に、戸惑う妹たち。


    　すこしの驚きと、淡い憧しよう憬けい。


    　記憶を失っても、否いな、だからこそ──不純物のないつるぎの勇気と意志は、輝いていた。


    　つるぎは鍛たん錬れんをつんだ拳法家のように、鋭い呼気を放って……。


    



    「薙なぎ払え！　天叢雲アメノムラクモ!!」


    



    　その手に握りしめた『剣』を、無造作に振るった。


    　刹せつ那な──雲が風に吹き飛ばされ、太陽光が差しこむみたいに。


    　彼女らに迫っていた無数の弾丸が、爆風が、鮮やかに消え去った。


    　破は邪じやの性質をもつ、聖なる神剣アメノムラクモ。


    　草くさ薙なぎの剣つるぎとも呼ばれるこの神器の何もかもを浄化するちからは、強固な『月つく読よみ神社』の結界すら貫いて破壊した実績がある──そのことを、わたしは失念していた。


    　っていうか、基本的にものぐさなつるぎが、こんな積極的に行動するなんて──。


    　わたしが動揺し、対応を決めかねているうちに、彼女らは先につるぎが指示したとおりの行動を手早くこなし、黒々とした天岩戸を突き破って内部に侵入してきた。
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     第四話／いたいけなスフィンクス


    



    「はうっ……？」


    　世界のすべてにおおきな震動があって、わたしはベッドから転がり落ちる。


    　天あまの岩いわ戸とが貫かれたことによる、おおきな衝撃が、部屋を縦に横に揺さぶった。


    『お兄ちゃん監視ツール』が外はずれて、背中を痛打したわたしは、しばし呻うめく。


    　ぬいぐるみや漫画本が、遅れてどさどさと落ちてくる。


    「うう……」


    　さすがに、一筋縄じゃいかないか──。


    『根の国』の蓋ふたである道反之大岩チカエシノオオイワ（千ち引びきの岩いわ）と並ぶ日本神話最強の防護壁である天岩戸が突破されたのだ。ふつうの手段では、彼女らを押し留とどめることはできない。


    　ならば、最後の手段だ。


    　わたしは重苦しい身体からだを引きずるようにして、ベッドのうえに戻ると、『お兄ちゃん監視ツール』を装着し──ちからを振りしぼって『改変』を行う。
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    「痛たたた……」


    　かがみが涙目で、ひょこりと身を起こした。


    　天岩戸をたまが食い散らかし、突き破ったのはいいものの。


    　ものすごい速度で突入した彼女らは勢いを殺しきれず、派手に墜落したのだった。


    　地面に身体を擦すりながらもどうにか不時着し、お兄ちゃんと邪や神がみ三姉妹は繋つないでいた手を放してしまい、ばらばらに倒れ伏している。


    　黒い球体──天岩戸の内部である。


    　幸いにあまり怪け我ががないらしいかがみが、周囲を見回した。


    「ここは……？」


    　かがみが尻しり餅もちをついているのは、ごくふつうの公園に見えた。


    　どこの町にもひとつはある、ブランコとか滑り台などの遊具がぱらぱらと配置されている、子供の遊び場である。


    　さっきまでは銀世界だったのに、すっかり雪は跡形もなくなっており、空は晴れ晴れとしていて、小こ春はる日び和よりといったところ。


    　ぱちくりと瞬まばたきをして、かがみは恐る恐る立ちあがる。


    「神話によると、天あまの岩いわ戸との内部は深く広々とした洞どう窟くつ──有名な『最高神アマテラス』の引きこもり事件のあとは、裁剣帝イツノヲハバリなどの『神々』が住みついて生活をしていたとか。つまり、そこそこの広さのある、『神々』の自由にできる、固有の領土……」


    　思案し、首を傾かしげる。


    「鎖さ々さ美みさんがつくりあげた、小世界、箱庭──のようなもの、なのでしょうか？　やけに、平和な雰囲気ですが……うん？」


    　眉まゆをひそめて、口をもごもごさせる。


    「なんだか、みょうに喋しやべりにくいですね。舌が、うまく動かないというか……」


    「あれーっ、かがみ姉ねえ？」


    　すぐそばで、たまが身を起こした。


    　そちらを見て、かがみは絶句する。


    「たま……？」


    「ほへ？　たまだよ？」


    　にこやかに応えたのは、たしかに、たまだった。


    　けれど──あからさまに、幼い。


    　黄金色の髪の毛や、勾まが玉たまの飾りはそのまま。


    　けれど、胸もお尻しりもぺったんこで、背丈もちっちゃくて、まるでふつうの小学生みたいだ。


    　顔立ちも幼くなっていて、背中にランドセルまでしょってるので、かんぜんに子供である。


    「ねぇねぇ」


    　そんな見た目が幼くなったたまは、困り顔で近づいてくる。


    「かがみ姉、だよね？　なんで、ちっちゃいの？」


    「はい？」


    　かがみはその言葉に、疑念を抱いだいたのか、あらためて自分を観察した。


    　いつもより短い手足と、あどけない顔立ち。


    　背中のランドセル。


    　日本人形のような髪形もあいまって、とてもいたいけなかがみがそこにいた。


    「な、なぜ子供に!?」


    「あれー、かがみ姉、ちっちゃいのに。たまと同じぐらいのおおきさだお？　つまり、たまも、ちっちゃい？　おやーっ？」


    　たまが自分の身体からだを見下ろして、光り輝くような笑みを浮かべた。


    「わーいわーい！　かがみ姉、見て見て！　あのねー、たまねー、ちっちゃいお!?　たま、ちっちゃい！　しょうがくせいみたい！」


    「いや、あんたはいちおうリアルに小学生なんですけどね」


    　興奮してぴょんぴょん飛び跳ねるたまを眺めながら、かがみは思案する。


    「何の意味が……？　というか、わたしやたまは強大な『神格』の持ち主ですし、その身体からだを『改変』するのはひどく難しいはずなのですが……？　幻覚？　いえ、わたしの身体に仕込まれた武装も反応がありませんし、ほんとうに、無力な小学生になっている……？」


    　不安そうに身をよじり、かがみは周囲を見回した。


    「まずいですね、こんな無防備な状態で襲撃されたら、ひとたまりもありません。鎖さ々さ美みさんが支配する天あまの岩いわ戸との内部だからか、小学生になってしまったからか、思うように『改変』もできませんし。いまのわたしを倒すのは、赤子の手をひねるより簡単！」


    「ねぇねぇ、かがみ姉ねえ！　たま何歳ぐらいに見える？　七歳？　八歳？　きゃははーっ☆　かがみ姉！　たまちっちゃい！　子供服とか着れるよね？　みんなと公園で遊んでても警察のひとがこないよね！　たまの夢が叶かなったお！　幸せーっ！」


    「えぇい、うるせぇのですよ」


    　ぎゅうぎゅう抱きついてくる妹を、鬱うつ陶とうしそうに「ぐいぐい」押しかえしながら、かがみは不思議そうに周りを見回した。


    「しかし、わたしとたまだけですか……？　先生と、姉さんはどこに？」


    「あ！　かがみ姉！　あそこにいるの、つるぎ姉じゃないかな？」


    　たまの指さした方向──花壇の向こうに、つるぎの桃色っぽい髪の毛が覗のぞいている。


    　彼女はこちらに気づいていないようだが、かがみは安あん堵どした。


    「あぁ、姉さん、あんなところに……。姉さんは最初からちっちゃいので、あまり変化がないように見えますね。行きますよ、たま。姉さんと合流しましょう」


    「はーい☆」


    　良い返事のたまと手をとりあって、ちいさな足でもどかしげに走るかがみ。


    　その向かう先──花壇の奥で、つるぎは着ているワンピースをするする脱いでいく。


    「うふふ……」


    　彼女はなんか、幼いお兄ちゃんに馬乗りになっていた。


    　かたわらにはランドセルが放り捨てられている。


    「ちっちゃい神かみ臣おみくん……かぁわいい♪」


    　舌なめずりをして、つるぎは怯おびえて震ふるえるお兄ちゃんの服を脱がしていく。


    「怖こわがらないで、あたしに任せて──クラスのお友達より早くおとなになっちゃおうよ……？　どきどきしちゃう♪　まだ熟うれきらない青い果実をあたしの手で傷つけるの……！　あたしが、神臣くんをおとなにしてあげるのーっ！」


    「何してんですかそこのロリビッチーっ！」


    　かがみが駆けつけた。


    　そんな彼女を見て「ちっ」と舌打ちしながらも、つるぎは恥ずかしそうに慌てて服をまとい、何事もなかったかのように立ちあがった。


    「あぁ、やっぱりかがみちゃんたちも幼くなってるのね──どういうことかしら？」


    「何事もなかったかのように会話を始めようとしてますが、このご時世なんですから小学生同士のキャッキャ☆ウフフとかそういうやばめのネタは避けなさい！」


    「かがみちゃん、見て見て！　はだかにランドセル～☆」


    「遊ぶな！　服を着ろ！」


    　姉をしばき倒してから、かがみはちっちゃいお兄ちゃんを助け起こした。


    「だいじょうぶですか、先生？」


    「はい──」


    　お兄ちゃんはおっかなびっくり、かがみのそばで周囲を見回している。


    　おとなだと挙きよ動どう不ふ審しんに見えるけど、同じ仕草をしても子供だと「おどおど」している食べちゃいたい系な美少年に見えるから不思議だ。


    　ちなみに、お兄ちゃんは律りち儀ぎにランドセルで顔面を隠している。


    「──むっ？　ささみさんの気配が!?」


    　そんなお兄ちゃんは電波っぽいことを不意に叫ぶと、公園の出入り口に視線を向ける。


    　すると、まさに……。


    



    　ランドセルを背負った、やはり幼いわたしが道路を歩いていた。


    



    　お兄ちゃん、どうやってわたしの存在を察知したんだろう……。


    　たまに人間離れしている。


    「鎖さ々さ美みさん！」


    　かがみたちが、ばたばたと、みんなで大移動。


    　公園を飛びだし、小学生っぽいわたしを取り囲む。


    「これはどういう状況なのですか、説明してください！」


    「ま、待って、かがみちゃん──これは……」


    　かがみの言葉を遮さえぎって、つるぎが幼いわたしに触れる。


    「鎖々美ちゃん本人じゃない……。いちぶではあるみたいだけど、彼女の本体はここにはいない──いわば、この幼い鎖々美ちゃんは分身というか、ただの枝葉にすぎないみたい」


    「…………？」


    　幼いわたしは不審そうにつるぎたちを眺めてから、怖こわくなったのか、すこし早足になって遠ざかろうとする。


    　どうしたものかと戸惑いながらも、かがみが追いかけようとして──。


    「待って、姉さん！　それ見てください！」


    　幼いわたしの背負っている、ランドセルを指さした。


    　そこには、ペンか何かで、びっしりと文字が書かれていた。


    



    　この幼いわたしは、月つく読よみ鎖さ々さ美みのデレの部分。


    



    「デレ!?　何なのですかこれは……!?」


    　かがみが目を白黒させている。


    　ともあれ、つづきにはこう書かれていた。


    　天あまの岩いわ戸とを突破し、ここまで辿たどりついたみなさんには敬意を表します。


    　どれだけ妨害しても、拒絶しても、みなさんはわたしの部屋に入ろうとするのでしょう。


    　それを防ぐ手だてはないかもしれませんが、わたしは諸事情あって、できれば誰とも会いたくないのです。


    　だから妥協点として、これから『ゲーム』を行います。


    「『ゲーム』……？」


    　互いに顔を見あわせる、お兄ちゃんと邪や神がみ三姉妹。


    　その天岩戸の内部にわたしが『改変』してつくりあげた仮想空間では、あなたがたにはふつうの小学生並みの体力と能力しかありません。


    　つるぎの神剣や、かがみの霊的な兵装や、たまの『神々』を喰くらう特質も、発揮できません。


    　わたしの『最高神のちから』を全力で用いた『改変』なので、あなたがたがどれだけ抵抗しても、しばらくはそのままでしょう。


    　というか、元に戻ろうとした瞬間、ルール違反として──その仮想空間から弾はじきだされてしまうので、気をつけてください。


    『ゲーム』が終われば元に戻すので、ご安心を。


    「ゲーム、ですか……まぁ、それはいいとして」


    　かがみが首を傾かしげて、憮ぶ然ぜんとした表情になる。


    「なにゆえ、小学生に──？」


    　これから、幼いわたしは通学路をとおって、小学校へと向かいます。


    　そんなわたしの喜ぶようなことをするたびに、『ささみポイント』が与えられます。


    　逆に、わたしが嫌いやがるようなことをすると、『ささみポイント』が没収されます。


    　その幼いわたしは、わたし本人とほぼ同じ考えかた、趣味や嗜し好こうをしているので──どうすればわたしに好かれるか考えて行動すれば、おのずと『ささみポイント』は得られるでしょう。


    「なるほど、エロゲでいえば好感度ですね……」


    　かがみが独りごちて、はっとして頬ほおを赤らめた。


    「などと、姉さんの記憶があれば、言うのでしょうね」


    　つまり、この『ささみポイント』をたくさん稼げるひとは、わたしのことをよくわかってるひと──わたしのことを、理解してくれてるひと。


    　そういうひとにだったら、わたしの悩みを打ち明けても、いいと思う。


    「…………！」


    　お兄ちゃんがびくんと反応した。


    　負けられない、という態度だ。


    『ささみポイント』の合計は、あなたがたの頭上に表示されるので、ご参考までに。


    「あ、ほんとですね」


    　かがみが見あげると、そこにいつのまにか、光り輝く数字の羅ら列れつがあった。


    『ＫＧ０００００』


    　今のところ、ゼロである。


    　ＫＧというのは『ＫＡＧＡＭＩ』の略だろう。


    　お兄ちゃんは『ＫＭＫＡＭＩＯＭＩ』、つるぎは『ＴＲＴＳＵＲＵＧＩ』、たまは『ＴＭＴＡＭＡ』となっていた。


    『ゲーム』終了時──つまり、幼いわたしが学校に辿たどりつくまでに、その『ささみポイント』がプラスだった場合──そのひとを、わたしの部屋に招待します。


    　ただし、ゼロ以下だった場合は、わたしは会いませんので、お引き取りを。


    　がんばって、『ささみポイント』がプラスになるように、あれこれ努力してください。


    　ではでは、ゲーム☆スタート！


    「ふむ……」


    　かがみが眉まゆをひそめて、腕組みをする。


    「どういうことでしょうね……？　ゲームのルールだから仕方がないのだ、と言いはって、誰にも『ささみポイント』を与えないことで、わたしたちを合法的（？）に部屋にいれない理由づけをするつもりでしょうか？　やや回りくどいですが……？」


    「よくわからないけど」


    　幼い見た目になったのが純粋に嬉うれしいらしく、上機嫌なたまが手をあげた。


    「このへん、たまの小学校の近くだお！　その、ちっちゃいママりんは、たまと同じ学校に行くつもりじゃないかな？」


    　ママりん＝わたしである、念のため。


    「ふむ、うちの近所を精巧に再現した、仮想空間のようですね。言われてみれば町並みに見覚えがあるのです。だとしたら、小学校はすぐそこ──あまり余裕はありません」


    　かがみが頷うなずいて、とぼとぼと歩いていく幼いわたしに近づいていく。


    「ものは試しなのです──あれこれ、やってみましょう」


    　幼いわたしの前に立って、かがみが挨あい拶さつをする。


    「おはようございます」


    「…………？」


    　幼いわたしは、不審そうにかがみを見ていたが──不意に。


    「問一＠ささみさんの好きなお菓子はどれでしょう？


    ①チョコレート


    ②カロ＊ーメイト


    ③ビスケット」


    　とか言った。


    「…………はい？」


    　硬直するかがみを、幼いわたしは五秒ほどじっと見つめていたが──。


    「時間切れ」


    　ぷいっと視線を逸そらし、かがみを無視して歩いていく。


    　かがみの頭上の『ささみポイント』が、『ＫＧ[image: ]マイナス０００２０』となっていた。


    「ちょっ、ちょっと、待ちなさい！」


    　困惑しながら、かがみが幼いわたしの腕を掴つかもうとした。


    　だが、すかっ、と空振りする。


    　幽霊のように、幼いわたしには触れずに、かがみは体勢を崩して転んでしまった。


    「タイムリミットは、わたしが学校へ到着するまで──それを遅らせるような行動、つまり手を掴んで引き留めるとか、両足を切断するとか、そういう行為は禁止されています。場合によっては罰則もあるので、注意してください」


    　事務的に、幼いわたしがつぶやいた。


    　先ほどの行為が罰則の対象になったのか、さらにかがみの『ささみポイント』が低下する。


    『ＫＧ[image: ]マイナス００２２０』。


    「なるほど」


    　ゲームの仕組みを理解したのか、どうなのか、お兄ちゃんが素早くダッシュして幼いわたしの横に追いついた。


    「先ほどのクイズっぽいものは、ささみさんの嗜し好こうに関してでした……！　ならば家族でありこの世の誰よりもささみさんを愛している僕が答えられない道理はありません！」


    　自信満々だった。


    「ささみさんは先日からなぜかチョコレートが大嫌いですし、カロ＊ーメイトはそもそもお菓子じゃないし、ビスケットは口のなかがパサパサするから嫌いとか言ってました！　つまり引っかけ問題です！　選択肢のなかに正解はない！　ささみさんの好きなお菓子は……！」


    　お兄ちゃんが急に服を脱いで、幼いわたしに躍りかかった。


    「僕ですよね!?　ささみさんがこの世でいちばん好きなスイーツはお兄ちゃんですよね!?　これが正解でしょう!?」


    　もちろん、お兄ちゃんはそのまま誰にも触れないわたしの身体からだを通過し、半裸で道路をごろごろ転がって──傷だらけになって倒れ伏した。


    　そんなお兄ちゃんを見下ろして、幼いわたしがぼやいた。


    「……せめて食べ物にしろよ」


    『ＫＭ[image: ]マイナス０００５０』。


    「だめです、先生は頼りになりません」


    　かがみが道路に倒れたままのお兄ちゃんを放置し、わたしに近づいていく。


    「こないだ、メールを交換していて、鎖さ々さ美みさんの好きなお菓子は聞いたことがあります。えっと、たしか──酢こんぶでしたか？」


    「正解」


    　ピロリロリン♪


    　と安い音がして、かがみの頭上の表示が『ＫＧ[image: ]マイナス００１７０』となった。


    「まだマイナスですが──この調子で！」


    　意気ごむかがみに、幼いわたしが低い声でつぶやいた。


    「ここからが本番だ」


    　その不ふ穏おんな言葉に、かがみが首を傾かしげた次の瞬間だった。


    　曲がり角の向こうから急につっこんできた乗用車が、幼いわたしに激突し、その小柄な身体を軽々と吹っ飛ばした。


    「…………！」


    　血の惨劇のなか──あちこちグロくなったわたしが、小声で告げた。


    「問二＠ささみさんが車に轢ひかれた！　どうしますか？


    ①救急車を呼ぼうとして、間違えて霊れい柩きゆう車しやを呼んでしまう。→手間が省はぶけたね！


    ②飛び散った内臓を食肉加工し、ソーセージ屋さんとして大成功！→ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ！


    ③ばらまかれた肉片を生体工学バイオテクノロジーで培養し、クローンささみさんをつくる→科学の勝利！」


    「『どうしますか』って言われてもーっ!?　ていうか選択肢もうちょっと考えてくださいよ!?」


    　かがみたちはそうして、ゲームに翻ほん弄ろうされる。

  



  
     第五話／扉の奥


    



    　時間稼ぎ以上のことはできない。


    　お兄ちゃんはともかく、邪や神がみ三姉妹は侮あなどれない──どんな手段でわたしの目的を察知し、仕掛けた罠わなを飛び越えて、わたしの部屋に入ってくるかわからない。


    「もちろん、何にも気づかず、このまま帰ってくれたら、いちばんいいのだけど……」


    　心の奥底では、わたしはみんなに相談したいと思っている。


    　会って、悩みを打ち明けて、解決してもらいたいと。


    　わたしは弱く、甘えがちな性格だから。


    　だからこそ、そんなわたしの心──無意識レベルの他者への依存が、『改変』を起こしてお兄ちゃんたちをわたしの元まで運んできたりしないように、あらかじめその『部分』を切り離し、『ゲーム』の進行役月読鎖々美のデレの部分としてカスタマイズした。


    　これで、不測の事態はある程度、防げるはず。


    「よいっ……しょっ」


    　わたしは【わたしの部屋に侵入しようとするものに、呪いあれ。月つく読よみ鎖さ々さ美み】の張り紙が目立つ扉を開いて、ひとりひとり、意識を失っているお兄ちゃんと邪神三姉妹の身体からだを自分の部屋に運びこんだ。


    　全員、目を閉じて眠っている。


    　体力がないわたしには（おまけに、いまは諸事情あって身体が不自由だ）背負って移動させるだけでもたいへんだったが、『改変』なども利用してがんばった。


    　お兄ちゃんたちは、全力でわたしを心配して、助けにきてくれてるんだ。


    　それは、わかってる。


    　だから──わたしも、できるかぎりで、がんばらなきゃ。
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    「ふうっ」


    　冬だというのに浮かんだ汗を拭ぬぐって、四人の身体をベッドのうえに並べた。


    　お兄ちゃんたちは誰ひとりとして、今のところ気づいてないみたいだけど。


    　わたしの『最高神のちから』をフル活用しても、邪神三姉妹に『改変』を行うのは難しい。


    　けれど、無敵に見える彼女らが唯一、ちからを思うようにふるえなくなったときがある。


    『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』のときだ。


    　あのとき、彼女らの精神と肉体は切り離され、わたしを含めて全員が思うように『神々』のちからをふるえずに、戸惑ってしまった。


    　今回したことは、あのときとほぼ同じだ。


    　天あまの岩いわ戸とが破られたときの、誰もが衝撃に震ふるえた瞬間──。


    　その隙すきを利用して、邪や神がみ三姉妹とお兄ちゃんの肉体と精神を分割。


    　肉体はそのままにして、精神はわたしがつくったお人形のなかに放りこんだ。


    　例の、それぞれを幼くしたような、小学生の身体からだである。


    　小学生ぐらいの身体なら、幼く未熟で、動きづらく、霊能力がほとんどなくても不思議ではない──そう納得させる。


    　そして、自分が本来の肉体と切り離されているという事実に、気づかせないようにする。


    　そのまま彼女らはめちゃくちゃな無理難題や、わかるわけがないクイズばかりをつきつけられて、絶対にクリアできない『ゲーム』に翻ほん弄ろうされる。


    　クリアに失敗したらまた最初からやり直し～という設定にしているから、彼女らはやっきになって、熱くなって、何度も挑戦するだろう。


    　あるいは、いつか『もういいよ』という気分になって、諦あきらめて──帰るだろう。


    　どちらでもいい。


    　ともあれ彼女らが『ゲーム』に集中しているうちに、わたしは目的を果たすのだ。


    「えっと……」


    　わたしは生なま唾つばをのんで、寝ころんでいる四人のうちひとり──。


    　たまの、すべすべとした綺き麗れいな腕をもちあげる。


    「たまの特質は、『次世代神』として、旧世代の『神々』を喰くらうこと」


    　いまの時代に権勢をふるうあらゆる『神々』を、食べて、取りこみ──ルールを無視して我がものにできる、捕食者。


    「『最高神のちから』をもつわたしを抉りとったり、殺したりできるのは──たまだけ」


    　たまの腕を凶器に見立てて、自分の身体に向ける。


    　死ぬつもりはないけど。


    　さすがに、覚悟がいる。


    「みんなが『ゲーム』の仕組みに気づいたり、うっかりクリアしてこの部屋にくる前に──わたしは、この身体をどうにかしないと」


    　でないと、みんなに顔をあわせられない。


    　ぜったいに心配されるし、いらない詮せん索さくをされるし、みんなにだって──こんなの、解決できるわけがない。


    　余計な負担を背負わせて、ぎこちなくなって、気き遣づかわれて。


    　それこそ、死んだほうがましである。


    「いっせいのせ、で──やるんだ」


    　わたしは血の気を失ったまま、たまの腕を抱かかえて、それを振りおろすタイミングをはかる。


    「『次世代神』は、理論上──旧世代の『最高神』でも喰くえる。独眼覇王オーデインを喰い殺した飢獣フエンリル狼みたいに。だから、だいじょうぶ。いける。いっせいのぉ……」
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    　それはひとつの文明の終局であった。


    　圧倒的な武力で地上を席せつ巻けんした彼らは、地球の支配者として傲ごう慢まんに振る舞っていた人類をまたたくうちに殲せん滅めつし、虐ぎやく殺さつし、たいらげていった。


    　戦乱は野火のごとく広がって、平和だったこの町にもついに魔の手が及ぶ。


    　彼らは相手が一般人であろうと容赦はしない。


    　人間が、虫けらを踏みつぶしても何も感じないのと同じだ。


    　彼らにとって人類など、道ばたに転がっているごみのようなものなのだ……。


    「そんな彼らの圧倒的な暴ぼう虐ぎやくに抵抗し、その恐るべき攻撃を潜くぐりぬけて、わたしを無事に学校まで送り届けてください」


    「待ってください」


    　無表情のまま歩いていこうとする小学生のわたしを、思わず引き留めようとして。


    　手を伸ばし、けれど相手は幽霊のように触ることができないのを思いだしたか──疲れきった顔のかがみが溜ため息いきをついた。


    「あきらかに……おかしいのです……」


    　その頭上には『ＫＧ[image: ]マイナス１２０３５』と表示されている。


    「わけがわからない……」


    　ものっそい勢いで『ささみポイント』をマイナスされていて、もはや『ゲーム』のクリアは絶望的なかんじだった。


    　ちなみに、かがみはまだ良いほうで──他の三人はすべて『[image: ]マイナス９９９９９』となっている。これはデジタル表示される数字が最大五桁けただからで、ほんとはもっとすごくマイナスである。


    「かがみ姉ねえ～」


    　天てん真しん爛らん漫まんなたまですら、何だか辟へき易えきした表情だった。


    「たま、疲れたお～。ねぇ、いつまでつづくの、これ～？」


    　四人の周りは平凡な住宅街だが、空には無数の円盤形や葉巻形のＵＦＯが飛び交い、そこからひっきりなしに巨大な昆虫を無理に二足歩行させたような不気味な化け物が飛びおりてきて、光線銃からやたら破壊力があるレーザーを放っている。


    　間近で一軒家が爆散し、蒸発するなか──たまはぐずっている。


    「つまんない～、たま、おうち帰る～」


    「もうちょっと我慢しなさい、たまちゃん」


    　つるぎが困ったように、同じぐらいの背丈のたまの手を握りしめた。


    　いまの小学生の身体からだの彼女らには、特殊な能力も、強大な戦闘力もない。


    　ひたすら『ゲーム』の内容にあわせて行動するしかなく、けれど、できることはほとんどないのだ──ひたすら翻ほん弄ろうされ、振りまわされて、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのきわみにいた。


    「そうですよ、たまさん。ささみさんを助けるためです」


    　お兄ちゃんはその一点のみでモチベーションを保ってるようで、まだ元気なほうだ。


    「あの小学生のささみさんが学校に辿たどりつくまでに、『ささみポイント』を溜ためる──それが、僕らにできる唯一のことです。けど、何でしょうねこれは……最初はクイズとかだったのに、だんだん少年漫画の連載末期みたいになってきましたね」


    「いちおう、この宇宙人みたいなのを倒せば、『ささみポイント』がもらえるようですね」


    　どこかで拾ったらしい、昆虫人間の光線銃をギュバッと放射し、ＵＦＯを撃墜するかがみ。


    「ＵＦＯを撃墜して、２００ポイントのプラス──ふむ、『ささみポイント』を得るには、ささみさんの望みどおりのことを、あるいは彼女を喜ばせることをすればいい。だから彼女の登校を邪魔する昆虫人間たちを排除すれば、ポイントが得られるのですね」


    　けれど攻撃されて、ＵＦＯたちも黙ってはいない。


    　硝子ガラスを擦すったような怒声をあげながら昆虫人間が襲いかかってきて、その豪腕をふるい、かがみの身体を引き裂さいた。


    　それこそ、人間に引きちぎられる虫けらみたいだった。


    　ばらばらになる、小学生のかがみ。


    「また死んだ……」


    　その屍し体たいが消えて、小学生のわたしのそばに、再び傷ひとつないかがみが出現する。


    　この『ゲーム』では、何度死んでも蘇よみがえるようになっているのだ。


    「いちど死んだら、[image: ]マイナス１００００ポイント──あまりにも不毛なのです」


    「こんなの、ひどい！　ずるいよ～！」


    　たまが泣きべそをかきはじめた。


    「ママりん、たまたちと会いたくないんだ。たまたちのこと嫌いになったんだ」


    　見た目が幼くなっているので、その悲痛な訴えは、いつもより切なげだった。


    「だから閉じこもって、天あまの岩いわ戸ととかつくって、こんなクリアできない『ゲーム』でたまたちの心をめげさせて、帰らそうとしてるんだ。ひどいよ、ママりん！　たまたち心配だっただけなのに──ママりんの元気な顔が見たかっただけなのに！」


    　妹の哀しみに満ちた叫びに、かがみも項うな垂だれた。


    　冷静で、いつも無感情な彼女も、ついに限界がきたのか。


    「鎖さ々さ美みさん！」


    　小学生らしい、つぶらな両目にいっぱい涙を溜ためて、幼いわたしを睨にらみつけた。


    「わたしは諦あきらめませんよ！」


    　ランドセルを揺らし、破滅の光景のなか愚直に登校をつづけるわたしのそばで、かがみはまた拾った光線銃を構えて乱射する。


    「この地獄みたいに徒労感ばかりが溢あふれる『ゲーム』が、どれだけ不条理でも、たとえ永遠につづいても！　わたしは耐え抜いて、いつかクリアしてみせます！　何度死んでも、どれだけ傷ついても、ぜったいに諦めて帰ったりしませんから！」


    



    「──どうして？」


    



    　不意に、幼いわたしがつぶやいた。


    　かがみの激情に、わたしのいちぶが、確実に反応していた。


    「どうして、そこまでするんですか？　こんな、嫌いやがらせみたいな『ゲーム』を無理やりやらされて、顔すら見せない、無礼なわたしなんかに──なぜ、会おうとするんですか？　得られるものは、それだけなんですよ？」


    　苦痛を耐え抜いてこの『ゲーム』を突破しても、たとえ万が一、クリアできても──わたしに会えるだけだ。


    　会って、文句を言いたいのだろうか？


    　殴なぐって、ふざけんじゃないって？


    「あなたが心配だからですよ」


    　応えたのは、かがみと同じく光線銃を拾いあげた、お兄ちゃんだった。


    「誰よりも、がんばり屋さんなあなたが──ひとりで重荷を抱かかえているのを、見ていられないからです。甘えんぼさんなあなたが、他人を拒絶してまで、ひとりで何かと戦っているからですよ。そんなあなたが、心配だからですよ」


    　たまとつるぎも駆け寄ってきた。


    　善良な彼女たちも、この理不尽な状況への怒りはあるだろうけど──。


    　それ以上に、わたしのことを想って行動してくれている気がした。


    　涙をこらえて、いまは一般人以下のちからしかないくせに、意地悪な『最高神』のつくったこの嫌いやらしい『ゲーム』に打ち勝とうと、あがいている。


    　その姿はうつくしかった。


    　すべてを拒絶しようとした、わたしの心を揺るがすぐらいに。


    「どうして？」


    　小学生のわたしは、棒立ちになって、震ふるえた。


    「どうして？　どうして？　どうして？」


    　壊れたコンピュータみたいに。


    　理解できないプログラムを、書きこまれたみたいに。


    「心配って？　どういうこと？　家族だから？　友達だから？　義務感で、行動してるだけでしょ？　ほんとは、帰りたいんでしょ？　嫌いやがらせみたいなことをするわたしに、怒りをぶつけるために、いまはそうやって優しいふりをして──」


    「ぶつぶつ言ってないで」


    　かがみが道を先導し、手招きをする。


    「さっさと行きましょう、あなたのところへ」


    　かがみが人間らしい、怒りと哀しみの混在した、綺き麗れいな表情で告げた。


    「文句？　言いますよ、どうして信じてくれないのかって──あなたがどんな秘密を隠していようと、どんな重荷を背負っていようと、関係ないのですよ。どうして、その痛みを、罪を、共有させてくれないのかって、あなたの心のなかから、わたしたちを追いだそうとするのかって……怒ってますよ？　当たり前じゃないですか！」


    　炎のような激情を瞳ひとみに宿らせて、彼女は叫んだ。


    「『どうして』って？　あなたが心配だからですよ！　お友達だからですよ！　ぜんぶ言わせないでくださいよ──あなたが好きだからですよ！　信じてください、顔を見せてください、鎖さ々さ美みさんに会いたいです……！」


    　目元を両手で覆おおって、かがみはその場にくずおれた。


    　それを見て──。


    　もう、わたしは我慢ができなかった。


    



    「う。ううっ。うううっ」


    



    　小学生のわたしは──ぶるぶる震えて、髪の毛を振り乱して、硬直する。


    　同時に、周りで吹き荒れていた戦乱も、ビデオの一時停止みたいに凍りついた。


    　暴れまわっていたＵＦＯも、昆虫人間も、宙を飛び交うレーザー光線まで。


    　かんぜんに停止した世界で、小学生のわたしだけが、泣いていた。


    　涙をぼろぼろ零こぼして、かがみを見つめる。


    「……信じていいの？」


    　それは、わたしの無意識の、本能の訴えだった。


    「扉の奥には、綺麗なものなんてない。いまのわたしに会ったら、みんな幻滅する。わたしのことが嫌いになる。そう思ったのに──こんなに苦しめたのに、どうして帰ってくれないの？　そんな、かがみたちが、馬鹿なみんなが……」


    　そうして──。


    　わたしは敗北したのだった。


    「わたしは、好きだよ──みんなが好きだよ。顔を見せたい、声が聞きたいよ、いっしょにいたいよ……だけど、嫌われるのが怖こわかったんだよーっ！」


    　ファンファーレが鳴り響いた。


    　最後に大逆転がゆるされる、クイズ番組みたいに。


    　かがみたちの頭上に表示されたデジタルの数字が、ものすごい勢いで回転し──天文学的だったマイナスがいっきに消えて、プラスに達する。


    　何万ポイント、何百万ポイントがいちどに加算されただろう──。


    　その様子を眺めて、つるぎが、そっとかがみに歩み寄ってつぶやいた。


    「かがみちゃん、この結果を予想してたの？」


    　どことなく、誇らしげに。


    「あの小学生の鎖さ々さ美みちゃんは、彼女のデレの部分──『改変』されて機械のようになっていたけど、その奥底には鎖々美ちゃんの、わたしたちへの好意が隠されている。その部分を刺激して、わたしたちに高得点を与えるように、耳みみ触ざわりの良い言葉を並べたの……？」


    「わたしは、腹黒いですからね」


    　かがみは目元をぐしぐしと拭ぬぐって、それでも零こぼれる涙を鬱うつ陶とうしそうに指先で散らした。


    「絶対にクリアできない『ゲーム』──それは、鎖々美さんの自分の部屋に入ってほしくないという気持ちのあらわれ。だったら、その気持ちそのものを揺り動かせばいい。わたしたちは信じてもいいんだって、あのお馬鹿さんに、理解させてやればいい」


    　その口調は、素っ気なかったけれど。


    「ま、巧うまくいったようで何よりですね。心にもない言葉を口にしたせいで、舌が腐りそうなのですよ。まったく、手間ばかりかけさせて……」
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    　いっせいのー……せ！


    『神々』を喰くらうたまの腕を、わたしの身体からだに向かって振りおろそうとした──。


    　その瞬間だった。


    



    「──はい、そこまで」


    



    　不意に、声がした。


    　同時に、わたしの背後から、そっと抱きしめてくれる感触。


    　……誰だ？


    「ばーか──無理だけはすんなって言ったのによ、何でもかんでもひとりで抱かかえこみやがって。かっこうつけて、わたしはだいじょうぶってか？　だいじょうぶじゃねーだろうが」


    　その、舌足らずなくせに、やけに男前で。


    　可愛かわいらしいのに、他の誰よりも頼もしい声は。


    「つ、る……ぎ？」


    　わたしはぎょっとして、自分に抱きついている誰かの顔をたしかめた。


    「おう、あたしだよ」


    　それは──こまっしゃくれた態度の、あのバグったつるぎでもない、いつものように傍ぼう若じやく無ぶ人じんなちびっこ先生だった。


    　彼女はわたしの身体からだを優しく抱ほう擁ようし、わたしがたまの腕をつかって、馬鹿な真ま似ねをするのを阻止している。


    「ガキんちょの分際で、おとなをどうにかできると思ってんじゃねーよ──まぁ、あたしの身体はおまえがご丁てい寧ねいにも運んでくれたしな。あとは、おまえの身体に間借りしていたあたしの心をいれるだけで、つるぎちゃん復活って感じだ」


    「ど、どういうこと？」


    　わけがわからない。


    　わたしの身体に間借りしていた？


    「ま、そのへんはあとで説明するから──それよりも、あぁもう、あたしがわざわざ行動する必要はなかったかな……ちょいと騒がしくなるぜ」


    「え？　え？」


    　わたしが混乱し、目を白黒させていると──。


    



    「お邪魔するのです」


    



    　丁寧な挨あい拶さつとは裏腹に、Ｃ３プラスチツク爆弾でも使用したっぽい、大爆発によって扉が吹っ飛ばされた。


    　わたしの部屋は広いので、わたしのいる寝床までは爆風が届かなかったけど。


    　何事なの!?


    　朦もう々もうとたちこめる煙の奥から、戦場帰りの雰囲気を漂わせて──。


    　可愛らしい、幼いかがみを先頭として、お兄ちゃん、つるぎ、たまが姿を見せた。


    　全員、小学生だ。


    　髪の毛をいじりながら、かがみが偉そうにつぶやいた。


    「やれやれ、やっと辿たどりつけたのですよ。大量の『ささみポイント』をゲットできたのはいいものの、小学生の鎖さ々さ美みさんが泣きじゃくるばかりで動かなくなったので、どうしたものかと思いましたが──」


    　わたしは途中から『ゲーム』のほうは見てなかったので、よくわからないけど。


    「なめてもらっては困りますね、鎖々美さん。あの鎖々美さんのデレの部分はあなたのいちぶ──かんぜんに切り離されたわけではなく、あなたとの繋つながりがあった」


    　あと、こっちのバグってないつるぎが、何か信号のようなものを送ったのかもね。


    　わたしがここにいる、って。


    「あとは、その繋がりを辿たどって──ここまできた、という話です。この身体からだはいろいろやりにくいので、苦労しましたけどね」


    　語りながら、小学生のかがみはベッドに寝ころんだ自分の身体まで歩み寄り、強く念じて本来の肉体を取り戻した。


    　ちからの脱ぬけた小学生のかがみは、その場に崩れ落ちる。


    「ふむ」


    　たしかめるように手のひらを結んで開いて、ふにゃあ、とかがみは欠伸あくびをする。


    「やはり、この身体がいちばんしっくりきますね──眠くなるのが、厄やつ介かいですけど」


    「かがみは、もともと霊的ロボット──あの『人間の悪い組織』につくられた人形を身体にしてるからな、自分の身体の違和感にも早く気づいたし、制御もできたんだろうな」


    　つるぎが何やらいかがわしい顔つきで、小学生かがみの身体を抱っこ。


    「いしししっ、いやぁ、かがみって初めて会ったときから同じ見た目だから、小学生なのが新鮮だな──なんだか興奮してきちゃった♪」


    「なんで興奮するのですか。キモいをとおりこして怖こわいのですよ」


    　そこで初めて、つるぎがふたりいることに気づいたか、かがみが「ぎょっ」とした。


    「あ、あれ？　姉ねえさん……？　姉さん、ですよね」


    「おう」


    　つるぎは面倒くさそうに、頬ほおをぽりぽりと掻かいた。


    「あー……まぁ、いろいろ、ややこしいことになってんだよ。説明はあとで、まとめてしてやる。だからいまは、再会のチュウだけにしとけ？」


    「あぁ、たしかにこれは姉さんですね。馬鹿は死んでも治らないのですね」


    　くちびるを突きだしてカモンカモンしてる姉を無視し、かがみが溜ため息いきをついた。


    「ほら、先生も、たまも──自分の身体に戻りなさいね」


    「えー……」


    　たまは不満そうに、地団駄をふむ。


    「たま、ちっちゃいのがいい！　しょうがくせいだもの！　ちっちゃいのがふつうだもん！」


    　たまがわがままを口にするのは珍しいなぁ。


    　やっぱり、次世代の『最高神』としてつくられた美び貌ぼうは、小学生にとっては身に余るのか。


    　かなり、コンプレックスがあるみたい。


    「けれど、その身体からだは単なるお人形なのです。『次世代神』としての特質はありません」


    　かがみが冷淡に告げた。


    「そして『次世代神』でないあなたには、存在価値がありません。すくなくとも、わたしたちが保護する意味がない、つまり家族ではない、他人なのです。選びなさい、たま──ちっちゃい身体のごく平凡な小学生か、わたしたちの家族か」


    「う、うう……？　たま、かぞくじゃなくなるの……？」


    　たまは泣きそうになって、渋々と、自分の身体に歩み寄る。


    　そして、いつものデカいたまに戻ると──かがみにぎゅうっと抱きついた。


    「やだよ、かがみ姉ねえっ。たま、つるぎ姉とかがみ姉のいもうとだよっ」


    「……良い子ですね、たま。わたしは、おおきくても──他の子供たちとちがっていても、たまのことが大好きですよ」


    　かがみが珍しく優しく、たまの背中をさすってやっている。
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    「さてと」


    　たまを抱きつかせたまま、かがみがわたしを睨にらみつける。


    　ちなみに、わたしは彼女らが部屋に突入してきたときから、布ふ団とんをかぶって──壁際にうずくまっていた。


    　わたしの姿を、見せるわけにはいかない。


    「事情を説明してもらいましょうかね、鎖さ々さ美みさん。いったいこの茶番には、何の意味があったのか……。わたしたちを心配させて、せっかくお見舞いにきたのに追い払おうとしたりして、理由によってはゆるしませんよ」


    　怖こわい顔をするかがみに、観念して──わたしは視線を向ける。


    　だけど、どう説明したらいいか、わからない。


    「まぁ、そう責めるなよ、かがみ。鎖々美にも事情があんだよ」


    　つるぎが抜け殻がらになった小学生の身体（かがみ、たま）をコレクションして、満足そうに眺めながら、てきとうに語った。


    「百聞は一見に如しかず──おら、布団かぶってないで、見せてやれよ」


    　面倒くさそうに、彼女はわたしのもとへと歩み寄って、布団をひっぺがした。


    　わたしの姿が晒さらされる。


    「…………」「…………」「…………」「…………」


    　全員が同時に、絶句した。


    　わたしは逃げも隠れもできずに、その場にぺたんと座りこんだまま──。


    



    　客観的に表現しよう。


    　たとえば、神のように、物語を俯ふ瞰かんする読者のように、わたしを外から見たなら。


    　そこに、ひとつの──肉があると思ってほしい。


    　ぶよぶよした、肉のかたまりである。


    　否いな、よぉく目を凝らせば、それが人間であることに気づくだろう。


    　手があり、足があり、肉に押し潰つぶされているが目があり口があり鼻もあるのだ。


    　膨ぼう張ちようした肉によって寝間着はいまにも張り裂さけそうで、自分の身体からだの重みで、わたしは身体を動かすだけで一苦労だ。


    　恐る恐る体重計で計測したところによると、おおよそ──二百五十キロぐらい。


    　わたしは、もうれつにデブっていた。


    　肥こえ、太っていたのだ。


    



    　みんなの視線が、わたしに集中する。


    「あの、ね……」


    　わたしは頭がくらくらして、視界が涙でゆがんで、もう我慢できずに吐きだした。


    「朝起きたら、こんなふうになってて──誰にも、相談できなくて。『改変』して元どおりにしようとしても、無理だし。こんな太ってたら、みんなに嫌われちゃうし、お兄ちゃんもわたしを見放すと思って。こんな──こんなの……」


    　泣きじゃくった。


    「どうしたらいいか、わかんなかったんだよーっ！　だから、考えをまとめたくて、何かの間違いだって信じたくて──だけど、あんたたち、何も知らずに会いにくるんだもん！　空気読んでよ、ばかぁあ！　帰って！　もう帰ってよ！　どうしようもないでしょ、こんなの！　見せられても困るだけでしょ!?　だから……！」


    「えっと」


    　かがみが、素朴な口調で問いかけてきた。


    「鎖さ々さ美みさん、えっと、本人ですよね？　肉のかたまりにしか見えませんけど……」


    　その言葉に傷ついて、わたしはまた布ふ団とんをかぶって引きこもる。


    　かがみが困ったみたいに、けれど安心させるように告げてきた。


    「あの、落ちついてください、鎖々美さん。一日でそんなんなりませんから。何かの間違い──じゃなくても、何らかの『怪異』や、変な病気の可能性もありますし……」


    　一生懸命に、かがみが布団越しにわたしを揺すっている。


    「なるほど。身体からだがこんなふうになったから、鎖さ々さ美みさんは意地でも姿を見せようとしなかったのですね……。気持ちはわかりますけど。見損なわないでくださいよ、鎖々美さん。お、お友達でしょう、相談してくれたらよかったのですよ」


    「かがみ……」


    　ぐすん、と洟はなをすすって、かがみの差しだしてくれた手のひらにすがる。


    　かがみなら、そう言ってくれると思ったけど──怖こわかった。


    　こんなの、初めてだから。


    　どういう態度をとられるかわからなくて、無意識レベルから他人を拒絶して──天あまの岩いわ戸とをつくった、わたしは愚かものだった。


    「まぁ、安心しろ。それについては、あたしが説明してやる」


    　わたしを指さして、つるぎが億おつ劫くうそうにつぶやいた。


    「ちょいと、ややこしいことになってんだけどな──ぜんぶ、あの『月つく読よみの巫み女こ』が悪い。鎖々美の母親がな。って言っても、わかんねーだろうし。やり残したことがあるから……すこし、付きあってもらうぜ」


    　つるぎが微ほほ笑えんで、わたしのおでこに指をつきつける。


    　剣先のように。


    　途端に、眠気が溢あふれてきて──。


    「ま、ぜんぶ説明してやるから。そのあとで、どうするか決めるんだな」


    　つるぎの声だけが、日だまりのようにぽかぽかと──。


    「ひとりで抱かかえこむんじゃねーよ、おまえは何も悪くないんだから」


    　わたしのなかに染みこんで、すべては輝きに包まれた。


    　そして、今回の騒動の──もうひとつの物語が始まる。

  



  
     第六話／ミッちゃん（仮）の業務日誌①


    



    『月つく読よみ神社』業務日誌　　記録者／ミッちゃん（仮）


    



    ○月×日　曇りのち雨


    



    　今日も朝から憂ゆう鬱うつなお天気。


    　お昼から、先日の事件で大おお怪け我がを負った『月読神社』の同僚たちをお見舞いに行きました。


    　身体的な負傷は『改変』や術式で治療できましたが、強大な『怪異』に巻きこまれたせいでボロボロになった霊体のほうが深刻なようで、まだまだ退院は無理そうです。


    　無事だったのはちょっと特殊なわたしと、仮にも子供のころは天才とか神童とか呼ばれていたらしい強大な霊能力者、ご当主さま──月読留る座ざさまだけです。


    　そのご当主さまは朝からアパートの炬こ燵たつに潜もぐりこんで動く気配がなく、わたしがみんなのお見舞いに行く前も帰ってからもずっとそのままでした。


    　ときどきＴＶのチャンネルを変えたり、ポテトチップをかじったり、「あぁ～働きたくないのじゃ」とか言ってました。


    　やることもないので、そんなご当主さまの独り言を記録してみました。


    　統計によると一日でご当主さまが口にする言葉はおもに『働きたくない』『がんばりたくない』『死にたい』の三種類で、それぞれ『働きたくない』が百三十二回、『がんばりたくない』が千三十二回、『死にたい』が測定不能でした。


    



    ○月△日　豪雨


    



    　雨がつづいて、お洗濯ができません。


    　独り言をわたしが記録していることに気づいたらしく、ご当主さまの発言にバリエーションが発生するようになりました。


    「がんばったら負けだと思ってる」とか「がんばらなくていいじゃない、人間だもの」とか言いはじめました。


    　それだけだったらクズの戯ざれ言だと思って無視すればいいのですが、何か言うごとにわたしのほうを見て「うまいこと言ってやった！」みたいな顔をするのでイラッときて、手がでてしまいました。


    　頭が真っ白になって、気がついたら数時間が経過していて、はっと我われを取り戻すと目の前でご当主さまが全裸で土下座していました。


    　ご当主さまのわたしへの呼称が「ミッちゃん（仮）」から「ミッさま（仮）」に変化しました。


    　わたしの本名を知ってるはずなのに、なんで（仮）で呼ぶのでしょうか。


    　ということを指摘すると、「申し訳ありません、ご主人様」とか言いはじめました。


    　雇い主であり育ての親である中年のオッサンにご主人様と呼ばれてわたしはどういう反応をすればいいのでしょうか。


    　その日の夜、狭いアパートで布ふ団とんを並べて寝ていると、ご当主さまが寝言で「グスッ……ヒグッ……寂しいよう呪じゆ々じゆちゃん……膝ひざ枕まくらして頭撫なで撫でしてよう──」とか言いはじめました。


    　ふだんの「わしは～じゃ」口調は、キャラつくっていたのだと判明。


    　だめだこのひと、早くなんとかしないと……あれですね、『月つく読よみ神社』では生活上の細々とした雑用はわたしみたいな巫み女こがやって、お仕事のほうも呪々さまが自分で何でもやってしまうひとでしたから、ご当主さまには怠なまけ癖ぐせができてしまったのかも。


    　娘の鎖さ々さ美みさまは、あんなに真ま面じ目めでがんばり屋さんだったのに──。


    　よかったですね、鎖々美さま。


    　お母さまのほうに似て。


    



    ○月◇日　晴天なれど波高し


    



    　今日はわたしの誕生日でした。


    　ご当主さまが誕生日プレゼントのつもりか、首輪をくれました。


    　そこにはご当主さまの名前が刻まれていました。


    　ご当主さまは全裸で、犬の真ま似ねをしていて、わたしのなかに名状しがたい感情が湧わいてきて、また頭が真っ白になって、気がつくとご当主さまが


    



    　呪々さま、鎖々美さま、どっちでもいいから早く帰ってきてください。


    　ミッちゃん（仮）はもう限界です。
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     第二部　ヒツギノミコ


    


     第七話／世のため人のため


    



    　わたしは両目を見開いた。


    　視界いっぱいに　腐　肉　が充満していた。


    「っきゃぁぁああああああああああ!?」


    　わけがわからない。


    　見渡すかぎり、わたしの周りには、おぞましいゾンビの群れがうごめいていた。


    　ゾンビである。


    　あきらかに生きた人間ではない、茶色あるいは黒い人間形の腐肉が、名状しがたい呻うめき声をあげて、わたしににじり寄ってくる。


    　鼻が曲がりそうな、腐臭。


    　わりと小こ綺ぎ麗れいな環境で育ったわたしは、こないだ黄よ泉みがえったお母さんが見せた腐敗した身体からだのトラウマもあって、こういうグロいものが極端に苦手になっていた。


    　全身に怖おじ気けが走り、後ずさった。


    「きゃああ！　きゃあああ!?　なんでこんな急にゲーセンとかによくあるゾンビを撃ち殺すゲームみたいな状況に!?」


    　わたしは見慣れない、どこかのビジネス街にいた。


    　地面に刺さった巨大な杭くいじみた、いくつもの高層ビル。


    　自然が極端に少なく、空気が濁っている。


    　街路樹の多くはへし折れ、膨ぼう大だいな数の車は引っくりかえるか、炎上している。


    　この世の終わりみたいな光景だった。


    　あるいは、大震災の直後というか──。


    　わたしのそばには、傷ついた巫み女こさんたちがたくさん倒れ伏していた。


    『月つく読よみ神社』の、霊能力者たちだ。


    　争い、敗れて、力尽きたのだろう。


    　死んではいないようだが、ひとりも動けそうにない。


    「…………？」


    　わたしの意識は鮮明で、けれど、違和感が身体からだ中じゆうに満ちていた。


    　まるで、他人の身体みたいだ。


    



    「どうした、月読呪じゆ々じゆ」


    



    　誰かが、わたしに──呼びかけてきた。


    　お母さんの、名前で。


    「今さら、この程度の『怪異』で及び腰になる貴様でもあるまい。構えよ、武器を手にとり戦うがよい。一方的ではつまらぬぞ？」


    　ゾンビたちの群れの向こう──街灯の天てつ辺ぺんに、誰かが立っている。


    　雲に覆おおわれた不気味な空のした、顔は陰になっていて、よく見えない。


    　異教の祭さい祀し衣装と、髑どく髏ろがじゃらじゃらとぶらさがった悪趣味な杖つえ。


    　骸がい骨こつじみた痩やせた身体からだに、目元が落ちくぼんだ顔。


    　欠けた歯。


    　薄い頭髪。


    　頭に古代の遺跡から盗掘したような王冠をのせた、高齢の男だった。


    　その人物から放たれる禍まが々まがしい気配は、周りにうごめくゾンビたちの漂わせる腐臭を、何百倍も濃厚にしたかのようである。


    「歴代最強と謳うたわれ、我われらの組織の尖せん兵ぺいをことごとく屠ほふってきた貴様の実力、見せてみるがよい。月つく読よみ呪じゆ々じゆよ、忌いまわしき『月読神社』の巫み女こよ……！　『最高神』から託されしその身に保存した貴とうとき権能を、我ら『アラハバキ』によこすのだ……!!」


    『アラハバキ』？


    　何だそれ？


    　どっかで聞いたことはあるのだけど……？


    　それよりも──やっぱり、骸骨男はわたしを『月読呪々』と呼んだ。


    「…………」


    　わたしは自分の姿を、あらためて眺めてみた。


    　返り血と、飛び散った腐肉ですこしだけ汚れた、巫女装しよう束ぞく。


    　視界をよぎる長い髪は、わたしにはないもの。


    　体格も、わたしよりおおきい──大人のものだ。


    　推測が正しければ、わたしは、お母さんの身体のなかにいる。


    　どうして？


    　ていうか──ここは、どこ？


    　どういう状況？


    　混乱しているわたしを見て、骸骨男はむしろ好都合というように、呵か々か大たい笑しようした。


    「何やら様子がおかしいが、容赦はせぬぞ！　我わが輩はいは悪徳オカルト結社『アラハバキ』の刺客！　宿った神霊は『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』!!　貴様に倒されてきた仲間の怨うらみ、今こそ晴らさでおくべきか！」


    　サムディー男だん爵しやくというのは、民間信仰ブードゥー教で崇拝されている『神々』だ。


    　まぁ、どっちかというと『聖人』だろうけど、似たようなものだ。


    　生と死の境目にて死者の出入を管理しているこの『神々』は、お祭りのときのみ地上に降こう臨りんし、死者を蘇よみがえらせて乱らん痴ち気き騒さわぎを繰りひろげる。


    　なんでそんな遠い異国の『神々』が、こんなところに？


    「『月つく読よみの巫み女こ』を倒したとあれば、我わが輩はいの立場もぐんと向上する！　『おじょうさま』に代わり、我が輩が『まつろわぬものアラハバキ』を宿すことすら可能やもしれぬのだ……！」


    　何やら感激にうち震ふるえて、サムディー男爵と名乗った男は怒ど鳴なった。


    「やれ、ゾンビども！　その女をばらばらに引き裂さき、魚の餌えさにしてしまえ!!」


    「ひっ……」


    　ゲームなんかでは、かんたんに倒されるゾンビだけど。


    　戦闘の技術なんてないわたしには、ただ逃げることすら難しい。


    　武装はしていないらしく、生身で掴つかみかかってくるゾンビたちに、怯ひるんでいると。


    （──引っこんでおれ、ささみ）


    　不意に、脳裏に言葉が弾けて、わたしの意識は身体からだの奥底へと押しこめられた。


    （ここは子供の遊び場ではない）


    　その代わりに、表面にでてきたのは──。


    「わしを、『最高神のちから』を受け継いだだけの、お飾りの人形と思うなよ……！」


    　お母さんだった。


    　この威圧感。


    　堂々とした態度。


    　素早く手にしていた金色の錫しやく杖じようを抜刀し、十と拳つかの剣つるぎを振り抜くお母さん。


    　神格化された刃やいばが周りのゾンビたちを野菜のように切り刻み、衝撃のままに吹き飛ばした。


    「ぬっ……!?」


    　サムディー男爵は慌てて杖を振りあげ、生ける屍しかばねの軍団に呼びかけた。


    「また雰囲気が元に戻ったぞ──ゾンビども、そいつを我が輩に近づけるな！　『月読の巫女』といえど身体は人間だ！　そう長くは戦えぬ！　押し囲んで潰つぶしてやれ！」


    「ちっ、面倒な……」


    　お母さんは独りごちながら、危あやうげなくゾンビたちを輪切りにする。


    「生ける屍しかばねは死者である。死者が属するのは『根の国』。『根の国』は『最高神アマテラス』の管轄ではない。ゾンビどもをまとめて『改変』して無力化するのは、すこし難しいか──」


    　そして真っ直すぐに、サムディー男爵と相対するのだ。


    「何が目的だ？」


    　端的に、お母さんは問いかける。


    「おまえら『アラハバキ』はたいがい愉快犯的だが、今回ばかりは意味がわからぬ。死したるものどもを動かして、暴れさせて、それで何になる？　何の意味がある？　死者そのものを黄よ泉みがえらせたのではなく、屍し体たいに低級な『神々』を宿らせて動かしているだけのようだが──こんな雑ざ魚こどもでは、戦力にすらならぬであろう」


    「ぐふふ、わからぬかな……我わが輩はいの崇高な野望が」


    　サムディー男だん爵しやくは祭さい祀し衣装を翻ひるがえし、声高らかに主張した。


    「このゾンビどもは貴様が指摘したとおりに、屍体に『神々』を宿らせただけの、出来の悪い操あやつり人形よ！　けれど、このゾンビどもは我が輩に忠実に動き、決して逆らわない！」


    　ろくでもないことを。


    「我が輩の目的は、この国の支配！　まずこの国の政治家をすべて殺し、『神々』を宿らせてゾンビにする！　そうして生まれたゾンビ政治家を操り、我が輩がこの国の王者となるのだ！　逆らう他の政治家も殺してゾンビにする！　我が輩を指示しない有権者たちも殺してゾンビにする！　民主主義とは多数決！　ならば政治家も国民もすべて我が輩の言うことを絶対に聞くゾンビにしてしまえば、何もかもが我が輩の思うがままよ！　ゾンビ内閣支持率１００％!!　ぐはははは!!」


    　アホか。


    「ぬう、そんな恐ろしいことはゆるさんぞ……!!」


    　わぁ、お母さんったら意外と真ま面じ目めにリアクションしてる。可愛かわいい。


    「なるほど、よく考えたものである──その方法ならば、たしかにこの国をある意味では支配することが可能であろう。けれど、世のため人のため、『月つく読よみ神社』がその野望を阻止する！　『神々』も人々も、おまえらの望みを叶かなえるための道具などではない!!」


    　宣言し、お母さんが見覚えのある呪じゆ印いんを組みあげる。


    　正義の味方みたいな、かっこいいポーズ。


    　道反之チカエシノ呪じゆ法ほう。


    「道反之チカエシノ大オオ神カミとは、『根の国』から黄泉がえろうとした創造神の妻イザナミを封じこめるために、あの世とこの世の境目に置かれた巨大な岩のこと！　死者には効こう果か覿てき面めんである！　あえてブードゥーおまえらの流儀にあわせて言うならば……土は土に、灰は灰に──還るがよい!!」


    　言葉と同時に、真上から押し潰つぶされたみたいに、ゾンビたちが地面に突っ伏した。


    　そのまま動けない敵たちを踏みこえ、お母さんはサムディー男爵へ向かって突進する。


    「異国の『神々』よ、悔い改め──この国から去るがよい！」


    　瞬間移動し、敵へと刹せつ那なに肉薄。


    　抜刀したままの十と拳つかの剣つるぎを、豪快に振りおろす。


    　刃やいばはサムディー男爵の肩口から食いこみ、呆あつ気けなくその身体からだを両断し、爆散させた。


    　瞬殺──である。


    『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』は決して弱くなかった。


    　実際、他の巫み女こたちは倒されているのである。


    　だが、お母さんの敵ではなかった。


    　お母さんは強い。誰よりも強い。


    　否いな、強くなくてはいけなかったのだ。


    　無理をしても、血を吐いても、がんばらなくてはいけなかったのだ。


    　世のため、人のために。


    「手間をかけさせよって……む？」


    　肩で息をしながら、お母さんはふと空を見あげた。


    　曇り空を切り裂さくように、何かが高速で飛行している。


    「呪じゆ々じゆさまぁあああ!!」


    　お母さんが目を凝こらすと、空を飛ぶ謎なぞの物体の正体がわかった。


    　乗用車ほどのおおきさの、それは巨大な人間の顔面である。


    　飛び首とか、ろくろっ首とか呼ばれる妖よう怪かいだ（ろくろっ首は『首が長く伸びる』妖怪だと思われているけど、首がちぎれて空を飛ぶタイプも多い）。


    『月つく読よみ神社』は下等な妖怪を使役し、便利に使っている。


    　航空機の速度で飛ひ翔しようしている飛び首の頭上には、ひとりの巫女さんが乗っていた。


    「あれは──ミッちゃんか？」


    　怪け訝げんそうな顔をした、お母さんの視線の先で──。


    　飛び首は何やらむずつくような顔をしたかと思うと「はっ、はっ……はっくしょん！」と豪快にくしゃみをした。


    　その勢いで、ミッちゃんというらしい巫女さんは空中に放りだされて──。


    「うっ……きゃああああああ!?」


    「ミッちゃんーっ!?」


    　真っ逆さまに落下した。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「はひーっ、びっくりした。死ぬかと思いました」


    「ふつう死ぬぞ。気をつけるがよい」


    　高空を飛翔している。


    　老ろう爺やの生首にしか見えない『妖怪』の頭上──つるりと禿はげあがった頭頂部に、姿勢正しくお母さんが座っていて、その後ろに情けない顔をしたミッちゃんが腰かけている。


    　先ほど上空から落下して危あやうくぺっちゃんこになりかけたミッちゃんだが、お母さんが優しく抱きとめて（お母さんは腕力がないので、ふつうに受けとめることはできないから、たぶん何らかの『改変』を行ったのだと思われる）ことなきを得た。


    　不安定そうな『妖よう怪かい』の頭上で微び動どうだにせず、お母さんは溜ため息いきをついた。


    「おまえは無能なのだから、『妖怪』の使役などはするでない。零れい落らくしたとはいえ『神々』だ──人間よりも強大で、高位の存在なのだからな。扱うときは細心の注意を払わねばならぬ。自動車や、携帯電話のように、誰にでも利用できるものではないのである」


    「だけど、いまだによく理解できないんですけど──『妖怪』っていうのは、たまに聞く『神霊』というのとはちがうんですよね？　えっと、うまく分類できないんですけど──」


    「おまえは何も知らぬのだな……まぁ、それも仕方ないか。おまえは、すこし特殊だからな」


    　移動中の暇ひま潰つぶしにか、わりと律りち儀ぎにお母さんは説明をする。


    「この世界のあらゆるものに宿った自我、あるいは自意識、あるいはそのように観測される何かが『神々』である。八や百お万よろずというように、どんなものにも『神々』は宿っておる」


    「はい、そこまではわかります」


    　風圧に黒髪をなびかせて、ミッちゃんは頷うなずいた。


    　彼女はお母さんほど余裕がなく、必死で『妖怪』にしがみついている。


    「わたしたち人間の身体からだにも、『神々』が宿っていて、そんな『人間の身体の神』を利用してさまざまな奇跡を起こすのが、いわゆる霊能力なんですよね」


    「うむ。人間はちょっと特殊なのだが、おおむねその理解でよろしい」


    　ほとんど見た目の年齢は変わらないふたりなのだが、どこか教師と生徒のようだ。


    　あるいは、姉妹のようですらある。


    「ともあれ、ふだんは世界の構成要素でしかない『神々』だが──この世界に直接的に働きかけるために、動物や人間、あるいは武器や自然現象として実体化することがある。そんな実体化した『神々』のうち、弱いものを捕獲し、霊能力でもって使役しているものを『妖怪』、あるいは使い魔、あるいは式しき神がみなどという」


    「用語を統一してもらわないと、覚えきれないんですけど……」


    「仕方なかろう。全国各地で、そして世界中で、好き放題な名前で呼ばれておるのだ」


    　溜息をつき、お母さんは説明をつづける。


    「ひと昔前までは、『神々』が実体化したものは、すべて『妖怪』と呼ばれておった。いまの時代は我われら『月つく読よみ神社』が『人間に都合のいい世界』を維持し、かなり厳しく管理しておるので、そういう勝手なものどもはほとんど皆無になったがな」


    　あぁ、この時代はそうなのか。


    　お母さんが亡くなってから、『人間に都合のいい世界』じゃなくなったから、最近は勝手に実体化した『妖怪』をときどきに見かけるようになった。


    　こないだ、桜こノの花はな咲さく夜や学園でかがみが退治していた低級な『神々』などは、そういう──いわば野生の『妖よう怪かい』というべき存在なのだ。


    「そして『神霊』というのは、実体化していない『神々』のことである」


    　お母さんが端的に述べた。


    「人間でたとえるならば、『神霊』は魂、あるいは心や精神である。『神霊』の状態でも己の支配する領域のものは『改変』できるが、実体化し『妖怪』にならないと不可能な物事も多いので、むかしの『神々』はよく実体化していたようだな」


    　渋い表情で、お母さんは唸うなる。


    「どうも、『アラハバキ』どもはそんな『神霊』を支配し、ロボットというか人形というか──そういう依よりしろに一時的に宿らせて、使役する技術をもっているらしい」


    「それは、『妖怪』とはちがうんですか？」


    「似ているが、厳密にはちがう。依りしろは『アラハバキ』に調整され、その命令に絶対服従するようにプログラムされた機械である。我われらが使役する『妖怪』よりも兵器として運用しやすく、身体からだが破壊されても『神霊』さえ無事なら何度でも他の依りしろに取り憑つかせ、行動を再開させられる」


    「あぁ、『妖怪』は退治されちゃったら、そこでお終しまいですしね」


    　自分の魂ともいうべき『神霊』そのものを実体化するか、それとも『神霊』のまま用意された依りしろに取り憑くか。


    　後者の場合は、たとえ身体を破壊されても、乗り捨てできる。


    　その代わり、依りしろは『アラハバキ』のプログラムどおりにしか動けないから、不自由ではある──という感じか。


    「だからこそ、我らは低級の『神々』しか使役しない。『神格』の高い『神々』はこの世界のおおくの構成要素を担になっておる。万が一にでも滅んでしまえば、世界が削れ、抉えぐれてしまう。この世界が正しく機能せず、破は綻たんする一因になってしまう危険性があるのだ」


    　そっか、たとえば物理法則を支配する『神々』がいたとして。


    　その『神々』を滅ぼしてしまったら、物理法則がこの世界からなくなってしまう。


    　それでいきなり世界が破滅したりはしないだろうけど、だいぶ困ったことになるはずだ。


    「だが、『アラハバキ』は使い捨てにできる依りしろをもっている。後こう顧この憂うれいもなく、強大な『神々』を兵器として運用し、使い捨てることができるのだ。負けても、『神霊』そのものが滅びなければ、この世界への影響はない」


    　わたしは推測する。


    『月つく読よみの巫み女こ』が受け継いできた『最高神のちから』は、たぶん『神霊』だ。


    『最高神のちから』をもつ『神霊』を、つるぎはニニギノミコトに託した。


    　そのあと、余った残りかすを、残ざん骸がいを──実体化させ、『妖怪』としたのが、いまの『邪や神がみつるぎ』なのだろう。


    　いずれ『最高神のちから』を返却してもらうつもりだったつるぎは、自分の心を、本体を『邪や神がみつるぎ』のほうに残していて、いつでも『返せ』と言えばニニギノミコトに預けた『神霊』を取り戻せるようにしていた──ということか。


    　わたしがそんなことを考えてるうちに、お母さんがちいさく囁ささやいた。


    「ぬ。そろそろ到着するぞ。また落下などせぬように、わしに掴つかまっておくがよい」


    「はぁい」


    　ミッちゃんは微ほほ笑えむと、大胆なことに、お母さんに後ろから抱きついた。


    「これで安心です♪」


    　むう、ずるいな──ミッちゃんとやら。


    　わたしだって、お母さんに抱きついたこと、あんまりないのに。
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    『月つく読よみ神社』。


    　この世界を『人間に都合のいい世界』にするため、あらゆる『怪異』や野生の『妖よう怪かい』を駆逐し、人間の暮らしやすい国にするための組織。


    　きれいに整えられた玉たま垣がきを横目に見ながら鳥居をくぐる。


    　参道を駆け、拝殿や本殿には見向きもせずに真っ直すぐ奥の建物へ。


    「こちらです、呪じゆ々じゆさま！」


    　走りにくそうな巫み女こ服ふくなのに、意外と機敏なミッちゃんが、お母さんを先導する。


    　世間から隠され霊的に防衛された『月読神社』には参拝するひとも、もちろん観光客もこないので、いつも静まりかえっている。


    　小鳥の声すらない死んだような沈黙のなか、ミッちゃんが不安そうにつぶやいた。


    「誰に聞かれてるかわからなかったので、さっきまでは言えませんでしたが──驚かないでくださいね、呪々さま。……鎖さ々さ美みさまが倒れました」


    「ささみが？」


    　わたしが？


    「その程度ならば、べつに珍しいことでもあるまい。あれは身体からだの弱い子だ。みんなが過保護すぎて、免疫がついておらんのだ。近ごろは町などによくおりているようだし、この神域にはない変な病気でももらってきたのではないか？　自じ業ごう自じ得とくだし、ある程度ならば放っておいたほうがあの娘のためである」


    　お母さんは厳しいひとだった。


    「そ、それはそうなんですけど」


    　ミッちゃんは動揺しつつも、心配そうに眉まゆ尻じりをさげる。


    「でも、鎖さ々さ美みさまは次代の『月つく読よみの巫み女こ』になられるたいせつなお子様ですから。それに、かかりつけの医師や巫女が手を尽くしても、体調が良くならなくて……。悪意ある『神々』や、他の組織からの呪のろいみたいなものかもしれません」


    「病やまいにしても呪いにしても、そんなものでたやすく体調を崩すささみの、修行が足りぬのである。とはいえ、ささみに死なれては困る。どこにおる？」


    「こちらです、呪じゆ々じゆさま！」


    『月読神社』における生活空間──お屋敷の廊下を、ミッちゃんが先導していく。


    　やがて辿たどりついたのは、ちいさな和室だった。


    　なつかしい、わたしの部屋だ。


    　物欲は邪よこしまである、とするお母さんの教育方針にのっとって、私物があまりない。


    　簡素な畳敷きで、窓がなく、閉へい塞そく感かんがある。


    「控えておれ、ミッちゃん」


    　中央の布ふ団とんに寝かされた、幼いわたしを見据え、お母さんが手を振った。


    「ただの病気ではなく、呪いの類たぐいなら、霊能力のほとんどないおまえは危険かもしれぬ」


    「はい、呪々さまも気をつけて……」


    　歯がゆそうに廊下に待機したミッちゃんを残し、お母さんは部屋のなかへ。


    　高熱があるのか、手ぬぐいをおでこにのせられたわたしの横に、お母さんは跪ひざまずく。


    　しばし、壊れものを扱うように、指先を宙にさまよわせていたが。


    「お母……さん？」


    　意識は曖あい昧まいそうだが、薄く目を開いたわたしが、声をあげた。


    　お母さんはちいさく頷うなずいて、笑みもなくただ寄り添っている。


    　けれど無表情なお母さんの心のなかで、いくつもの感情が渦巻いているのを、わたしは知る。


    　お母さんは『最高神のちから』をもっているから、つとめて自分の気持ちを隠して、押し潰つぶして、非人間的に振る舞っている。


    　お母さんは強かった。


    　だから、わたしはお母さんが好きだった。


    　どうしようもなく感情を封じこめても、どこか優しさが伝わってしまう、不器用で──真っ直すぐなひとだから。


    「ごめん、なさい……」


    　熱い吐息を漏もらして、わたしは涙ぐむ。


    「お母さん、お仕事の途中だったのに、わたしのせいで──」


    「よい」


    　かろうじてお母さんが振りしぼったのは、そんな素っ気ない言葉だった。


    「わしは『月読の巫女』であるが、おまえの母親でもある」


    　それが、お母さんの哀しみだった。


    　任務なんか手放して、娘のそばに駆け寄って、抱きしめたくても。


    　それは、決してゆるされない。


    　世界より、娘を優先することはできない。


    　お母さんは生き真ま面じ目めで、強くて、だからこそ傷ついた。


    　すべての痛みを、自分が請けおって、すこしも苦しそうなそぶりも見せない。


    　だからひとから誤解されて、怨うらまれて、憎まれることもあるけど。


    　わたしは、お母さんが好きだった。


    　わたしだけは、お母さんのこと、好きでいたかった。


    「眠っておれ」


    　震ふるえる指先をのばして、お母さんが、そっとわたしの頭を撫なでた。


    「おまえは何も心配せずに、すべて母に任せていればよい」


    　それだけ、笑みも浮かべずに告げると、お母さんは口元に手を添えた。


    　そして後ろを向いて、かるく咳せきこむ。


    　その手のひらに飛び散った真紅！


    　けれど朦もう朧ろうとしているわたしは、気づかない。


    　お母さんも姿勢を崩さずに、凜りんとして、何事もなかったかのように振る舞う。


    「ささみ。はやく、おおきくなれ。それだけが、おまえにできる、唯一のことである。おまえが大人になるころには、今よりほんのちょっと、良い時代になっている」


    「うん。お母さんが、がんばってるの、わかってる」


    　わたしは、そう言ったわりに、何もわかってなかったけど。


    　せめて、お母さんの負担になりたくなかった。


    「わたしなら、へいき。迷惑かけて、ごめんなさい。弱くて……」


    「謝るな。おまえは悪くない。弱いことは罪ではない。弱いおまえが、傷つく世界を、変えられぬ母が愚おろかである。母も、謝らない。けれど、がんばるから──」


    　最後にちいさく、わたしのおでこに頬ほおを添えて。


    　お母さんはそれっきりで未練を振り払うと、鮮やかに立ちあがった。


    　世のため人のために、がんばらなくてはいけない『月つく読よみの巫み女こ』は、いつまでも──娘ひとりにかかずらっていられない。


    　それが罪だというなら、お母さんは、いったいどうすればよかったのだろう。
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     第八話／母おや娘この化石


    



    　その日の夕方だった。


    　悪徳オカルト結社『アラハバキ』の尖せん兵ぺい、『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』関係の事後処理（書類作業や、負傷した巫み女こたちの治療、呪じゆ符ふの補充など）を終わらせたお母さんは、『月つく読よみ神社』の敷地内を歩いていた。


    　お母さんの役目は『最高神のちから』を用いて『人間に都合のいい世界』を構築すること。


    　そのため──目を閉じて、『神の視点』で世界を俯ふ瞰かんし、『改変』を繰りかえしている。


    　とはいえ、はたから見たら──やる気なく油を売っているだけのようにも見える。


    　だけど、『月読神社』のみんなは、誰もがわかっていた。


    　この神社で、否いな、この国で──お母さんがいちばん、がんばってる。


    　疲労しているはずなのに、おくびにもださず、きちんと背筋をのばして闊かつ歩ぽしている。


    　その足が、ふと停止した。


    「ちょこまかと動き回るな」


    　独り言のようなつぶやきだったが、その声に反応するように、お兄ちゃんが姿を見せた。


    　薄暗がりにぽつんと立っている、黒くろ衣この格好をしたちいさな男の子。


    　それは神域にはあるまじき、座ざ敷しき童わらしか、あるいは幽霊のようだった。


    「得体のしれぬやつである……」


    　お母さんはお兄ちゃんのそばまで歩み寄ると、覗のぞきこむような仕草をした。


    「おまえが無害なのはわかっておるが、万が一、この神社に──否、この国に不利益をもたらせば、わしが直じき々じきにひねり潰つぶしてやるぞ」


    　その言葉にも、お兄ちゃんは「きょとん」としている。


    　その純朴そうな、悪くいえば愚鈍な態度に、お母さんは溜ため息いきをついた。


    「不ふ憫びんとは思わぬ。哀れとも。ただ、いつかおまえに、救いがあればよいがな……」


    「僕は」


    　お兄ちゃんは、ぼんやりした口調で応えた。


    「僕の立場に、運命に、満足していますよ？」


    「そうか。ならば、もはや何も言うまい」


    　お母さんはお兄ちゃんから顔を逸そらすと、ゆっくり廊下を歩いていく。


    「では、僕はささみさんの看病に戻りますね」


    　ぺこりと頭をさげて、お兄ちゃんも去っていく。


    　ふと肩越しに振りかえり、お母さんはその後ろ姿を、薄目を開いて見据えた。


    「あれが現れたということは、ささみは選ばれた──ということか。あるいは、わしに、限界が近いのかもしれぬな……」


    　ぐうう。


    　と、真ま面じ目めに何か考えていたお母さんのおなかから、気が抜ける音がした。


    「おなかへった……」


    　無表情のまま、こころなしか項うな垂だれて。


    「否いな、『月つく読よみの巫み女こ』に我欲は無用。あらゆる欲望を堪こらえ、心身を潔白とし──」


    　ぐぎゅるるる。


    「むう……」


    　ふらふらと『月読神社』を歩き、建物の裏庭に面したお台所まで歩いて、お母さんは開け放たれた出入り口から「ひょこっ」と顔を覗のぞかせた。
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    　お台所では例のミッちゃんと呼ばれていた女のひとが、割かつ烹ぽう着ぎで料理をつくっていた。


    『月読神社』の全員分のお夕飯を用意しているのだろう。


    　ものすごい作業量だが、ミッちゃんは楽しそうで、鼻唄なども囀さえずっている。


    　お母さんはその様子をしばし眺めてから、静かに問いかけた。


    「ミッちゃん、飯はまだか」


    「おわっ、びっくりした!?」


    　危あやうくお鍋を落としかけたミッちゃんだが、慌てて振りかえると何度もお辞儀をする。


    「ななな、何か御用でしょうか、呪じゆ々じゆさまっ？」


    「よいよい、楽にせい。作業の邪魔をして悪かった」


    　お母さんは厨房をうろつき、鍋のふたを開けたり、並べられたお料理のつまみ食いをしたり、わりと行儀の悪い真ま似ねをしていた。


    「えっとー、では失礼して……」


    　料理に戻りながら、ミッちゃんは不思議そうに尋ねる。


    「けど、珍しいですね、呪々さま。こんなところにお姿を見せるなんて」


    　お母さんはお偉いさんなので、雑用やら家事やらはしないのだ。


    「もうすこしでお料理できますから、待っててくださいね」


    「うむ」


    　ミッちゃんの言葉に頷うなずくと、お母さんはお台所の隅っこにいそいそと移動して、ふつうに座りこんでしまった。


    　お母さんが犬なら、「待て」をされて尻しつ尾ぽをぱたぱた振っている状態である。


    　どんだけ腹ぺこなんだ。


    「あのー……じっと見られてると、やりにくいんですけど」


    「かといって、こと料理に関しては、わしに手伝えることはないのである。巫み女このほとんどが負傷したので治療が終わるまでは通常業務に手はだせぬし、事後処理も終わったし、ぶっちゃけ暇ひまである。まぁ、わしのことは置物か何かだと思うがよい」


    「自分の上司で、育ての親で、『最高神のちから』をもつこの国のいちばん偉いひとを、置物とは思えないですけど……」


    　ミッちゃんは戸惑ってから、ぱちり、と両手をあわせた。


    「そうだ、呪じゆ々じゆさま。鎖さ々さ美みさまのために、おかゆなどをつくってはいかがでしょう？」


    「ぬ？」


    　その発想はなかったのか、お母さんは小首を傾かしげた。


    「おかゆ……？」


    「呪々さまが風か邪ぜをひかれたときに、わたしがつくったあれです」


    「ぬ。あのぐちゃぐちゃしたやつか。あれは美味であった。たしかに、いまのささみは消化のよいもののほうが食べやすいだろうな──よし、ミッちゃん。つくるがよい」


    「じゃなくて、呪々さまが、鎖々美さまのために、つくるんですよ」


    「ぬ？　わしは料理などできぬぞ？」


    「つくりかたは教えますから。こういうものは──わたしなんかよりも、お母さんの手作りのほうが、鎖々美さまも嬉うれしいと思いますよ」


    「そういうものか……？」


    　困惑しながら立ちあがるお母さんに、ミッちゃんは微ほほ笑えんだ。


    「鎖々美さまは、お母さんっ子ですからね。きっと大喜びですよ。まぁ、わたしは親子関係とかについては、あんまり詳しくないんで──断言できないんですけど」


    「おまえは『神隠し』だからな」


    　巫女服のままガスコンロの前に立ち、お母さんはつぶやいた。


    「代々、『月つく読よみ神社』に仕える優秀な巫女の家系に生まれたおまえは、生まれつき霊能力が強すぎて──『悪神』に目をつけられ、攫さらわれてしまった。そして霊能力のすべてを吸いだされ、奪われてから、長い年月の果てにこの世界に帰ってきた」


    「はい。霊能力のほとんどなくなったわたしを、それでも雑用係として雇ってくださっている呪々さまには、ほんと感謝しております」


    　ミッちゃんは朗ほがらかに微笑むと、すこし遠い目をした。


    「わたしは、何もかもを『悪神』に奪われました。両親の記憶も、本名すらも──もちろん記録は残ってるんですけど、いまいち実感はない。巫女としても役立たずですしね……」


    　お母さんの内側で、この過去を夢として見ているわたしを見透かすように。


    「だから、同じような立場の鎖さ々さ美みさまの気持ち、よくわかるんです」


    　胸に手を当て、ミッちゃんは言葉を紡つむいだ。


    「もちろん、霊能力を奪われたわたしと、まだ育ってないだけの鎖々美さまでは、ちがいますけど。周りのみんなが自分より優秀で、不安で、がんばらなくちゃって──自分を追いつめてしまう気持ちはわかります」


    　遠い過去に優しい大人が口にした言葉が、いま、わたしを励ましてくれる。


    「理想に届かないのは、つらいです。がんばってがんばって、歯を食いしばって、だけど、どこにも辿たどりつけない。時間が、修練が、才能が、足りなくて。真ま面じ目めだからこそ、がんばり屋さんだからこそ、苦しい。そんなとき、支えてくれる家族がそばにいればいいんですけど、呪じゆ々じゆさまもご当主さまも、忙しいですからね」


    「ぬ。たしかに、ささみに構ってやれぬのは、申し訳ないとは思っておる」


    　お母さんは、生前──わたしには見せたことがない、儚はかない表情でぼやいた。


    「やることは多く、時間はあまりにも足りない。娘をいつか放りこまなくてはいけない地獄を、すこしでも浄化し、整理し、安あん泰たいなものにする。それが唯ゆい一いつの、わしからの、娘への贈りものである。たとえ怨うらまれても、あの子を寂しがらせても」


    　悲痛にゆがんだ表情で、お母さんは唸うなる。


    「否いな、そう言い訳して、わしは無邪気になついてくるあの子から、いつも逃げている。だけど、わしは巫み女こだ。『月つく読よみの巫女』だ。他の生きかたを知らない。ふつうの女に、母親に、今さらなれぬ。ミッちゃん、わしは、どうするのが正解なのだ……？」


    「呪々さま……」


    　ミッちゃんは眉まゆ尻じりをさげて、何とかお母さんを励まそうとしたようだが。


    「…………!?」


    　不意に、その表情が凍りつき──身構え、懐ふところから何枚もの呪じゆ符ふを取りだした。


    「嫌いやな気配が……呪々さま、さがって!!」


    　そんなミッちゃんの悲鳴の、直後だった。


    　お台所の、庭に面した壁に無数の亀き裂れつが走り、呆あつ気けなく砕け散る。


    　板きれと砂すな埃ぼこりがばらまかれ、巨大な岩が飛びこんでくる。


    　ちがう、それは岩でかたちづくられた、おおきな腕だった。


    　不気味なほど精巧なその岩の腕は、握り拳こぶしでミッちゃんを殴なぐりつけ、呆気なく吹っ飛ばした。


    　声もなく床を転がったミッちゃんは、壁に激突し、おでこから血を流して動かなくなる。
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    「ミッちゃん!?」


    　慌てて自分の武器──金こん色じきの錫しやく杖じようを何もない空間から出現させて。


    　お母さんは亀き裂れつの走った壁の向こう、『月つく読よみ神社』の裏庭を見据えた。


    　そして息を呑のむ。


    　強大な結界に守護された『月読神社』にはありえない、禍まが々まがしい化け物が、そこにいた。


    　全長五メートルほどの、岩でできた巨人である。


    　ゴーレム。


    　そんな言葉が思い浮かぶ。


    　身体からだのあちこちから蒸気を噴ふきだして、その岩の巨人はお母さんを見下ろしている。


    　すぐに、お母さんは気づいた。


    「きさま……！」


    　その巨人の頭部にあたる部分に、幼いわたし──月読鎖さ々さ美みが埋まっている。


    　掘りだされる途中の化石みたいに、岩のなかに埋没して、微び動どうだにしない。


    　まるで岩の巨人に、食べられようとしているみたいだ。


    　意識はないようだ──わたしも、こんな出来事は記憶していない。


    　たぶん、わたしが深い眠りについている間に、巨人に攫さらわれて取りこまれたのだ。


    　お母さんの全身から、炎のような怒気が放たれた。


    「蛆うじ虫むし……！　わしの娘を放せ!!」


    　その怒号に応えたのは、艶なまめかしい女の嘲ちよう笑しようだった。


    



    「けけけ！　そういうわけにもいきませんわ！」


    



    　巨体を震ふるわせて、武骨なゴーレムが器用に肩をすくめた。


    「この娘は、あたくしの生命線──この娘を手放したら最後、あなたに切り刻まれるのは目に見えていますもの！　けけけ！　あたくしは弱い『神々』でしてね……このように人質をとってでもいないと、おっかなくて『月読の巫み女こ』なんかとはお喋しやべりすることもできませんわ！」


    「きさま、何者だ……!?」


    　その怒りで周囲の空間を歪ゆがめながらも、お母さんは吼ほえた。


    「どこから、強固な結界が敷かれたこの『月読神社』に入りこんだ……!?」


    「わざわざ入りこむ必要はありませんのよ？」


    　女の声は楽しそうに応えた。


    「この娘は、ふらふらと町を歩きまわる癖くせがあるようでね──さすがに『月読神社』に侵入するのは無理ですが、結界の外にある町ならば話はべつ。『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』が暴れ回って、あなたがたを誘おびきだした。その間にこの娘は町に遊びにでて、そこにあたくしが取り憑ついたと、こういう経緯ですわ」


    　勝ち誇るように、傲ごう慢まんな口調で。


    「あとは簡単、この娘の身体からだに潜ひそんだあたくしは『月つく読よみ神社』の結界にも、巫み女こにも感知されず、まんまと侵入することに成功した──本来の歴史でも、誰ひとりとして、あたくしの存在には気づきませんでしたわ」


    　本来の、歴史？


    　その言葉に、お母さんは怪け訝げんそうな顔をした。


    「何を、言っている……？」


    「おっと、あなたと喋ってるんじゃありませんわ」


    　歌うように、女の声はその名を呼んだ。


    「いるんでしょう、月読鎖々美？」


    　どくん、と身体が震ふるえた。


    　お母さんの強固な意志に押し潰つぶされて、引っこんでいたわたしの自我が──。


    　この夢を、過去を見ているわたしの意識が、表面に押しだされる。


    「何？　あなたは、何……？」


    　怖こわくなって、わたしが弱々しく問いかけると──。


    「そんな不安そうな顔をしないで？　あたくしは、あなたと取り引きをしにきたんですわ」


    　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で、ゴーレムは恭うやうやしく両手を広げる。


    「あなたに利益をもたらすために、何年も身を潜ひそめ、時期を待っていた──救世主なんですのよ？　まぁ、場合によっては、時限爆弾ともいえますけど？」


    　そして、名乗りをあげた。


    「あたくしは悪徳オカルト結社『アラハバキ』の刺客。宿った『神霊』は『天てん秤びんで遊ぶ玉藻前たまものまえ』。能力は霊能力者への寄生と、歴史の『改変』」


    　意味がわからないのに、奇妙に魅惑的な、その言葉を。


    「ねぇあなた──過去を変えたい、って思ったことありません？」

  



  
     第九話／三者面談


    



    　白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね。


    　中国、印度、日本において出没し、ときの政治家を誑たぶらかしてきた、傾国の美女。


    　ひとつの国家を面白半分に転覆させるごとに転生し、また新たな国に現れては同様の犯行を繰りかえしていた、強大なる化け物。


    　日本における名前は、玉藻前たまものまえ。


    　追いつめられ、陰おん陽みよう師じに正体を暴かれて霊力を削られた彼女は、自みずから殺せつ生しよう石せきという呪のろいと毒ガスをまきちらす岩に変へん化げし、活動を停止しながらも、いまも生き物を虐ぎやく殺さつしている。


    　けして信仰の対象になる、この国を運営するような『神々』ではないが──巧たくみに権力者にとりこみ、あるいは寄生して、悪行にふける邪悪な化け物である。
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    「けけけけけけ！」


    　甲かん高だかい、狐の鳴き声じみた笑いを響かせて、玉藻前と名乗った『神々』は暴れまわった。


    　その巨岩をでたらめに組みあわせたような身体からだは文字どおりの化け物で、まず邪魔な建物の壁や柱を砕きつつ、わたしに手を伸ばして──呆あつ気けなく握りしめ、捕獲してきた。


    　巨大なゴーレムに棒きれみたいに握りしめられ、宙吊りにされる。


    「ぐうっ……」


    　全身が押し潰つぶされそうで、激痛が走るが、それ以上に悔しかった。


    　この身体のほんとうの持ち主なら──お母さんなら、こんなに呆気なくやられないのに。


    「これでお喋しやべりしやすくなりましたわね」


    　玉藻前は耳みみ障ざわりな甲高い声で、わたしに話しかけてくる。


    「ちなみに、この巨大な岩の化け物は、あたくしが丹誠こめてつくりあげた殺生石ゴーレム！　凡百の『神々』では相手にもならない、強大な霊的ロボットですわ！　あたくしの本体たる『神霊』は長年の霊能力者どもとの闘争で疲ひ弊へいしていますが、それでもまだ捨てたものではないでしょう？　白面金毛九尾の狐は伊だ達てじゃありませんわ！」


    　殺生石ゴーレムというらしい化け物の全身から、紫色の蒸気が零こぼれている。


    「あなたがた『月読の巫女』の弱点は存じておりますわ──いかに強大な『最高神のちから』をもっていようとも、それを行使する『月つく読よみの巫み女こ』の自我が、精神が眠っていれば、あるいは曖あい昧まいになっていれば、ちからをまともに発揮できません」


    　そのとおりだ。


    　世界を『改変』しすぎないように、『月つく読よみの巫み女こ』には薬物の投与が行われる。


    　あの『肉にく腫しゆ』も、わたしが眠っていたり、気絶している間のサポートが役目だった。


    　この敵は──ほんとうに、『月読の巫女』の欠点を知ち悉しつしている。


    「あたくしとしても、一国の『最高神』に喧けん嘩かを売るほど愚かではなくてよ？　あなたの精神を混濁させ、ちからの行使を制限させていただきますわ！　為い政せい者しやを魅了し、心をとろけさせるのは、九きゆう尾びの狐きつねのお家芸！」


    　わたしがお母さんを裏切ったあの日、お母さんがわたしの腹部に投与した薬液──。


    　あれと同様のものが、殺せつ生しよう石せきゴーレムから噴ふきだす。


    　とたんに意識が薄れ、思考が削りとられていく。


    「あたくしは、ずっとこのときを待っていましたわ」


    　曖あい昧まいになっていくわたしの心に、玉藻前たまものまえの言葉が染みこんでくる。


    「サムディー男だん爵しやくを囮おとりにして、町で遊びまわるあなたに取り憑つき──ほんの十年ほどですが、あなたの体内に隠れておりました」


    　まさに、寄生虫だ。


    　そんなに昔から、わたしの身体からだに──こいつは巣食っていたのか。


    　周りの巫女たちや、お母さんや、それこそ『肉腫』などの監視や検査をすりぬけて。


    　虎こ視し眈たん々たんと、機会を狙ねらっていたのだ。


    「あなたが『過去を変えたい』と思う、そのときを待ちながら」


    　殺生石ゴーレムの岩が擦こすれる音が、不気味な笑い声に変わる。


    「仮死状態で潜伏していたあたくしは、あなたのそんな願望をきっかけにして目覚める。そして、あなたの強大な『最高神のちから』に寄生し、利用し、そのちからを過去の『改変』として無理やり発揮させる」


    　──能力は霊能力者への寄生と、歴史の『改変』。


    「それが、あたくしの能力ですわ。歴史の『改変』は途方もないちからを必要とします──疲ひ弊へいしたあたくしだけでは、不可能。あなたの『最高神のちから』を吸いあげ、利用しなくては、とても無理なのですわ」


    「歴史の、『改変』なんて──過去を、変えるなんて……」


    　わたしは呻うめいた。


    「禁きん忌きだよ。やっちゃいけない、ことなんだよ」


    「けけけ！」


    　玉藻前は面白い冗談を聞いたように、裏返った声で笑った。


    「だから最初から言っているでしょう、あたくしたちは悪徳オカルト結社！　泣く子も黙る犯罪者集団ですわよ？　禁きん忌きだからこそいいんじゃない、やっちゃいけないからやるのよ──それに、これはあなたが望んだことですわよ？」


    　そうだ。


    　わたしの願望をきっかけにして、玉藻前たまものまえは目覚めた──のだという。


    　ならば、その引き金は？


    「月つく読よみ鎖さ々さ美み、あなたは後悔してしまいましたわ。後悔とは、過去の失敗を悔やむ気持ち。ただの人間の後悔なら、何の意味もありません。世界にちっとも影響力がない。けれど物理法則を、人間の心を、この国の歴史をすら支配する『最高神』の後悔なら、時空間をねじまげ、過去の改ざんをすることすら可能なのですわ」


    　それは、わたしも知識として聞いたことがあった。


    　歴史の『改変』。


    　そも歴史とはその時代の為い政せい者しやにとって都合のいい事実を編へん纂さんし、まとめたものである。


    　都合の悪い事実はもみ消し、なかったことにする。


    　ただの人間ですら、その程度のことはできるのだ。


    『神々』ならば──『最高神』ならば、その歴史の改ざんはもっと完かん璧ぺきなものとなる。


    　人々の記憶も、厳然とした事実も、ねじまげられる。


    　歴史はゆがめられ、過去は改ざんされてしまう。


    　たしかにあった事実すら、なかったことになり──。


    　辻つじ褄つまがあわされ、編集される。


    　それは恐ろしいちからだった。


    　寒気がするような権利だった。


    「たしかに、わたしは後悔したよ」


    　だからこそ、わたしは精一杯に、そのちからを使わないように抵抗する。


    「暗い部屋で、ひとりで引きこもって、ずっと考えてた。ううん、後悔してた。わたしは、お母さんを裏切った。約束を破って、死んじゃったお母さんを、安らかに眠ったままにしてあげることもできなかった。酷ひどい子供だよ。歴代最悪の『月読の巫み女こ』だよ。だけど、それがわたしなんだ」


    　わたしは全身の痛みを堪こらえながら、目の前の巨岩の化け物を睨にらむ。


    「お役目から逃げて、『月読の一族』の血統を、きっと断ち切る。お母さんを、ご先祖様を、裏切った──それがわたしだ！　歴史をゆがめても、過去を変えても、世界中のひとたちが、わたしの裏切りを『正義』だなんて呼んでも……」


    　甘美な誘惑に負けたりしない。


    　過去を、なかったことになんてしない。


    　この罪はわたしのもの。


    　後悔はするけど、痛みはあるけど、この裏切りはわたしのもの。


    　わたしがしたこと。


    　それを忘れちゃうのは、何よりも酷ひどいことだ。


    「わたしだけは、わたしをゆるさない」


    　それが、わたしの──唯一の、お母さんへの誠意だ。


    　裏切りもので、嘘うそつきなわたしの、たったひとつの意地だった。


    　この傷を抱かかえたまま生きていく。


    　この罪を、噛かみしめながら生きていく。


    　いまはすこし疲れて、休んでいるけど──。


    　涙を流し尽くしたら、立ちあがって、また歩いていくつもりだから。


    　この道を。


    「ふぅん」


    　玉藻前たまものまえはつまらなそうに唸うなった。


    「偽ぎ善ぜん者しやなんですわね。ううん、強いのかしら。立派なものですわ、褒ほめてあげましょう。失敗は成功の母なんていっても、過去の恥は消し去りたいと願うのが人間！　なのに、あなたは誘惑に打ち勝った。偉いですわ、月つく読よみ鎖さ々さ美み。ですけどね──」


    　嬲なぶるように、全身から毒ガスを噴出しながら。


    「あなたの意志なんて関係ありませんわ。どれだけあなたが駄々をこねても、無理やりにでも言うことを聞かせるのが、あたくしの能力！」


    　わたしの意地を踏みつけにして、女め狐ぎつねは哄こう笑しようした。


    「この時代、この場所に、殺せつ生しよう石せきゴーレムは現れなかった。この意味がおわかり？　すでに歴史の『改変』は始まっていますわ！　あなたが後悔してしまった時点で、すべては終わっていますの。あたくしはその後悔を利用し、ねじまげ、無理やりにでも過去を改ざんさせる。あたくしの都合のいいようにね」


    　殺生石ゴーレムの指先に、ちからがこめられた。


    　万まん力りきのように締めあげられ、わたしの背骨がみきみきと音をたてる。


    



    「この場で、月読呪じゆ々じゆを殺しますわ」


    



    　玉藻前はあっさりと宣言した。


    「それが、今回の歴史の『改変』の目的。ここで月読呪々を殺せば、『アラハバキ』の天敵たる『月読神社』は弱体化する。『おじょうさま』も、すこしは救われる……」


    　すこしだけ切ない感情の含まれた、弱々しい声音で。


    「呪々が死ねば、近親婚で縛られた『最高神のちから』は月読の一族の誰かに移動する──ふつうは、娘にね。そして、娘である月つく読よみ鎖さ々さ美みの肉体は、こうしてあたくしが万全の態勢で確保していますわ」


    　殺せつ生しよう石せきゴーレムの頭部に埋まった、幼いわたし。


    「呪じゆ々じゆを殺し、最大の敵を排除する。同時に『最高神のちから』をもつ幼い鎖々美を誘ゆう拐かいし、『アラハバキ』へと持ち帰る。未熟な鎖々美を洗脳し、我われらの味方にするのは簡単ですわ。『アラハバキ』は最大の敵を倒し、最高のちからを得て、ますます発展することでしょう」


    　何とも楽しそうに、玉藻前たまものまえは絵空事のようなことをつぶやいた。


    「この世界を、惑星を、支配するぐらいにね」


    　それが、『アラハバキ』の目的なのか。


    　世界征服──大真ま面じ目めに考えてるなら、なるほど悪の組織である。


    「馬鹿じゃないのか……」


    　岩の手のひらで圧迫されながら、わたしはせめて悪態をついた。


    「国ひとつ管理するために、お母さんは死ぬまで使い潰つぶされたんだ」


    　涙が溢あふれてくる。


    「ちっぽけな身体からだひとつ抱かかえて生きるだけで、わたしなんか、もう限界なんだ」


    　それが、世界だなんて。


    　笑わせる。


    「おまえらなんかに！　過去を変えるなんて、裏技をつかわなきゃ、偉そうな口も叩たたけないおまえらなんかに！　何かができるもんか！　人間ひとり殺せるもんか！　国ひとつ壊せるもんか！　世界なんか支配できるもんか！」


    「言いたいことはそれだけですの？」


    　玉藻前はむしろ哀れむように、優しい声音でつぶやいた。


    「それじゃあ死になさい、がんばり屋さんの、偽ぎ善ぜん者しやさん。偉そうなことをさんざん言ってくれましたけど──死んで、天国とかで、空想上の神様にでも褒ほめてもらえばよろしくてよ？」
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    　その直後だった。


    　爆発にまきこまれたように、どぉん、と全身に衝撃が走った。


    　あぁ、もしかして殺生石ゴーレムに身体を押し潰されたのか。


    　ごめん、お母さん。こんなところで死なせちゃった……。


    　そんなことを考えて。


    　でも死んだにしては、意識がいつまでも残っていて。


    　両目を見開くと。


    



    「はい、ご苦労さん」


    



    　気け怠だるげな態度でしゃがみこんだ邪や神がみつるぎが、わたしを見下ろしていた。


    「…………？」


    　わたしは何もかもが理解できずに、ひたすら呆ぼう然ぜんとしている。


    　周囲の景色が切り替わっていた。


    　細部まで覚えている、『月つく読よみ神社』の一室だ。


    　置かれた花か瓶びんの模様。


    　ちろちろと揺れる灯とう籠ろうの炎。


    　並べられた呪じゆ具ぐ。


    　部屋の中央に敷かれたお布ふ団とんと、そこでゆっくりと死に近づいていく──お母さん。


    　記憶がはっきりしてるはずだ、ここはお母さんの臨終の間。


    　体調を崩し、そのまま死んでしまったお母さんの、最さい期ごの病床。


    　わたしは寝ころんだお母さんのかたわらで、ひたすら泣きじゃくっていた。


    　何度も思いかえしては、何もできなかった自分に歯は噛がみしていた、苦い記憶。


    　わたしはその思い出のなかにいた。


    　涙でべたつくほっぺた。


    　巫み女こ装しよう束ぞくをまとった、まだ幼いわたしの身体からだのなかで、きょとんとする。


    　真横に──この場所にいていいわけがない、邪神つるぎがいる。


    　学校でよく見かける白衣姿で、欠伸あくびをしたりして、面倒くさそうだった。


    「おーい、どうした？　だいじょうぶか？　生きてますかー？」


    　目の前で、つるぎが手を振って呼びかけてきた。


    　わたしは生なま唾つばを呑のんでから、声をしぼりだした。


    「つ、つるぎ？」


    「おう。あたしが可愛かわいいつるぎちゃん以外の誰かに見えんのか？　あーっ、説明すんのめんどくせーな──どう言ったもんかな、ちょい待て。うんと……あぁもう、あたし他人に何か教えるのとか苦手なんだけど！」


    　いや、あんたいちおう教師じゃなかった？


    



    「悠ゆう長ちようにしている場合ではないのである」


    



    　難しい顔をして唸うなり始めたつるぎの正面で、なんと、お母さんが起きあがった。


    　もうすぐ死んでしまう、重態のはずなのに。


    「お、お母さん……!?」


    「うむ。母である」


    　お母さんは苦しそうな顔で頷うなずくと、わたしに向き直って告げてきた。


    「ささみ、よく聞け──この状態は長くは保もたぬ。『天てん秤びんで遊ぶ玉藻前たまものまえ』は強大な『神々』である。おまけにあやつは何年も準備をし、能力を発動する機会を待っておった」


    「う、うん……？」


    　まだ混乱していたわたしだけど、ここは素直に頷くしかない。


    　そんなわたしを焦じれったそうに見ながら、お母さんは厳しく告げてくる。


    「しゃんとしろ、ささみ。霊的戦闘では、心を乱したほうが負けるのである」


    　それは事実だった。


    　だからすぐに迷い、悩むわたしは、半人前だというのだ。


    「よいか、我われらはこれから玉藻前の能力を逆に利用し、過去へ遡さかのぼってゆく。おまえだけでは玉藻前の能力に抵抗はできぬが、不幸中の幸いで、いまのおまえは独りではない。ちからをあわせて、歴史の『改変』という禁きん忌きに立ち向かうのである」


    「こいつ、こないだ──おまえのおなかに腕つっこんで薬液を注入しただろ」


    　つるぎが、お母さんを不ぶ躾しつけに指さした。


    「そのときに、抜け目のないこいつはおまえの体内に自分の依りしろを仕込んだんだよ。たまにやられて、ばらばらに砕け散って『根の国』に落ちたこいつは、おまえの体内に仕込んだその依よりしろを命綱にして、こっちの世界に戻ってくるつもりだったんだ」


    　自分の依りしろ──神剣アメノムラクモをこの世に残しておいて、それを頼りにして帰ってこようとした、つるぎと似たようなものか。


    「わしも己のちからを過信してはおらぬ。また『根の国』に落とされる可能性を考えて、安全策をとっていたのである。さもなければ、娘をむやみに傷つけはせぬ」


    　なるほど、薬液の注入だけなら、わざわざおなかを突きやぶる必要はないしね。


    「もしかして、わたしがすごい太ったのも、そのせい……？」


    「ぬ。太ったか」


    　わたしが期待をこめて尋ねてみると、お母さんが思案げにつぶやいた。


    「うむ、それは母のせいである。あとで詳しく説明するが、おまえのいる現実と隔てられた『根の国』からでは、うまく調節ができなくてな……。いちおう、おできができる程度にしようとは思ったのであるが」


    　おできなんて可愛かわいいものじゃなかったよ。


    　わたしが思わず錯さく乱らんして、たまの腕で自分の肉を削そぎ落とそうとしたぐらいデブったよ。


    「あぁ、よかった。お母さんのせいだったんだ。もう一生あのままかと思った……『最高神のちから』をつかってもダイエットできなかったから、困ってたんだよね」


    「せっかくの依よりしろを消されては困るからな、わしが防ぼう御ぎよしていたのである」


    　お母さんの実力なら、依りしろを守る結界とかを張るのは難しくなかったはずだ。


    　わたしは『最高神のちから』をもっているとはいえ、霊能力は未熟だから、お母さんが本気で二重三重の防御策を展開したら、突破できたとしてもすごく時間がかかる。


    「神聖なる『最高神のちから』をだいえっとなどに用いるでない。本来はおできで済んだところをぶくぶくと肥こえたのは、おまえが怠たい惰だだからである。肉体を抑制しよう、欲望を我慢しようという意識が足りぬからである」


    　怒られてしまった。


    　でも何だか、お母さんに叱しかられるのが──すこし嬉うれしい。


    「ともあれ、そうしておまえの肉体に宿らせた依りしろを辿たどり──いざ『根の国』から帰還しようとしたら、こやつに邪魔されてな」


    　お母さんが不愉快そうに、つるぎを指さした。


    　つるぎも憮ぶ然ぜんとする。


    「そう何度も黄よ泉みがえられてたまるかってんだ。あたしもまだ『根の国』にいたからな、現世に戻ろうとしてるこいつを見つけて取っくみあいをしてたわけ。おかげであたし自身も中途はんぱにしかちからを現世に戻せずに、記憶の大半を失ったような状態になっちまった」


    　あぁ、つるぎがバグったのには、そういう事情があったのか。


    「でもまぁ、こういう事態になっちまったしな──ひとまずあたしらの喧けん嘩かは後回しにして、玉藻前たまものまえの歴史の『改変』を一致団結して止めようってことになったわけだ」


    　呉ご越えつ同どう舟しゆうである。


    「あたしも呪じゆ々じゆも消耗してるから、あまり大それたことはできねーけどな」


    「世界の征服など、ゆるすわけにはいかぬ。そもそも、過去を変えるなどというのは、忌いまわしいことである。まぁ、おまえには言うまでもないか」


    　お母さんがわたしを見据えて、静かにつぶやいた。


    「先ほどのおまえの啖たん呵かは、なかなか良かったぞ。わしは、おまえが誇らしい。おまえがわしにしたことを、ゆるすとは言わぬが──そこにおまえなりの信念があったならば、わしは、おまえのことを裏切りものとは呼ばぬ」


    「お母さん……」


    　涙が溢あふれてきて、わたしは慌てて拭ぬぐった。


    　もう二度と、顔向けできないと思ってた。


    　もちろん、ゆるされたわけじゃないけど──すこしだけ、楽になった。


    「まぁ、いい機会だし、三者面談といこうぜ」


    　つるぎが楽しげに笑った。


    「お母さんのほうにも言い分があるんだろうし、鎖さ々さ美みもそれは同じだろう。おまえらは話しあって、ゆっくりと互いを理解するべきだ。そして、どっちもが納得するような結論を見つければいい。仲直りしろよ、母おや娘こなんだしさ。……家族で傷つけあうのはつまんねーぞ」


    　何かを思いだしたのか、哀しそうにつぶやいて、彼女はまとめるように宣言した。


    「とにかく、玉藻前たまものまえは後悔というか、過去を変えたいという気持ちを引き金にして能力を発動させた。この能力をぶっ潰つぶすには、その後ろ向きな気持ちを消し去ればいい」


    　真ま面じ目めに、凄すご味みのある表情で。


    「ただ、玉藻前にとっても、誰にとっても予想外なことに──いまのこの肉体には、月つく読よみ鎖さ々さ美み、月読呪じゆ々じゆ、邪や神がみつるぎの三人の心が入り交じっている。だからこそ、あいつの能力が誤作動をおこし、その隙すきをついてあたしらが干渉できたわけだけど」


    　元からこの肉体の持ち主である、わたし。


    　そんなわたしの体内に依よりしろをつくり、現世へ戻ってこようとしているお母さん。


    　そんな彼女と取っ組みあいをしていて、巻きこまれたつるぎ。


    　三人の『後悔』を消す、あるいは薄めることが、玉藻前の能力への抵抗になる──。


    「これから玉藻前の能力を利用して、あたしらはゆっくりと過去へと遡そ航こうする。直接、過去の出来事に手をだしたら歴史の『改変』になっちまうけど、見るだけなら問題ないはずだ」


    　つるぎが悪いた戯ずらっぽく笑った。


    「セーブポイントからのやり直しはできねーけど、過去ログを眺めれば、これからどんな選択肢を選べばいいかの参考ぐらいにはなるだろ。おまえらの人生を糞くそゲー認定しちまわないで、ハッピーエンドを目指していこうぜ？」

  



  
     第十話／日の出までは


    



    　頭を殴なぐられるような、がぁん、という衝撃。


    　右も左も前も後ろもわからなくなって、酩めい酊ていしているうちに──世界が切り替わった。


    　最初に感じたのは、ほっぺたの熱。


    　すぐそばで、何かが燃えている。


    「創造神の妻イザナミを焼き殺した炎カグ帝ツチの神話のように──燃え盛る炎は便利な道具であると同時に、迂う闊かつに触ららば我わが身を害される危険な魔物でもあった」


    　朗々と語っているのは、お母さんだ。


    　いつものような巫み女こ装しよう束ぞく──穢けがれのない、白衣に緋ひ袴ばかま、足た袋び。


    　片手に紙し垂でを揺らし、ゆっくりと歩いている。


    　炎のうえを。


    「人間と動物のちがいは道具を使うか否いなか。そして人間がその限界を突破し、『神々』に近づく第一歩は、火という魔物の克服にある。炎に触ららば火傷やけどを負うのが道理、だがその道理を曲げてこその霊能力者。古法──火渡り。見事、修めてみせい」


    　この場所には覚えがある。


    『月つく読よみ神社』がある九州の山奥、そこにいくつかある修行場である。


    　人間の肉体はあまり『神格』が高くないし、人外の化け物たちや『神々』と相対するために、人間以上のちからを発揮するためには厳しい鍛たん錬れんが必要なのだ。


    　轟ごう々ごうと燃える炎のうえを、巫女装束に焦こげあとひとつつけずに、お母さんは歩いている。


    　火渡りは、わりと世界の宗教や拳法でよく見かける修行だったりする。


    　とはいえ、ふつうは焼けた石とか鉄板のうえを歩いたり、高温を宿した灰のなかに手をつっこんだり冷やしたりを繰りかえしたりするのが一般的で、まじで火のうえを歩くのはそれこそ神話に登場するようなすっごい霊能力者だけだ。


    　だが、この国を維持するために異能を特化させた『月読神社』の霊能力者たちは、この程度は鼻唄まじりにできるようになる必要がある。


    「さぁ、怯ひるむな！　炎カグ帝ツチを克服し、斃たおしたあかつきには、鉱イハツ物ツノヲや電タケミ気カヅチなど──産業の発展に必要な諸々の『神々』が産まれた！　破壊のあとに創造あり！　死の間際まで追いつめられ、破滅の溝を覗のぞきこんだものにこそ、ちからが宿るのである！」


    　サイヤ人みたいなこと言ってるなぁ。


    「……わしの分際で、偉そうに」


    　不意に、横から声が聞こえた。


    　わたしの周りには、お母さんが教育している新入りの巫み女こたちが十数人ほどだんごになっていて、お母さんの火渡りを怖こわ々ごわと眺めている。


    　そのうちのひとりが、腕組みをし、不愉快そうな顔をしていた。


    「過ぎ去りし日の己を見せられるというのは、なかなか気分の悪いものである」


    「……お母さん？」


    　こそっと呼びかけると、お母さんは頷うなずいた。


    「そこにいたのか、ささみ。どうやら、我われらは『神霊』──魂の状態で過去への遡そ航こうをしているらしい。そして、一時的にだがその場にいる誰かの身体からだに取り憑つき、動かせるようであるな。あまりおおきな行動をすると、歴史が『改変』されてしまうのだろうが、ただ話すぐらいなら問題なかろう」


    「お！　そこにいたか！　あたしはここだよー！」


    　すぐそばで、つるぎらしい巫み女こさんが笑みを浮かべた。


    「……しっかし、すげぇ修行してんな。人間はたいへんだ。炎のうえなんか歩いてどうすんだよ。あたし絶対あんなの無理、熱いのとかすごい苦手だし」


    「いや、あんたいちおう太陽神じゃなかった？」


    　呆あきれているわたしに、お母さんが神妙につぶやいた。


    「あらためて問おう、ささみ」


    　真っ直すぐに、わたしのことを見据えて。


    「思うに、先日のわしは性急にすぎた。無論、急がねばならぬ問題である。わしは、そう長くはこの世にとどまれぬ。道理をねじまげるのが霊能力者の本懐とはいえ、わしは逸いつ脱だつがすぎる。長くこの世にあれば、天菅満原天道神真や新皇平将門のように怨おん霊りようと化す危険性もある」


    　そのあたりの仕組みは、わたしにはわからないけど。


    　わたしは、話したいと思った。


    　死んだひととは、二度と会えない。


    　なのにこうしてお母さんと相対できるのは、奇跡だ。


    　お母さんは決してゆるされない禁きん忌きを犯しているのかもしれないけど、わたしは、素直に嬉うれしかったし──その行為を、無駄にはしたくなかった。


    　こないだは失敗した。


    　わたしは意固地になり、お母さんも焦あせりすぎて、結末は悲劇だった。


    　もう二度と、過あやまたない。


    　お母さんを裏切って、鬱うつになって、部屋に引きこもって──。


    　玉藻前たまものまえが言ったとおりに、わたしは後悔した。


    　自分がゆるせなかった。


    　不ふ甲が斐いなく、申し訳なかった。


    　だけど、布ふ団とんのなかで悩んで、たくさん考えても、何の意味もなかったよ。


    　苦しいだけだったよ。


    　だから。


    「お母さん、わたしは──何度言われても、『月つく読よみの巫み女こ』には戻らないよ」


    「その答えはもう聞いた」


    　お母さんは頭が堅いだけのひとではない。


    　進歩的で、努力家で、器がおおきい。


    「だが、先祖から受け継いだたいせつなちからだ──やる気のないものに、がんばらないものに、託しておくわけにはいかぬ」


    　当たり前のように。


    「だから、一時的に──時間がゆるすかぎり、『最高神のちから』はわしが預かる」


    　あぁ、そういうことなのか。


    「『最高神のちから』は、近親婚によって受け継がれる。他人に託すには、子供を産むのが手っ取り早い」


    「だけど、わたしはお父さんと子供をつくるのを拒んだ」


    　わたしの言葉に、お母さんは頷うなずいた。


    「うむ。おまえが通常の生殖を拒むならば、たとえ外げ道どうであれべつの方法を試すしかない。先日の、『肉にく腫しゆ』とやらの行った方法が参考になった──おまえの肉体を肥大させ、つまり太らせてから、切除する」


    　身体からだのいちぶを切り取り、新たな生命とする。


    　それは──日本神話ではよくあることだった。


    　あの邪や神がみ三姉妹の次女──かがみだって、呪のろわれた『最高神アマテラス』のいちぶが自ら切り離した肉体から、新たに産まれた『神々』だ。


    「その肉片には、『最高神のちから』とともに──それを管理する意志として、『根の国』から這はいあがってきたこのわしが宿ろう。いわば、わしは転生するのである」


    「転生なぁ」


    　つるぎが面倒くさそうな顔をした。


    「まぁ、ささみから切り離された『最高神のちから』を宿した肉片が、ろくでもない『悪神』とかに奪われるよりはいいけど」


    　神道には、誰もが従うべき指導者もいなければ、絶対的な教典もない。


    　だから禁きん忌きなどは本来、ないのだ。


    　あるのは、自主規制だけだ。


    　神域──神社などで『神々』とコミュニケーションをとって、話しあって、ゆるしあう。


    　互いに妥協点を探りあって、曖あい昧まいに、けれど柔軟に、物事を決定する。


    　そういう正しい手段をとらずに、歴史の『改変』という裏技を実行しようとしている玉藻前たまものまえは、卑ひ怯きようだというのだ。


    　このお母さんとつるぎの対話こそが、真っ当で、この国らしい。


    　先日の黄よ泉みがえりは、創世神の妻イザナミの悲惨な事例もあって、つるぎは認めなかったけれど。


    「あたしもいわばご隠居さんだから、たいそうなことは言えねーけど」


    　かつての『最高神』は、顔をしかめて語った。


    「転生なんて例のないことだし、他の『神々』がどういう反応をするかはわかんねーぞ。黄よ泉みがえりよりは真っ当っつうか、この国らしいけどな？　神話の時代から、『神々あたしら』がよくやってたことだし。誓約うけいっつってな。でも正しい手順でやんないとおやっさんに怒られるぞ？」


    「寛かん恕じよを請こうしかあるまい」


    　お母さんは潔いさぎよく背筋を正している。


    「わしが復活するのは、ほんの短い時間だ──お目こぼしをしてもらうしかない。もともと、無理に転生するのである。おそらく、産まれる新しいわしは長くは保もたぬ。だが、数年か、もうほんのちょっとは、『最高神のちから』を預かっておける」


    　お母さんが、がんばってつくってくれた、それは執しつ行こう猶ゆう予よだった。


    「ささみ」


    　静かに、お母さんがわたしに呼びかけてきた。


    「その間に、決めるがよい。おまえの生きる道を、この国の未来を。誰が何と言おうとも、いまの『月つく読よみの巫み女こ』はおまえだ。おまえには、先祖代々が受け継いできた役目を背負う義務がある。それを放り捨てるにせよ、せめて誠意をもつべし。なあなあで、ごまかしながら、問題を見ないふりするのは終わりにするがよい」


    　相変わらず、厳しいお母さんだった。


    「おまえは、『最高神のちから』をどうしたい？　わしの考えは変わらぬ──この変革だらけの、世界に境界線がなくなった時代に、奔ほん放ぽうな『神々』にこの国を任せておくことはできぬ。人間による徹底した管理と、富国強兵が必要である。そのための『月読の巫女』であり、『人間に都合のいい世界』である」


    「たしかに、この国の神様たちは、てきとうだよ」


    　わたしは、お母さんの考えを、素直に否定しよう。


    「弱くて、迷ってばかりで、失敗ばかりで──」


    　まるで、わたしみたい。


    「だけど、だからといって──安全な柵さくでかこって、わたしたちが守ってあげるなんて、分ぶん不ふ相そう応おうだよ。そんな動物園みたいなのは……。弱くて迷って失敗ばかりで、だからこそ、それを乗りこえて成長できる。それが強くなるってことじゃないの？」


    　うまく言えないけど。


    「人間だけが、がんばってるなんて、傲ごう慢まんだよ。もっと、この国の『神々』を信じようよ。天てん孫そん降こう臨りんから、わたしたちはずっと目と耳をふさいで、『神々』との交流を忘れて、引きこもりの子供を外にださないことが守るってことだって、勘違いしていた、馬鹿な親みたい」


    　わたしは、一生懸命に言葉を紡つむいだ。


    「だけど、部屋のなかに、布ふ団とんのなかに、楽園なんてない。外の世界に送りだそうよ、学校に、社会に行かせて、傷つくことがあっても、きっといつか強くなる。おとなになる。守る時代はもうお終しまい。わたしは、『神々』を信じたい」


    　長い間ずっと、わたしたちは、山奥に引きこもって──役目を果たしつづけてきた。


    　この国のため。


    　世のため人のため。


    　技術を磨いて、火のうえを歩いて、独りぼっちで戦っているつもりだった。


    　だけど、そうじゃない。


    「わたしたちは、『最高神』から一時的にちからを借りているだけの、管理人だよ。このちからは、わたしたちのものじゃない。それを勘違いして、守るだなんて、何様だよ。世のため人のためにがんばる必要なんて、わたしたちにはないんだ」


    　だから、わたしはもう、がんばらない。


    　わたしたちはもう、がんばらなくてもいい。


    「わたしは半人前だから、『最高神のちから』に振り回されてばかり。だから、一時的に、お母さんに預けるよ。その間に、わたしは成長する。強くなって、せめて『最高神のちから』に潰つぶされないぐらいになる」


    　もう夜は終わりにしなくちゃ。


    　月明かりだけでは、世界はゆっくりと衰退していくだけだから。


    「そうしたら、お母さんから『最高神のちから』を返してもらう。そして、この国を管理するのに相応ふさわしい存在に──『次世代神』の、つまり新しい神話の『最高神』になる、邪や神がみたまにこのちからを託す」


    　天孫降臨の時代に、預けられた重荷を。


    　わたしが返そう。


    「たまが成長しきるまでは──お母さんと、わたしが、見守る。それでいいでしょう？　もともと、こんなに長い間、『最高神のちから』を必死に確保していた『月つく読よみ神社』のほうが、間違ってたんだよ。ずっと重荷を抱かかえつづけて、何でそれを持っていたのかも、忘れたんだ」


    「それが、おまえの考えか」


    　お母さんは、わかってくれたのかどうだか──遠い目をした。


    「わしは、『最高神のちから』を望んで託された。おまえの祖母から、存命のうちに、正式な儀式を経て『月つく読よみの巫み女こ』となった。おまえは、覚悟も据すわらないまま、わしの死をきっかけとして──無理やりに、『月読の巫女』にされてしまった」


    　どこか安あん堵どしたような、優しい口調だった。


    「だから、甘えているのだと。がんばらないのは、覚悟がたりないからだと。おまえを侮あなどっていた。否いな、事実そうだったのだろう。だが、おまえは考え、悩み、その結論を得た。我ら『月読の巫女』が神代の時代から、誰ひとりとして辿たどりつけなかった、我われらの本来の役目を、思いだした」


    　お母さんはわたしの頭に、そっと手をのせた。


    「母は、おまえが誇らしい」


    　そして不器用にぐしぐし、と撫なでてくれた。


    「愚おろかだったのは、間違っていたのは、わしだ……」


    　その言葉に、つるぎが微ほほ笑えんだ。


    「間違ってなんていないさ。ただ、がんばりすぎちまったんだよ、おまえらは。こんなに長く、面倒くせー役目を果たしつづけて──ご苦労さんだったな。そんで、お疲れさんだ」


    　指を「ぱちん」と鳴らして、彼女は宣言する。


    「まだ時間には余裕があるな──せっかくだし、いろいろ見てまわってみようぜ？」
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    　時系列が混在した渦のなかを、わたしたちは飛ひ翔しようした。


    　みっつの心がひきはなされないように、互いに寄り添って、過去へ。


    　いろんな映像が見えた。


    　わたしの記憶があった。
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    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の、『創る会』の部室である。


    　わたしは放課後、気が向いたら部室へ行って、無駄話を楽しんでいた。


    　動物図鑑を眺めて、うっとりしているかがみ。


    　その横で、泣きそうになりながら宿題をやっているたま。


    　そんな彼女に請こわれて、分数の計算を教えているわたし。


    　仕事を終えたつるぎとお兄ちゃんが現れて、みんなを巻きこみトランプの大富豪を始める。


    　なぜか脱衣トランプとなって、ものすごい勢いで狙ねらわれて脱がされまくったお兄ちゃんが、顔を隠した鞄かばんだけは死守して全裸で逃げだしていく。


    （……ずいぶんと、幸せそうな生活をしているのであるな）


    （えへへ、そうでしょ？　毎日すっごい楽しいよ！）


    （鎖さ々さ美み、お母さんはたぶん嫌いや味みで言ったんだと思うぞ？）


    　わたしたちは会話しながら、時空を横断していく。
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    『月つく読よみ神社』から逃げてきたばかりの、わたしとお兄ちゃんである。


    　さっきの部室の光景に比べると、酷ひどく寂しい。


    　自宅と、お仕事を見つけて、生活空間を整えたお兄ちゃん──。


    　そんなお兄ちゃんに頼りっぱなしで、何もできない自分を、不ふ甲が斐いなく思っていたわたし。


    　だけど意地っぱりで、お兄ちゃんへ素直な気持ちを伝えられないわたしは、「ありがとう」って言えなくて、なんとなく気まずいまま。


    　霊的に守護された自分の部屋──ベッドのうえで、膝ひざを抱かかえている。


    　たぶん、独りぼっちでは、わたしは潰つぶれていただろう。


    　どこにも辿たどりつけずに、ただ逃げてしまったという後悔と罪悪感を抱えて。


    　涙目になったわたしのそば──ベッドがふくれあがり、なぜかお兄ちゃんが飛びだしてくる。


    　──きゃああ!?　何であんたがベッドにいるんだよ!!　どっから入った!!


    　──お兄ちゃんはいつでもささみさんのすぐそばにいますよ!!　お兄ちゃんをひとり見かけたら三十人はいるものと思ってください!!


    　──うるさいゴキブリでていけ！　あとおなかがすいたからご飯をつくれ!!


    　お兄ちゃんが変態だったから、わたしは落ちこんでいる暇ひまもなくって。


    　かなり、救われていた。


    （ていうか実際、神かみ臣おみのやつはどうやって仕事や自宅を見つけたのだ？）


    （わかんない。わたしたち、まともな戸籍とかないはずなんだけど）


    （あたしらはそのあたり『改変』でどうにかしてるけど、月読はなぁ……？）
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    　さらに幼いころの記憶だ。


    　ちっちゃなわたしが、巫み女こ服ふくのまま、クレヨンをにぎりしめてお絵描きをしている。


    　母の日だった。


    　そんな行事があることを、小耳にはさんだわたしは、お母さんに喜んでほしくて──。


    　プレゼントするために、お母さんの似顔絵を描いていたのだ。


    　もちろん、そんな技術のないわたしの描いたものは、人間だかジャガイモだか区別がつきにくい代しろ物ものだったのだけど。


    　自信満々にそれをお母さんに見せたわたしの、笑顔が凍こおりつく。


    　──絵など描くな、ささみ。創作活動は邪よこしまである。人間は創作するときに、そこに願いを託す。『最高神のちから』をもつものの願いは、そのまま世界をゆがめる。


    　目の前で、似顔絵を引き裂さかれた。


    　──遊んでいる暇ひまがあったら、修行をせい、この出来損ない。


    　厳しく言い捨てられ、くすんくすんと泣きながら、わたしは去っていく。


    　似たようなことは、たくさんあった。


    （ていうか、酷ひどくないか？　破かなくても──）


    　つるぎの言葉のあと。


    　誰もいなくなった廊下に、ひょこりとお母さんが現れる。


    　床に落ちた似顔絵を拾いあげ、『改変』し、元通りに修復して。


    　無表情のまま、じっと見ている。


    　──あれーっ、呪じゆ々じゆさま？　何してんですかそんなところで？


    　声をかけられ、「びくっ」として、そそくさと似顔絵を巫み女こ服ふくのなかに隠す。


    　そのあとお母さんは、似顔絵を、きちんと額がく縁ぶちにいれて自室に飾る。


    （いしししっ、意外と嬉うれしかったんだな！　無表情だからわかりづらいけど！）


    （わしは感情を抑制する訓練を積んでおる。それと、お絵描きなどの創作が危険なのは事実である。ささみに変な癖くせがついてはいかんので、叱しつ責せきするのが母のつとめである）


    （そっか、お母さん──あの絵、飾ってくれてたんだ……）
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    　さらに過去。


    　出産の現場だった。


    　苦しげに紅潮したお母さんが、産婆さんに、赤ん坊のわたしを手渡される。


    　壊れもののように、それを抱いて。


    　お母さんは、珍しく微ほほ笑えんだ。


    　わたしは望まれて産まれたんだって、わかった。


    （あ、見ろ見ろ！　こっちで面白そうなことやってるぞ！）


    （うわ、台無し……何なに、あ、お母さんがいる！　若い！）


    （ぬ。母はいつでも若いのである。……げっ、これは！　いかん、見るな！）


    　つるぎの心に引っぱられて、ちがう過去を見た。
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    　十代だろう、髪の毛の短いお母さんが、巫み女こ装しよう束ぞくで野谷を駆け回っている。


    　現れた『妖よう怪かい』を呪じゆ符ふの一撃で抉えぐり飛ばし、誰かを追跡している。


    　──待て！


    　鋭く言い放ち、お母さんが呪符を投げつける。


    　おおきな岩山が崩れ、道がふさがれ、逃げ場を失った人物──。


    　小柄な、美少年──っていうか、これは若き日のお父さんではなかろうか。


    　お父さんは青ざめた顔で、震ふるえながら十と拳つかの剣つるぎを構える。


    　砂煙のなか近づいてくるお母さんに、お父さんは吼ほえた。


    　──くそ！　次期『月つく読よみの巫女』の優等生が、俺みたいな落ちこぼれに何の用だ！　『真ま面じ目めに修行をしろ』か？　『町へ遊びに行くな』か？　あんたの説教は聞き飽きたんだよ、姉さん！　俺はもううんざりなんだ、危険な化け物どもと殺しあう毎日は！


    　姉さんってことは、お父さんって、お母さんの弟だったんだな。


    　そういや近親婚の家系だった、うちは。


    　お母さんはお父さんの言葉を無視し、悠然と歩み寄ると。


    　──留る座ざ。


    　無表情のまま。


    　──わしは、おまえが好きだ。


    　──…………はい？


    　きょとんとするお父さんに、お母さんは俯うつむき、見る見る紅潮すると。


    　──し、死ね！


    　呪符を投げつけて、お父さんを爆砕した。


    （わーわーわーっ!!）


    　お母さんが騒いでいる。


    （見るな！　やめろ！　わしの若き日のあやまちを見るな！）


    （待って待って、もうちょっと、もうちょっと見せて！）


    （これを見なくて他の何を見るんだ！　あ！　あっち！　この続きっぽいぞ！　一族きっての真面目な跡継ぎ＠呪じゆ々じゆちゃんが、一族の落ちこぼれで不良っぽい美少年＠留座を追いかけて町に行って、そこで巻き起こるラブコメディ……！）


    （やーめーろー！　わしは修行ばっかりで色恋沙ざ汰たにうとくて、あのころは愚おろかなことばかりを──見るなーっ！）
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    　さらに時間が遡さかのぼる。


    　幼いお母さんが、祭壇に腰かけている。


    　正当な『月つく読よみの巫み女こ』になるべく育てられた、箱入り娘。


    　それがお母さんだった。


    　まだ現役だったお祖ば母あちゃんは身体からだが弱く、よく倒れていて、滅めつ多たに姿を見せなかった。


    　お母さんは愚ぐ鈍どんなふりをして、その才能を見せずに、ひたすら無言でいるようだった。


    　そんなお母さんを無視して、あるいは聞こえていてもいい、幼い子供には何もわかるまい、という態度で──周りの大人たちがひそひそ話をしている。


    　いかに『最高神のちから』を利用し、権益を得るか。


    　どのように私財を成し、私利私欲を満たし、快楽をむさぼるか。


    　あるいは他人を蹴け落おとし、のしあがるか。


    　汚い話題が渦巻くなかで、お母さんはお人形のように無言だった。


    　お母さんが潔けつ癖ぺきなまでに、真ま面じ目めに役目を果たすのは。


    　他にすがれるものがなかったからか。


    　周りのおとなたちみたいに、汚お濁だくに染まりたくなかったからか。


    　ただ崇高で貴い、神から与えられたお役目を果たすことのみが、独りぼっちだったお母さんにとって──唯一、心が安らかになることだったのだろうか。


    （なつかしい）


    　お母さんがつぶやいた。


    （わしは『最高神のちから』を受け継ぐまで、一言も喋しやべらなかった。うつけだと馬鹿にされながらも、ずっと他人の話を聞いておった。そして『月読の巫女』の跡を継ぐと同時に、『月読神社』の内部洗浄を始めた。『月読神社』は、長年の腐敗に濁っておったからな）


    　寂しそうに。


    （たしかに、潮時だったのかもしれぬ。わしらは、長らく『最高神のちから』を請うけおうことに慣れてしまって、自分たちをたいしたものだと勘違いしておった。わしのしたことも、所詮はその場しのぎである。わしらの積み重ねてきたことは、無駄だったのであろうか……？　余計なお世話、だったのであろうか……？）


    （だから後悔すんなって。その感情を消すための過去への遡そ航こうだろうが）


    　つるぎが呆あきれたようにつぶやいた。


    （おまえらのやってきたことは、無駄なんかじゃない。むしろ、ありがたくって、申し訳ないぐらいだよ。ずいぶん長い間、背負わせちまったな。あたしが、もっと早めに『月読神社』をぶっ壊して、『最高神のちから』を取り戻せばよかったんだけど。おまえらに甘えて、先延ばしにしちまった）


    　珍しく、儚はかない声だった。


    （寄り道はここまで。ちょいと、おおきく時間を移動すんぞ。振り落とされないように気をつけろよ──人間にはすこし、きっついだろうから）


    　そして、わたしたちの過去への旅は、終点に辿たどりついた。
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    　目ま映ばゆい世界だった。


    　何もかもが輝きに満ちている。


    　雲のうえだろうか──ふわふわもこもことした白いものがわだかまり、その裂さけ目からは広々とした青い海と、いくつもの霊峰が見える。


    　どうやって立っているのかも不明だけど、わたしは雲のうえで姿勢を正していて、周りにはたくさんの巨大な気配があった。


    　本能的に理解する。


    　周りにいるものたちは、ひとりひとりが自然現象そのもののような、強大な『神々』だ。


    　富士山が真上から落ちてきたら、こんな気持ちになるのだろうか。


    　圧倒的な力量差に、わたしは怯おびえる。


    　ふと気づいた。


    　ずっと真上にあった太陽が──ゆるやかに、おりてくる。


    　輝かしさを保ったまま、わたしと同じ高さまで。


    　その何か途方もなく美しく強大な存在は、手にみっつの聖なるものを持っていた。


    　剣と、鏡と、勾まが玉たまだった。


    　三種の神器だ。


    　遅まきながら、わたしは気づいた。


    　これはまさに、天てん孫そん降こう臨りんの現場だった。


    『最高神』がおりてきて、これから人間になる自分の孫に、すべてを託す。


    　周りの『神々』は護衛であり、同時に神の国高天原から人間の世界葦原の中つ国へとおりていく、最初のものたちだった。


    　彼らがこれから地上を支配し、整え、維持していく。


    「さぁ、どうする？」


    　目の前の神こう々ごうしい存在が、悪いた戯ずらっぽい口調で問いかけてきた。


    「ここで、あたしが疲れたからって、もう嫌いやだって、『最高神のちから』を丸投げしたから──すべてが始まった。なんなら、ここからやり直すこともできるんだぜ」


    　彼女の姿は眩まぶしすぎて見えないが、なぜか微ほほ笑えんでいることだけはわかった。


    「あたしはじゅうぶん、休んだ。おまえらに甘えて、不必要なぐらい、長い間。だけど、その代わり──人間おまえらを疲ひ弊へいさせちまった。これは、本来あっちゃいけないことだ。太陽が『もう疲れた』だなんて言って、廻まわらなくなったんだよ。ゆるされないことだ」


    　正面から、『最高神アマテラス』はわたしを見つめてくる。


    「その結果、積み重ねられたおまえらの歴史が、正しかったか間違っていたかは、あたしにはわからない。おまえらはたくさん苦しんで、たくさん死んで、この国も──麻あさのように乱れた。あたしが、がんばらなかったせいだ。それが、あたしの後悔だ」


    　三種の神器をこちらに差しだし、この国の太陽は問いかけた。


    「正直に答えてくれ、あたしは間違っていたか？　ずっと考えていた、けれど、わからなかった──あたしがここで、重荷をおまえらに預けたことは、失敗だったか？　あたしは、もうちょっと、がんばるべきだったか？」


    「ううん」


    　わたしは、首を振った。


    「わたしたちの歴史を、後悔なんてしないで、神様」


    　わたしの心に寄り添ってくれている、お母さんも、きっと同意してくれた。


    「あなたは、長い間がんばった。そして、すこし休んで、また帰ってきてくれた。疲れたら、バトンタッチ。それが、いちばん効率がいいんだと思う──あなたは、間違ってない」


    　剣と鏡と勾まが玉たまを、受けとって、わたしは精一杯に言った。


    「日の出までは、わたしたちが、がんばるから」


    　微ほほ笑えんで。


    「弱々しい、月明かりだけど」


    「そっか」


    　太陽神は微笑んで、くあ、と猫のように欠伸あくびをした。


    「ほんじゃまぁ──よろしく」


    　そして神話が終わり、歴史が始まる。


    　後悔することなんて、どこにもない、わたしたちの歩んできた道。


    　日の出までの、ほんの短い、わたしたちの出番だった。
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    　後悔は消えた。


    　わたしと、お母さんと、つるぎの──悩みは、すこしだけ晴れた。


    　歴史の『改変』は行われず、時系列は、異物の混入した問題の時点まで戻る。


    「さぁ！」


    　殺せつ生しよう石せきゴーレムに宿って暴れる『天てん秤びんで遊ぶ玉藻前たまものまえ』の、勝ち誇った声が響いている。


    「死ぬがよろしくてよ、月つく読よみ呪じゆ々じゆ！　『月読神社』に終幕を、『アラハバキ』に栄光を！」


    「残念だが」


    　不意に、ゴーレムの手のひらで押し潰つぶされそうだったお母さんの身体からだに、威圧感が渦巻く。


    「わしには、娘から一時的に『最高神のちから』を預かるという役目がある。あと数年、がんばる義務がある。約束がある。殺されてやるわけにはいかぬ」


    　全身に霊力をみなぎらせ、抵抗するお母さん。


    「んなっ……やっぱり、何かおかしいと思いましたわ！」


    　玉藻前は動揺している。


    「どうして、月読鎖さ々さ美みのなかに、他のものの心が──『神霊』が混じってますの？　未熟者の鎖々美だけなら、どうにでもできるのに！　なぜ、よりにもよって、こんな強大な『神霊』が混じってるときに、あたくしは目覚めましたの……!?」


    「悪いけど、おまえは親子の仲直りの、だしに使わせてもらったんだよ」


    　不意に声がして、同時に殺生石ゴーレムの腕が吹き飛んだ。


    　呪じゆ符ふが投げつけられたのだ。


    「十年ぐらいじっと息を殺して機会を待ってたんだろうけど、ご愁しゆう傷しよう様さまだな。過去への遡そ航こうなんて珍しい能力をもってるおまえが、たまたま鎖々美の身体のなかにいたから、ちょいと利用させてもらったよ」


    　攻撃をしたのは、先ほど殺生石ゴーレムに吹き飛ばされた──ミッちゃんとやらだ。


    　そういえば、彼女は呪符を用意していた。


    　その身体のなかに入っているのは、つるぎだろう。


    「この身体にはあんまり霊能力がないみたいだけど、皆無じゃない。全身のちからを結集すれば、この程度はな。とはいえ、限界っぽい……。あとは任せた」


    「心得た！」


    　破壊された殺生石ゴーレムの腕──。


    　その指の隙すき間まから脱けだしたお母さんが、軽やかに瞬間移動して十と拳つかの剣つるぎを抜き放つ。


    　ゴーレムの生首が飛び、そのなかに埋まっていたわたしが解放される。


    　わたしは、ここぞとばかりに──幼いわたしの身体に入りこんだ。


    　お母さんに空中で抱きとめられ、一緒に地面におりた。


    　過去を『改変』する恐ろしい化け物と、正面から向き直る。


    　玉藻前は、わなわなと震ふるえていた。


    「あ、あたくしが、利用されたというの……？　数々の国家を、王朝を、陰謀と口八丁で転覆させてきた、この白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつねが……？」


    　全身から毒ガスを噴射し、首を失った殺生石ゴーレムは突撃してくる。


    「殺してやる──むごたらしく!!　挽ひき肉にくになって、酒しゆ池ち肉にく林りんの肴さかなとなるがよいですわ!!」


    「……残念だが、そういうわけにもいかぬ」


    　お母さんが動じずに、わたしと手を握ったまま、十と拳つかの剣つるぎを構えた。


    「遠い昔に、『最高神』に託されたお役目を、ようやく──ほんとうの意味で果たすことができる。それを、理解した。あるいは、思いだしたのだから。傾国の美女九尾の狐よ、この国は壊させぬ。日の出までは、守りきる──それが、三種の神器を託された、我われらの誇り！」


    　勝敗は一瞬で決まった。


    　お母さんが振るった刃は、おおきな斬撃となり、殺せつ生しよう石せきゴーレムを真っ二つに両断した。


    　同時に、その太刀にこめられた霊力が爆発し、玉藻前たまものまえを吹き飛ばす。


    　花火のように。


    　お母さんと繋つないだ手のひらが、熱かった。


    　玉藻前が倒されたせいか、時空がゆがみ、周りの景色にノイズが走っていく。


    　うたかたの夢は、もうお終しまいだ。


    「──ほんじゃ」


    　おおきく欠伸あくびをして、ミッちゃんのなかにいる、怠なまけものの神様がぼやいた。


    「あとちょっと、よろしく」


    　その言葉に、わたしとお母さんは頷うなずいた。


    　太陽から月へ、月から太陽へ、バトンタッチは繰りかえされて──世界は廻まわる。


    　明日へ向かって、一歩ずつ。

  



  
     第十一話／ミッちゃん（仮）の業務日誌②


    



    △月○日　快晴


    



    　呪じゆ々じゆさまが帰ってきました！


    　いちど黄よ泉みがえったという話は聞いていましたが、それ以降ぷっつりと音信を途絶えさせていたので、二度とお顔を拝見することはできないものと考えていたのですが──。


    　さすがは歴代最強の『月つく読よみの巫み女こ』です！


    　世界のルールをねじまげ、あらゆる困難をはねのけ、呪々さまは復活されたのです！


    　神に仕える巫女としては、呪々さまのしでかしたことを肯定してはいけないのでしょう。


    　神話の時代からずっと、わたしたちの国では黄泉がえりは最悪の禁きん忌きとされてきました。


    　創造神の夫婦イザナギとイザナミですら失敗した、忌き避ひすべき、ゆるされざる暴挙です。


    　けれど呪々さまを抱きよせ、涙でぐっちゃぐちゃの笑顔で頬ほおずりしながら「呪々ちゃん呪々ちゃん！」と泣き喚わめいているご当主さまと、ものすごく嫌いやそうな顔をしながらもどこか幸せそうな呪々さまを見たら、ルールなんて知るもんか、道理をまげて神話をひっくりかえすのが人間ってものだ、な～んて、わたしごときがだいそれたことを思っちゃいましたね。


    



    △月△日　晴れのち曇り


    



    　例の首輪が呪々さまに見つかりました。


    　ちゃんと処分したはずだったのに……！


    　そこに刻まれた『月読留る座ざ』という名前を見つけた呪々さまは、恐ろしい尋問でご当主さまから事情を聞きだし、窓から逃げようとしたわたしを呪じゆ符ふでかんたんに拘こう束そくすると──。


    『月読神社』が崩壊してからのご当主さまの退たい廃はいぶりと、わたしたちのただれた生活（という表現を呪々さまはしました）についてすべて理解しました。


    　べつにやましいことはしてないのですが、そして呪々さまは死者であってその死後にご当主さまが誰と恋愛しようが結婚しようがＳＭしようが合法ではあるのですが、「そういう問題ではない」とお説教をされました。


    　わたしは何も悪くないのに……。


    　でもヤキモチ焼く呪々さま可愛かわいい♪　食べちゃいたい♪　と近所の銭湯で背中を流してあげながら思わず言ってしまって、無表情の呪々さまに殴なぐられて額ひたいを割られて湯船が真っ赤に染まりました。銭湯に出入り禁止になりました。


    



    △月☆日 春一番


    



    　これからどうするつもりかと、呪じゆ々じゆさまに尋ねてみました。


    　ご当主さまはこれまでの腑ふ抜ぬけっぷりが嘘うそみたいに元気になって、『最高神のちから』を取り戻すとか鎖さ々さ美みさまをつれもどすとか息巻いてます。


    　ただ、どうも事情はそう単純ではないらしく──呪々さまも単純に黄よ泉みがえったわけでもないようで、転生？　よくわかりませんが、しばらく静観するかまえのようです。


    　ルール違反を犯した呪々さまは、この世に留とどまるだけで酷ひどい苦痛を味わっているはずです。


    　けれど、何があったのでしょうか──呪々さまは性急に活動することなく、まずは『確かめたい』とおっしゃっていました。


    「世のため人のためと口癖のように言っておったが、わしは偉そうに語れるほど、世界や人間を知っていただろうか」


    　呪々さまのお言葉です。


    「もうすこし、眺めてみる。すべてを。わしが生前、きちんと直視しなかった、この世界を。わしが守ろうとした、あの子が恋い焦こがれた、この神話の果てにぐだぐだとつづいている、不可解な国の現い在まを」


    　それから、すこし不安そうに。


    「……ミッちゃん、ついてきてくれるか？」


    　などと可愛かわいらしく尋ねてくるので、わたしは鼻血、じゃないや素直な笑顔を見せて──「もちろんです、呪々さま！」と応えたのでした。


    



    『月つく読よみ神社』は、今日も活動中！


    　世のため人のため、みんなでがんばってます♪
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     第十二話／そして魔女が


    



    　春休みの終わりを間近に控えた、肌寒いお昼だった。


    　無事に『出産』を終えたわたしは、ようやく快かい復ふくして、町に遊びにでていた。


    　もちろん、わたしはふつうに妊娠したわけではないので、それは『出産』というより、やはり『神産み誓約』に近いものだった。


    　わたしの身体からだを肥こえ太らせていた肉をすべてこそげ落とし、力ちから太た郎ろうの伝説のようにその肉片を丸めてこねて、人間のかたちにする。


    　そこにはわたしから移譲された『最高神のちから』と、それを管理するお母さんの意志が宿っている。


    　そんな『神産み』が行われている間、わたしの意識は曖あい昧まいだったのだけど──。


    　ふしぎな夢を見ていた気がする。


    　否いな、あれは夢に間借りした、過去への遡そ航こうだった。


    　歴史の『改変』をちらつかせる凶悪な『神々』玉藻前たまものまえとの相対と、お母さんやつるぎとの交流と、三者面談。


    　それを乗りこえ、目覚めたら、わたしの身体はふつうの状態に戻っていた。


    　お母さんの行方ゆくえはわからない。


    　どこかで、約束どおりに──わたしがそれを受けいれる準備が整うまで、『最高神のちから』を預かってくれているのだろう。


    「何ていうか、たいへんでしたね」


    　薄暗い映画館のなか。


    　わたしの横に座ったかがみが、ちいさく囁ささやいた。


    　今日は、わたしとかがみで、ふたりっきりのデートなのである。


    　すこしだけ可愛かわいらしい服装で、なんか三つ編みのかがみが、ぺこりと頭をさげた。


    「ご出産、おめでとうございます」


    「やめてよ。洒落しやれにならないから」


    　わたしはたぶん、子供はつくらない。


    　お母さんと和解して、もう『月つく読よみの血統』を絶やしてやる、みたいな強い忌き避ひ感かんはないのだけど──こういう因縁が繰りかえされるなら、やっぱり子供はいらない。


    　お母さんと、わたしの代で、終わらせるべきことなんだ。


    「その後、お身体のほうは変わりありませんか？」


    　心配そうに見てくるかがみに、わたしは苦笑した。


    「うん、いちばん不安だった体重も、ほとんど元どおりになったから」


    「ほとんどってことは、まだちょっとデブってるのですか？　あ、たしかに──よく見ると、ほっぺたのあたりとかが……ぷにぷに」


    「やめて！　触らないで！　これはその、お母さんとか関係なくて──引きこもって食っちゃ寝してたら、必然という名の悪魔がわたしの身体からだに宿らせた罪なの！」


    「あぁ、鎖さ々さ美みさん──春休みの間はずっと部屋からでてなかったですからね。そりゃ太りますよね、ふつうに。だから危機感をもって、こうして外出して動き回って、せっせと脂肪を燃焼しようとしているわけですね」


    「うん。今回の教訓は『部屋に引きこもって食っちゃ寝ばかりしていると、太る！』だよ」


    「まぁそれは当たり前のことなんですけど。あぁそっか、鎖々美さんは『最高神のちから』を失ったんですもんね、霊能力でダイエットもできないんですね……。まだ町も雪がすこし残ったままですし、今回の出来事はいろいろと尾を引きそうですね──」


    　かがみが物もの憂うげに溜ため息いきをついた。


    「うちの姉ねえさんも、いちおう『根の国』からちゃんとぜんぶ帰還して、元どおりになったはずなのですけど。まだ不安定なのか、ときどきバグった言動をするのではらはらします。こないだも『えへへ、かがみちゃん、一緒に寝ていい？　ハァハァ、何もエッチなことはしないから』って布ふ団とんに潜もぐりこんできましたし」


    　心配性なかがみに、わたしはふと気づいて言ってみた。


    「……ていうか、こんなお喋しやべりとかしてていいの？　映画に集中しない？」


    「む、無理なのです。断固として見ないふりするのです」


    　わたしの提案を、かがみは首をぶんぶん振って拒絶した。


    　その気持ちもわからないでもない。


    　無駄におおきな画面のなかでは、ホラー映画かと思うような血まみれスプラッタ映像がぶちまけられていた。


    　さっきから、かがみはわたしの服の裾すそをしっかり握りしめ、顔を俯うつむかせて、けっして画面を見ようとはしない。


    「いやー……」


    　わたしはお人形さんみたいなかがみの、艶つややかな黒髪を撫なでながら、


    「わたしたちの他にお客さんがいない時点で気づくべきだったけどね。やっぱり、もともと見る予定だった無難なアクション映画のほうにしとくべきだったんだよ。なのに、かがみが映画館に貼はってあった可愛かわいい動物だらけのポスターに興味をひかれて、『これが見たいのです！』とか言うから」


    　その場で予定を変更するのは、よからぬ事故を起こす可能性があるので、デートのときは気をつけないとだめなのだ。


    「まさかね……可愛かわいい動物たちがキャッキャ☆ウフフするほのぼの系の映画だと思ったら、その可愛い動物たちをいかに美お味いしく調理するかの映画だとはね……。なんていうか、『動物映画』と『動物を題材にしたドキュメンタリー映画』は、１８０度ちがうよね。あ、ゴマフアザラシの赤ちゃんが……」


    「いやぁぁ、ゴマちゃんが、ゴマちゃんがぁあ!?　ひいいっ、そんな、お醤しよう油ゆでーっ!?」


    　わたしの胸元に顔を埋うずめて、かがみは滂ぼう沱だと泣きじゃくっている。


    「もうお肉とか食べられないのです……にんげんは、みにくい生き物なのです……」


    　かがみは可愛いなぁ。
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    　その日の夕方である。


    　映画館で根気を使い果たしたかがみと、休憩をはさみながらお店をひやかしたりして、ごくふつうにデートをしたわたし。


    　あまり遅くなると過保護な家族が心配するので、とちゅうまで一緒に帰って、立ち話をしてから別れた。


    　時刻はお夕飯前だ。


    　高校生なんだし、泊まりにさえならなければ、もうちょっと遅くまで遊びまわっていてもいい気がするけど──はじめてのデートだし、お互い、保護者がうるさいしね。


    　かがみとは近所なので、別れたところから、我わが家まではすぐだ。


    　その間にも、いちどだけメールをしておく。


    【今日はとっても楽しかったよ。春休みのうちに、またどっか遊びにいこうね。焼き肉とか、バーベキューとかね☆】


    　すこし待つと、返事がかえってきた。


    【お肉の話題はよすのです】


    　よし、返信がきた。


    　うざくない程度に、メールをつづけてみる。


    【つぎは動物園とか行ってみる？】


    【それなら、たまもつれていってあげたいのです。こないだ、我が家で動物園のパンフレットを広げていたら、つれてってくれと喧やかましかったので】


    【べつにいいよ～。たまは良い子だし、人数は多いほうが楽しいしね】


    【あ、もう家につくのです。今日は、ありがとうございました】


    【うん。またメールするね、かがみ。愛してるよ（〉ε〈）】


    【うぜぇのですよ（=_=）】


    　こうした細かい積み重ねが、ふたりの絆きずなを強めるのである。


    　いやお友達を相手にするのにそういうこと考えるのおかしい気がするけど、わたしが参考にしてる本が『大好きなひとともっと仲良くなる♪ハウツー』とかそういう系だから。


    　なんで恋人といちゃつく関係の本はちまたにあふれてるのに、『高校生になって、初めてできた友達と仲良くするための本！』みたいなのはないんだろうなぁ。


    「お帰りなさい、ささみさん！」


    　おうちの前で、お兄ちゃんが雪かきをしていた。


    　汚れてもいいようにレインコート姿で、がっしゃがっしゃとスコップをふるっている。


    『改変』の影響が残ってるのか、いまだに雪が積もってる我わが町である。


    　白い息を吐いているお兄ちゃんに、わたしは微ほほ笑えんだ。


    「ただいま、お兄ちゃん」


    「ささみさんが外出するようになって、お兄ちゃんはほっとしてますよ～。これなら、春休みが終わったら、学校にもちゃんと行けそうですね」


    「そう言ってるじゃん。引きこもってたのは、すこし休んでただけだって」


    　まぁ、心配なのはわかるけど。


    　呆あきれていると、お兄ちゃんが朗ほがらかに問いかけてきた。


    「かがみさんとのデートは、楽しかったですか？」


    「うんっ☆」


    「そうですか」


    　お兄ちゃんは和なごやかな雰囲気のまま、ぎりぎりぎりっ、と歯は軋ぎしりをした。


    　怖こわっ。


    「ちくしょう。いえ、お兄ちゃんはヤキモチなんて焼いてませんよ。ささみさんの幸せが、僕の幸せですから。けっしてささみさんを独り占めにしてるかがみさんに嫉しつ妬として、その苛いら立だちをぶつけて、がむしゃらに朝からずっと雪かきをしていたわけじゃありませんよ」


    「うわっ、よく見るとこのへんほとんど雪かきが終わってる!?　朝はあんなにたっぷり積もってたのに!?　どんだけヤキモチ焼いてたの!?」


    　お兄ちゃんの性格ならぜったいに邪魔しにくると思ってたのに、姿を見せなかったのは、雪かきでストレスを発散させていたせいらしい。


    　お兄ちゃんも、むかしに比べれば、空気読めるようになったんだなぁ。


    「もうちょっとで完了しますから、お夕飯はちょっと待ってくださいね」


    「わたしも手伝うよ、お兄ちゃん」


    　何だか自分が遊んでたのにお兄ちゃんだけ働かせてたのが、すこし申し訳なくて、わたしはお兄ちゃんからスコップを奪うとそのへんの雪に突き刺した。


    　それに、雪かきって初めてで、ちょっと興味あるし。


    「えいっ……やっ」


    　スコップにちからをこめて、意外と重たい雪をそのへんにどかして。


    　わたしは力尽きた。


    「あ痛たたっ、腰が痛いっ。もう無理、あとはお兄ちゃんに任せたっ」


    「弱っ!?　あぁ、待ってくださいささみさん！　もうひとつスコップをもってきますから、ふたりで雪かきしてご近所の奥さんとかに『あらあら、兄妹で仲良しなのね☆』『兄妹!?　いいえ、夫婦です!!』と──」


    「わけのわからないことを言いながら抱きついてくるな!!」


    　ひとりで家に残されて寂しかったらしいお兄ちゃんに、背後から抱きすくめられて。


    　いろいろあったけど、ようやく元どおりかなぁ、なんて安心していたけど──。
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    「こんにちは」


    　不意に、声が響いた。


    　とろけるような、丹念につくられた砂糖菓子のような声だった。


    　わたしは抱きついてくるお兄ちゃんを「ぐいぐい」と押しのけながら、びっくりして──真横を振り向いた。


    　そこに、『彼女』は立っていた。


    　わたしと同い年ぐらいの女の子だ。


    　着ているのは桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服。


    　色の抜けた、そのくせ艶つややかな髪の毛は長く、頭の左右で結ゆわえて垂たらしている。


    　小柄なのに、唇くちびるはぷっくりとしていて、胸元は肉感的におおきくふくらんでいて。


    　何だか変な表現だけど、現実にとびだしてきた二次元の美少女みたいだ。


    「えっと……」


    　周りにわたしたち以外には誰もいないのを確認してから、わたしはご近所さんかな、挨あい拶さつしなきゃ、と思ってちいさく会え釈しやくをした。


    「こ、こんにちは」


    　それだけで社しや交こう辞じ令れいをすませたつもりになって、雪かきをする作業に戻ろうとしたわたしだけど、女の子は「くっくっく！」と魔女みたいに笑うと歩み寄ってくる。


    　俯うつむきがちなわたしとちがって、真っ直すぐにこちらを見つめて。


    「月つく読よみ鎖さ々さ美みさん？」


    　名前を呼んできた。


    　わたしは驚いて、彼女をまじまじと見つめる。


    「えっと、どこかでお会いしましたか？」


    　同年代の女の子を相手にしているのに、なぜだか敬語なわたしである。


    　まぁわたしは自宅の前にいるのだし、『月つく読よみ　神かみ臣おみ　鎖さ々さ美み』と表札がかかっているのだから、当てずっぽうでもわたしの名前を指摘することは可能なのだけど。


    　何だか、この女の子は──やけに親しげだった。


    　だから知りあいなのかと、邪じや推すいしたのだけど。


    「そんなに警戒しないで」


    　女の子は獲物を捕食する蛇へびみたいに、顔を近づけてくる。


    「初対面だと思うけど。ほら、あたしも桜こノの花はな咲さく夜や学園の生徒なの」


    　制服のスカートをつまんで、ちょこんとお辞じ儀ぎ。


    「あなたと同じで、四月から二年生ね。あぁ、あなたは有名人だから──名前ぐらいは知っているのよ。ほら、ずっと登校してこなかったのに二月になってから急に顔を見せたうえに、教師の妹だとか、すごく気になるじゃない。みんな、あなたに興きよう味み津しん々しんなのよ」


    「はぁ……」


    　まぁ、そうだろうなぁ。


    「一年生ではクラスがちがったから、お近づきになれなかったけど」


    　女の子は無む垢くに微ほほ笑えんでいる。


    「あたしのこと、覚えてくれると嬉うれしいわ。あたし、桜ノ花咲夜学園の生徒会長をやっているから、何か困ったことがあったら言ってちょうだいね」


    　うちの学校の生徒会長？


    　こんな娘こだっただろうか？


    　ていうか、これまでは一年生だったのに──いきなり生徒会長になれるものなの？


    「お友達に、なりましょう」


    　けれど手を差しのべられて、お友達、っていう甘美な言葉に踊らされて。


    　わたしは深く考えずに、彼女と握手をしてしまった。


    　先日の騒動の結果──校内の『神々』はかがみが平定してくれたから、彼らが都合よく『改変』した生徒が近寄ってくることはない。


    　お友達ができたとしたら、純粋な、わたしの実力の結果。


    　かがみが告げてくれたその言葉が事実なら、この女の子の申し出は素直に喜ばしい。


    「…………？」


    　面おも映はゆく思っていると、女の子が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


    　手を繋つないだまま、どうしたのだろう、とわたしが首を傾かしげると。


    



    「おやおや、良かったですねささみさん──お友達が増えて」


    



    　わたしに抱きついたままだったお兄ちゃんが、不意に声をあげる。


    　いつになく真剣な、刺とげ々とげしいとすらいえる口調だった。


    「僕からも頼みます、どうか──仲良くしてあげてくださいね。ささみさんは、お友達が少ないので、ちょっと心配していたのですよ」


    　そこで初めてお兄ちゃんの存在に気づいたみたいに、「ぎょっ」として目を見開いた女の子に、お兄ちゃんは淡々と告げた。


    「ただし。もしも、ささみさんを利用して良からぬことを企くわだてたり──ささみさんを傷つけるようなことがあったら、たとえお友達でも、僕はゆるしませんからね」


    「お兄ちゃん、顔を……」


    　わたしは気づいた。


    　お兄ちゃんは、珍しく顔を隠していない。


    　背後から抱きかかえられているせいで、太陽が逆光になってぼやけているけど。


    　やけに色鮮やかな両目が印象的だった。


    「ふぅん」


    　何歩か後ずさり、警戒するように身体からだを緊張させていた女の子は──。


    　腰に手を当てて、お兄ちゃんをじろじろと眺めた。


    　そして、意味不明な問いかけをするのだ。


    「あなたは蝦夷えみし？　それとも土つち蜘ぐ蛛も？　いいえ、荒あら脚絆はばきかしら？」


    「あなたが想像しているものとは、ちがうと思いますよ」


    　お兄ちゃんののほほんとした返答に、女の子は「くっくっく！」と笑った。


    「なるほどね」


    　恍こう惚こつとして頷うなずくと、わたしたちに背を向ける。


    「ますます興味が湧わいてきたわ。面白いわ、あなたたち」


    　白鳥の翼じみた、つまり天使みたいな、髪の房を羽ばたかせて。


    「それじゃあ──ご挨あい拶さつはこのへんで。二学年では、同じクラスになれたらいいわね」


    「えっと、あなた、名前は？」


    　そういえば聞いてなかったなと、わたしが問いかけると。


    　彼女はいちどだけ振りかえって、悪魔みたいに笑った。


    「あたしの名前は蝦え怒ど川がわ情雨じよう。変な名前でしょう？　以後、よろしく──鎖さ々さ美みさん」


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　これはあとから聞いた話である。


    



    　蝦え怒ど川がわ情雨じようと名乗った女の子はわたしたちと別れ、そのまま桜こノの花はな咲さく夜や学園へと向かう道筋を優雅に歩いていく。


    　冬枯れした、針金のような桜並木の途中、歩道と車道を隔へだてるガードレールに腰かけて、ひとりの女の子が足をぶらぶらさせている。


    　小学生ぐらいだろうか、外国人らしく、目鼻立ちがくっきりしている。


    　なぜか平凡な町中に似合わないメイド服を着ていて、頭からは、これまた現実にはありえない狐きつねの耳が生えていた。


    　スカートの奥からは、ふわふわした、たくさんの尻しつ尾ぽが覗のぞいている。


    「冷や冷やさせますわね」


    　幼い見た目に似合わない、妖よう艶えんともいえる態度で、少女はぼやく。


    「あなたが直接、行動なんて珍しいこともありますのね。どういう風の吹き回し？　いつもは指示をだすこともせずに、あたくしたちにぜんぶ投げっぱなしなのに」


    「あら、聞こえてなかったの？　あたし、興きよう味み津しん々しんなのよ──あの娘こにね」


    　情雨は笑えみを浮かべて、そのまま歩いていく。


    　立ちあがり、影のように寄り添うメイド少女に、物もの憂うげに溜ため息いきをついて。


    「ただ、目的は果たせなかったけどね」


    　ひどく残念そうに言った。


    「あの娘──『最高神のちから』を失ってるわ」


    　その言葉に、メイド少女は目を見開いた。


    「うっそ？　そんな感じはしませんでしたけど──あたくしはおっかなくて近づかなかったけど、この距離からでもかなり強大な『神格』を感じましたわよ？」


    「偽装よ。『最高神のちから』が消えた抜け殻がらにも、それなりの『神格』が残されるのは──あの邪や神がみつるぎとかいう、太陽神アマテラスの残ざん骸がいを見てもわかったでしょう」


    　先ほどわたしと繋つないだ手のひらを、目の前にかざして、情雨は肩をすくめる。


    「当てが外れちゃったわ。握手、つまり物理的接触、すなわち侵攻と同時に──あたしに宿った神霊『まつろわぬものアラハバキ』の能力で『最高神のちから』を吸いあげてやろうと思ったのに」


    　口調とは裏腹に、情雨の表情は世にも楽しそうな満面の笑みだ。


    「まぁいいわ。思わぬ拾いものもあったし──これから、楽しくなりそうね。二年生になるのが、いいえ、春が……待ち遠しいわ」


    　その言葉に反応したみたいに。


    　偶然か、それとも──いつだったか、わたしの気持ちをさとって周りの『神々』がそうしたように、周りの桜が満開になって、花吹雪を散らしはじめる。


    「あなたが何を考えてるのか、あたくしには、わかりませんけど」


    　あわてん坊な春のなか、ぞっとするほど美しい情雨じようを、メイド少女は追いかける。


    　親に必死についていく、あどけない子供みたいに。


    「あなたは、あたくしたちの主人ですわ。つまり居場所で、理由ですのよ。たとえあなたが破滅を望んでも、あたくしたちは、それに従うだけですわ」


    「ええ、期待してるわよ」


    　情雨は舞台役者のように、両手を広げて宣言した。


    「すべては、あたしの幸せのために。つまり、あたしの私利私欲のために。悪徳オカルト結社『アラハバキ』の総力をもって、この国で、世界で、『神様』だなんて偉そうにふんぞりかえってる連中に──唾つばを吐きかけてやりましょう」


    「お望みのままに、『おじょうさま』」


    　魔女と狐きつねは歩いていく。


    　彼女たちの思うがままに、不ふ遜そんに、けれど自由に。


    



    　わたしが、彼女──蝦え怒ど川がわ情雨の正体を知るのは。


    　ほんのちょっと、あとになってからの話である。
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     特別編　クシナダヒメ


    


     第十三話／ないしょの☆のぞみ①


    



    　あたしの名前は櫛くし名な田だ希のぞ美み。


    　私立岩いわ永なが小学校の三年生で、クラスでは委員長をつとめてるのよ。


    　背がちいさくてお喋しやべりがへたで、あんまり目立つところのない、地味な女の子だけど。


    　あたしには、ひとつだけ──とっておきの『ないしょ』があるのよ。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　近ごろ、あたしにはひとつだけ悩みがあるのよ。


    　悩みというより、疑問かもしれない。


    　クラスメイトのひとりが、みょうにデカいのである。


    （う～ん……）


    　能率が悪いからと午後の授業が廃止されて、午前中だけで終わってしまう水曜日──。


    　基本的な計算の方法を教えてくれる授業の途中で、あたしは正面に視線を向ける。


    　そこに、ひとりの女の子が腰かけている。


    　ううん、『女の子』なんて呼ぶことに違和感をおぼえるような、手足がすらりと長い、ＴＶのなかの芸能人みたいな、というか漫画の登場人物みたいな、すっごいきれいなひと。


    　年齢はあたしと同じのはずだけど、身長はほとんどあたしの二倍から一・五倍ぐらいで、髪の毛も日本人ばなれした太陽の光みたいな金色で、身体からだも第二次性徴を迎えていない同年代のみんなと比べて、あからさまに凹おう凸とつがある。


    　ごく平凡なうちの学校に、まったく馴な染じんでいないのよ。


    「ほわわわ……」


    　彼女──邪や神がみたま、という名前のあたしの不可解なクラスメイトは、おもむろに欠伸あくびをすると、「ぶんすう？　わかんない～このぶんすうをつくった料理人は誰じゃ～？」とかぶつぶつ無意味なことをつぶやいている。


    　独り言の多い女の子なのよ。


    　まだ肌寒さが残る二月の後半──もうちょっとで『三年生』がぜんぶ終了する、消化試合のような授業の最中、わたしはじっと彼女のことを観察する。


    　やっぱり、何度見ても──変よ、おかしいのよ。


    　なんで、うちのクラスには、たまちゃんみたいなおとなのひとが混じってるの？


    （そうよ、おとななのよ。どう見ても、おかしいのよ）


    　授業の内容はもう塾で何度もやったところだったので、あたしは退屈していて、机に片かた肘ひじをついたまま、たまちゃんのことを観察する。


    （先生とかに『どうして、おとなのひとがいっしょに授業してるんですか？』って尋たずねても不思議そうな顔をされるだけだし、クラスメイトも、みんな馬鹿だからか、気にしてないけど──おかしいのよ、おとなは、小学校にいちゃいけないのよ）


    　同じ年齢だから、という意味のわからない理屈で、あたしはかんぜんに理解してる三年生の算数なんかの授業を、いっしょに受けなくちゃいけないのよ。


    　高校から先は飛び級とかもできるらしいけど、小学生であるいまは、みんなより先にあれこれ学んでもむなしいだけ。


    　塾でがんばって勉強して、無理してひとりだけ先に進んでも、親が『偉いわね、希のぞ美みちゃん。他の子よりも頭がいいのね』とまちがった褒ほめかたをしてくるだけなのよ。


    （たまちゃんは、ふつうのおとなよりも勉強ができなくて、だから小学校でいっしょに授業を受けているの……？　でも、それならそう言えばいいんだし、たまちゃんは『同い年』だって本人も、周りのみんなも言うし──だけど、おとななのよ。そう見えるのよ）


    　なぜか登下校の最中とかは、通行人とか、警察のひとが『どうしてランドセルを背負ってるんですか？　恥ずかしくないんですか！』とたまちゃんに怖こわい顔をすることがあるのに、学校のなかでは、不自然なくらいに誰も何も言わないし。


    　そこには、何か『ないしょ』があるはずなのよ。


    「ほわ？」


    　たまちゃんが、不意にあたしの視線を察したのか、振りかえってこちらを見てきた。


    「なぁに、希美ちゃん？」


    　ふだんはお馬鹿さんそのものなのに、ときどき、みょうに勘がいいのよ。


    「べつに……」


    　あたしは慌てそうになったけど、ついでに、前から言いたかったことを主張してみた。


    「たまちゃん、おっきいから。黒板が見えないのよ」


    　それは事実だった。


    　たまちゃんが前だと、ほんきでじゃまなのよ。


    　そんなの、わかりきってるのに──席順は下の名前の五十音順で決まっているから（『たま』のつぎが『のぞみ』なのよ）、困りものなのよ。


    「そうなの？　んー……じゃあ、こうすればいいよ♪」


    　たまちゃんが、おもむろにあたしに手を伸ばし、恐ろしいことにかんたんに抱きあげて。


    　あたしを、自分の膝ひざのうえに座らせてくれた。


    「これなら希美ちゃん、黒板見えるお？」


    　にっこり微ほほ笑えむ無邪気なたまちゃんに、今日もあたしは、何も言えないのよ。


    
      



      ☆　☆　☆

    


    



    　その日の放課後なのよ。


    　お昼ご飯を食べたあとは、もう授業は終わりだから、みんなでお掃そう除じをする。


    　その後は部活動とか、選択授業とかを受けてもいいし、おうちに帰ってもいい。


    　生徒の自主性が何ちゃらかんちゃらということで、そういうシステムになってるのだけど。


    　しょうじき、午後がまるまる『自由』だと、時間をもてあますのよ。


    　水曜日は、あたしはクラス委員の集まりがあるから、ちょっと憂ゆう鬱うつ。


    　この役職が、そもそもじゃんけんで負けて無理やり押しつけられたもので、お母さんは『立派な肩書きがあるのは、良いことよ』と満足げだけど、面倒なだけなのよ。


    　しょせんは小学校の委員会だし、とくべつな権力が与えられてるわけでもないし。


    　みんなで顔をあわせて陳腐な議論をこねくりまわして、おとなの真ま似ねごとをするだけ。


    　ばっかみたい。


    （そういえば──）


    　机などを前のほうに集めた教室で、床を箒ほうきではきながら、あたしは疑問をおぼえる。


    （たまちゃんは、いつも放課後、さっさと帰っちゃうのよね）


    　部活動や選択授業、あるいは課外授業や就労体験をするかしないかは生徒の『自由』なので、遊びたいざかりの周りのみんなは参加しないことも多いのよ。


    　でも、たまちゃんは人気者だし（それこそ、委員長なんて肩書きがあっても、誰からも尊敬されないあたしなんかとは比べものにならないぐらい！）、背も高くて運動もすごく得意だから、部活動とかは引く手あまたなのに。


    　お誘いのすべてを断って、もちろんお勉強が嫌いらしい彼女は授業なども受けずに、ふらりと帰っちゃう。


    　幼なじみの佐さ藤とうによると、男の子たちと公園なんかで遊んだり、お姉ねえさんがいるっていう高校に行ったりしてるみたいだけど。


    「ねぇ、たまちゃん」


    　バケツに雑ぞう巾きんをつっこんで「ひーん！　冷たい！　南極物語！　タロとジロが可哀かわい想そうすぎる！」と騒いでいたたまちゃんに、そっと近づいて問いかけてみる。


    「たまちゃんって、放課後とか、いつも何してるの？」


    「ほわわ……？」


    　たまちゃんはお馬鹿っぽく大口をあけて、何も考えずに応えてくれる。


    「えっとねー、あのねー、たまね、おとなにならなくちゃいけないから。『怪異』とかね、『悪神』とかー？　食べあるき！　この町、『怪異』が山盛りだから、たまのご飯がたくさんあって、成長にいいってつるぎ姉ねえが！」


    　それは日本語？


    　何言ってるのか、さっぱりわからないのよ。


    「希のぞ美みちゃんは、放課後なにしてるの？」


    　じゃーっ、と雑ぞう巾きんをすごい腕力でしぼって、たまちゃんが首を傾かしげる。


    「遊びにさそっても、いつもお断りだし。たまは寂しいお？　あのねー、ちかごろねー、公園でサッカーしてるんだけどね？　女の子、たましかいないから、希美ちゃんもやらない？」


    「サッカー？」


    　ＴＶとかで見るのは嫌いでもないけど、自分でやるのはちょっとなぁ。


    「無理よ。あたし、運動とか苦手だし」


    「お勉強はとくいなのに!?」


    「お勉強と運動のレベルに関連性はないのよ。それに、塾とかあるし」


    「じゅく？」


    　きょとんとする、たまちゃん。


    　まぁ近ごろは一昔前とくらべて、親も、あんまり塾だお勉強だお受験だってうるさく言わなくなったらしいからね──存在そのものを知らないひともいるのよ。


    　それはとても、幸せなこと。


    「すいませ～ん」


    　無駄話をしていると、廊下から声が聞こえてきた。


    「──あの。邪や神がみたまちゃん、いますか？」


    「ほわわわ……？」


    　たまちゃんが機敏に立ちあがって（立つと、びっくりするほどデカい）そちらへ向かう。


    「あれ～。お肉だ、何してんの～？」


    　おにく？


    　謎なぞな単語が気になって、あたしもそちらを見てみたのよ。


    　たまちゃんの図体が邪魔でよくわからなかったけど、そこには高校生ぐらいの女の子が立っていて、たまちゃんに何かのちいさな包みを手渡していた。


    「たま、あんたお弁当忘れたでしょ。お台所にこれ置いてあったから、ちょっと迷ったんだけど、届けてあげようって思って──べ、べつに、あんたがおなかを空すかせてたら可哀かわい想そうだとかじゃなくて、ただの気まぐれなんだからね！」


    　なんかツンデレしてる、その女の子の頭部に──。


    　ぴくぴくと動いてる、白くて細長い、うさぎの耳が生はえているような……？


    　一瞬しか見えなかったし、ぼんやりしてたから、あたしの錯覚かもしれないけど……。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    【希のぞ美みへ】


    　そのあと。


    　掃そう除じと、冗じよう長ちようで散漫な委員会が終わったあと、狙ねらいすませたかのように携帯電話に着信。


    　お母さんからのメールなのよ。


    【塾の先生が体調を崩したとかで、今日は休講みたい。なので直接、おうちに帰宅しなさい。アリスのお散歩と、お洗せん濯たくをやってもらえると助かるわ】


    　アリスはうちの犬の名前なのよ。


    　よく迷子になるから、アリスなのよ。


    　それはともかく──塾が休みかぁ。


    　予期せぬ暇ひまな時間を与えられても、あたしは困ってしまうだけなのだけど。


    　でも自宅に直帰して、偉そうなくせに家事とかをあたしに丸投げして、何とも思わないお母さんの思いどおりに労働するのもいやなので、あたしは──。


    【ちょうど委員会の仕事があるので、そちらに参加します】


    「校内の草むしりです……と、これで、帰宅が遅くなってもだいじょうぶ」


    　メールの返信を終えて、あたしはランドセルを背負ったまま、昇降口から外にでる。


    　自由時間をつくってみたけど──さて、どうしましょ。


    （ネットカフェにでも寄ろうかしら。八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳの、ネカフェ限定アイテムが欲しいけど──それか、たまちゃんに誘われたことだし、サッカーとか……？　でも、男子がいるのはやだなぁ、あいつら下品なんだもの──）


    　考えながら、ひとりで天あめの沼ぬ矛ぼこ町ちようの道路を歩いていく。


    　その途中で、あたしはふと気づいたのよ。


    　延々と道沿いにつづいている、家々の塀や壁など──。


    　その途中に、ぽっかりと不自然に存在する路地裏。


    　いつもは気にもせずに通過するその薄暗がりに、あたしは目を凝こらす。


    （あぁ、まただ……）


    　酷ひどい悪お寒かんをおぼえる。


    　あたしには、ぜったいに誰にも話せない、たったひとつの『ないしょ』があるのよ。


    　最初は猫かと思った。


    　ううん、そう信じたかった。


    　路地裏に置かれた、誰が利用しているのかもわからないプラスチックのゴミ箱。


    　そこに頭をつっこんで、何かが生ゴミをあさっている。


    　節くれだった、樹木の幹みたいな足が八本ある、それは巨大な蜘く蛛もに見えた。


    　全体的にぼんやりしていて、よぉく目を凝こらさないと見えにくい。


    　その図鑑には載っていないたぐいの、意味のわからない化け物の身体からだには、中年男性の頭部にしか見えないものが葡ぶ萄どうの粒みたいにたくさんついていて、ぺちゃくちゃと何やら独りごちながらゴミ箱のそばでうごめいている。


    （うっ……）


    　あたしは足が震ふるえて、金縛りになったけど、無理して目を逸そらした。


    （見えない、見えない、あんなもの──存在しない、ありえない）


    　必死に念じて、自分のものじゃないみたいな足を動かして、がむしゃらに走り去った。


    　息が切れるまでダッシュして、疲れきって、道の真ん中で呼吸をととのえた。


    　教科書のつまったランドセルが重くて、倒れこみそうになる。


    「あれ、希のぞ美み？」


    　血管が凍こおるような寒気を、懸命に堪こらえていると、横合いから声がかけられた。


    　気づくと、ぼんやり目指していた公園のそばにあたしはいて、そこではたまちゃんを中心にクラスの男子とかがサッカーをしていた。


    　そのお子様らしい集団のなかから、あたしに声をかけてきたのは、佐さ藤とうだ。


    　佐藤大やま和と。


    「どうしたの？」


    　眼鏡めがねをかけた、あたしよりほんのちょっと背が高いからって、なんか偉そうな顔をしているこの幼なじみは、駆け寄ってくると心配そうな顔をした。


    　悪いやつではないのだけど。


    　佐藤には、わからないのよ。


    「何でもない」


    　サッカーに混ぜてもらうような、気力も体力もなかった。


    「帰る」


    　あたしに気づいたクラスメイトたちの「なんで希美がここにいんの？」「どうせ塾の通り道かなんかなんだろ？」みたいな視線がいやで、あたしは踵きびすをかえし、おうちへ向かった。


    　背の低い子供たちのなかで、頭ひとつ抜きんでた、たまちゃんが──。


    「…………」


    　珍しく無言で、あたしを見据えていたのが気になった。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　その日の晩、あたしは夢を見た。


    　しっかり鍵かぎを締めたはずの窓を開けて、あの路地裏で見た蜘く蛛ものような化け物が、こっそり侵入しようとして──。


    　脈絡もなく登場したたまちゃんに、殴なぐりつけられて、ぶち倒される夢だった。


    



    　──ごめんねごめんね、希のぞ美みちゃん、ごめんね。


    



    　必死で謝っているたまちゃんの、涙を浮かべた表情が、やけに印象的だったのよ。

  



  
     第十四話／ないしょの☆のぞみ②


    



    　塾はしばらく休講になった。インフルエンザが蔓まん延えんしてるらしい。


    　あたしの人生にはよくこういうことがあって、強く『こういうふうになればいいな』と念じたことが実現したり、逆に『こうなったらいやだな』と悩みすぎたらそのとおりになるし、なんだか意図的にこのちから（？）を操れたらお金が儲もうけられそうなのよ。


    　まぁ偶然なんだろうけど。


    「三時間でお願いします」


    　あたしは学校帰りに、行きつけのネットカフェに寄ることにした。


    　塾がお休みだからって、律りち儀ぎに早く帰宅して家事やらお勉強やらをやるのも、死ぬほどいやとはいわないけど、すこし悔しいのよ。


    「はい。七百円になります」


    　あたしを見慣れているネカフェの店員さんは、最初のころこそ「なんで小学生が？」みたいな顔をしていたものの、最近はとくに何も言うことなくスルーしてくれるのよ。


    　あたしは良い子だから、お母さんからお小遣いだけはたくさんもらっているので、この程度の出費ならさほどお財さい布ふは痛まないのよ。


    　まぁ、毎日のようにくるのは無理でも──一週間にいちどぐらいなら。


    （相変わらず、酷ひどい煙草たばこのにおいなのよ）


    　眉まゆをひそめて、背伸びをして、会員カードと代金を提出する。


    　店員さんは機械的に、あたしに利用時間などが書かれた紙が挟まったクリップを渡してくれると、いつもと同じ台詞せりふを口にする。


    　でも「灰皿は利用いたしますか？」は、さすがに疑問をおぼえてほしい発言なのよ。


    　あたしはランドセルを揺らして、うっすらと紫煙が満ちたネカフェを歩いていく。


    　途中でドリンクバーでお茶をいれて、零こぼさないようにゆっくりと歩いていく。


    （さて、もうあのひとはきてるかしら……？）


    　いつもはネットゲームや、インターネットをしたり、自宅に一冊もない（お母さんがすぐに捨てるのよ）漫画を読んだりするところだけど。


    　今日は、他に用事があるのよ。


    　あたしは自分のブースに辿たどりつくと、ランドセルなどを置いて、あたしの身体からだにはちょっとおおきなリクライニングチェアに深々と腰かける。


    　そして携帯電話を眺めて──。


    【到着しました】


    　メールを送信する。


    　そして指示のとおりに、ネカフェに備えつけのパソコンを起動させて、デスクトップにたくさん並んだアイコンから『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』をクリック。


    　たいていの大作オンラインゲームは、ネカフェのパソコンにインストールされてるのよ。


    　まぁ『八岐大蛇ＳＮＳ』は、名前のとおり分類的にはＳＮＳなんだけど──。


    　他人と交流するのがあんまり得意でないあたしは、もっぱらゲームとして楽しんでるのよ。


    　短い待ち時間のあと、ＳＮＳ画面が表示される。


    （あぁ、まだ復旧作業が終わってないのね……）


    　こないだ謎なぞの事故（？）によって『八岐大蛇ＳＮＳ』は大規模なシステムダウンを発生させてしまい、依然、かんぜんには元に戻っていないのよ。


    　とはいえ最低限の機能は復活したので、『八岐大蛇ＳＮＳ信者やまちー』としては嬉うれしいところ。


    【お疲れさま】


    　画面内に存在するあたしのキャラ──ヒメという名前の、あまりお金も時間もかけられないからさほど強くない女武士が、メッセージを受けとったと主張する。


    　あたしはぞくりとして、ネカフェの凸でこ凹ぼこしたキーボードをぎこちなく叩たたいた。


    【お待たせしました、ササミサン】


    『八岐大蛇ＳＮＳ』で、あたしと同じギルド（コミュニティ）に参加している、ササミサンという名前のひと──。


    　あたしなんかと比べものにならない強者に、緊張しながら挨あい拶さつする。


    　あたしは今日、このひととリアルに接触する予定なのよ。


    　ほんとは、ネットの知りあいとなんて、迂う闊かつに接触しちゃいけないんだけど──。


    　たまたまササミサンが同じ町内の人間らしいこと、そしてあたしの悩みをちゃんと理解して、解決方法を知っているらしいことが、あたしの背中を押した。


    【相談内容は、あらかじめ聞いてるけど】


    　いまササミサンはあたしと同じネカフェの店内にいるはずだけど、人見知りなのか、何か理由があるのか、基本的にメッセージ機能で会話することにしている。


    【……幽霊が見えるんだって？】


    　ササミサンは端たん的てきに述べてきた。


    　彼女（ネット上のことなので、ほんとに女性かはわからないけど）とは、いまは閉鎖してしまった自称霊能力者のＨＰで知りあって、それから交流がつづいている。


    【はい。昨日も、見間違いかもしれないけど──蜘く蛛もみたいな化け物を見かけて】


    【たいへんだね】


    　ササミサンは平然と、ぜったいにお母さんは信じてくれないことを、受けいれてくれる。


    【早めに対処しないと、危ないかもしれない。わたしも半人前だから、たいしたことはできないけど──気休め程度のおまじないとかなら、教えてあげられるから】


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    【ヒメちゃんは『幽霊』っていう表現をつかってるけど】


    　ササミサンは、あたしの『八岐大蛇やまたのおろちＳＮＳ』でのハンドルネームで呼びかけてくれる。


    　個人情報をあまり教えるのはどうかと思うので、あたしも櫛くし名な田だ希のぞ美みじゃなくて、ヒメとして振る舞うのよ。


    【この国では基本的に人間は生きかえったりしないから、厳密には幽霊じゃなくて、妖よう怪かいとか、化け物とかいったほうがいいかもね。怨うらみを抱いて成じよう仏ぶつできない幽霊なんかじゃなくて、人間を餌えさとか、あるいは石ころ程度にしか思っていない人じん外がいを、ヒメちゃんは見てる】


    　ササミサンは、丁てい寧ねいにメッセージを送ってくれる。


    【人間はたいていの場合、そういった化け物よりも弱い。ヒメちゃんはたまたま感受性が強くて（『霊感が強くて』っていってもいい）、そういうものを認識してしまうけど、それはちょっと危険なことなんだよ】


    　彼女の言葉は確信的で、信じられると思うのよ。


    　上っ面つらだけのきれいごとばかり喋しやべる、学校の先生や、お母さんよりも。


    　誰が、化け物を見て悩んでいるあたしを、真ま面じ目めに相手にしてくれるだろう。


    　他のみんなには、見えないから、誰にも共感してもらえないのよ。


    【ヒメちゃんみたいに、生まれつき霊能力の強い、『神格』が比較的に高い人間は──化け物に狙ねらわれやすい。襲われて、ちからを吸われたり、食べられたり、下手をすれば『神隠し』にあってこの世界に帰ってこれなくなる】


    【どうすればいいんですか？】


    　怖こわくなって、あたしは問いかける。


    　だけど、ササミサンにも効果的な対処法はわからないらしい。


    【基本的に、どうしようもないよ。人間は化け物よりも弱いから。狙われたら抵抗できない。なるべく、近づかないように、見ないように努力するしかない。病気みたいなもので、一生付きあっていかなくちゃいけないこと。ある程度、修行をすれば自分のちからを制御できるようになるけど、そういう修行とかをさせてくれる霊能力者の組織にも、化け物とはちがった意味で関わらないほうがいいから】


    　八はつ方ぽう塞ふさがりなのよ。


    【いちおう、お守りをつくってきたから。これで、ある程度は自衛できるはず。真ん中に埋めこまれた宝石が、黒く濁ってきたらまた連絡して。交換してあげる。あと、何かあったらすぐに連絡して、できるかぎり協力するから】


    　となりのブースで「がたっ」という音がした。


    　そして、あたしのブースとの仕切りが横滑りして、にゅっと手のひらが伸びてくる。


    　ネカフェのブースは、何人かで利用するひとのために、仕切りを取り払うことができるのよ。


    　わずかに、窓みたいに開いた仕切りの向こうには、ひとりの女の子が座っていた。


    　このひとがササミサンなんだろうか。


    　その手のひらには、ビー玉みたいなものが埋まった、指輪がのっていた。


    「これ、もらっていいの？」


    　あたしが問いかけると、ササミサンはゆっくりと頷うなずいた。


    　意外と若い──近所の高校の制服を着ていて、なぜか顔を学生鞄かばんで隠してるのよ。


    　あたしが指輪を受けとると、すぐに彼女は仕切りを閉めて、また引っこんでしまったけど。


    【ごめんね。わたしと関わると、というか、わたしみたいなのがあなたを贔ひい屓きにしてるのが『神々』にばれると、やっかんだ『神々』にあなたが攻撃されたり、よくないことが起きるかもしれないから。この程度の接触が限界なの】


    　よくわからないけど。


    「ありがとう、ササミサン」


    　あたしは嬉うれしくなって、地声で感謝の言葉を告げた。


    　となりのブースでは「珍しく寄り道をしてるから気になって尾行してみたらこんなところで何をしてるんですかささみさん!?　顔を隠したりして僕の真ま似ねですか!?　ははぁんコスプレですね!?　愛の行為ですね!?」「うっぎゃああ!?　どっから現れた変質者ぁあ!?」と何か騒ぎが起こっていたから、あたしの声は届いてないかもしれないけど。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　だけど、せっかくのササミサンの気遣いも、すぐに無駄になっちゃった。


    　ネカフェは会員カードを提示しなくては利用できないし、そこには電話番号や住所など、あたしの個人情報が書かれている。


    　頻ひん繁ぱんにネカフェを利用する小学生──あたしのことが、さすがに気になったのか、余計な心配をした店員さんが、うちに連絡してしまったのよ。


    　もちろん、それを聞いたお母さんは烈火のように怒った。


    　あたしは真ま面じ目めで、学校では委員会の活動を熱心に行い、自由時間にはお勉強をしている、優等生でなくてはいけなかった。


    　寄り道をして、煙草たばこと退たい廃はい的てきな雰囲気が満ちる、ネカフェで遊んでいてはいけなかった。


    　お母さんに髪の毛を引っ掴つかまれ、怒ど鳴なられて、指輪も見つかって──奪われた。


    　──あなたを心配してるのよ。あなたが憎くてこんなことをしてるんじゃないのよ。


    　お母さんが口にした言葉は、まるで笑えない冗談みたい。

  



  
     第十五話／ないしょの☆のぞみ③


    



    「希のぞ美みちゃ～ん☆」


    　その数日後。


    　溜ため息いきをつきながら登校してると、背後から大声が聞こえてきた。


    　ぎょっとして振りかえると、たまちゃんが砲弾みたいな速度で突っこんできていた。


    「わっ」


    　あたしは思わず何歩か素早くジャンプして避よけて、たまちゃんは真っ直すぐ直進したせいで電信柱に盛大に激突した。


    　ごつん、とかなり痛そうな音がする。


    「だ、だいじょうぶ？」


    　心配になって恐る恐る声をかけると、たまちゃんは「ぶいっ」とＶサインをする。


    「うんっ。たま、元気っ」


    　痛みとか感じないんだろうなぁ。お馬鹿だからなぁ。


    　と失礼なことを考えているあたしの手を、たまちゃんは握りしめた。


    「ねぇねぇ希美ちゃん、いっしょに学校いこ？」


    　わりと切実な感じにそんなことを言われたので、あたしは首を傾かしげる。


    「いいけど──」


    　同じ通学路だし、これまでも何度かいっしょになったことがあった。


    「なんで？」


    　べつに、あたしとたまちゃんは友達じゃないのよ。


    　みたいなことを言うとたまちゃん泣いちゃうだろうから、言わないけど。


    「だって、希美ちゃん。たまのせいで……。だけど、学校のなかで──たまのこと、変だって思ってくれるひとは他にいないから。ママりんとかがみ姉ねえみたいに、ちゃんと友達になれるのは、希美ちゃんだけだから──ね？」


    　相変わらず、何言ってるのかさっぱりなのよ。


    「それに、そばにいれば、希美ちゃんのこと守れるもの」


    　にっこり笑うたまちゃんのことが、あたしには、理解できなかったけど。


    「だから近づいちゃだめ！　希美ちゃんをいじめたら、たまが相手だお！」


    　周囲になんか叫んでるたまちゃんには、悪気がないのはわかるから。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　それから、しばらく安あん穏のんな日々がつづいたけど。


    【お父さんが帰ってくるわ】


    　再開した塾からの帰り道で、あたしは絶望そのもののメールを受信した。


    【今晩から、一週間ぐらい滞在するみたい。ちゃんと、良い子にしてなさいよ】


    　そうよね。


    　あたしが悪い子だと、お母さんは恥ずかしいものね。


    　あのオトウサンとかいう、くだらない生き物に、自分はきちんと娘を立派に育てているんだって──だから自分は優れてるんだって、べたべたした、甘ったれな自慢ができるものね。


    （帰りたくないな……）


    　携帯電話なんてなければよかった。


    　クラスのみんなのなかには、まだ親がゆるさなくて携帯電話をもたせてもらえないひとも多いけど、こんなもの何も面白くない。


    　ぜんぶの行動が親に監視されて、何かあるごとにメールが届いて。


    　そのたびに、あたしの人生はかきまわされる。


    （お父さんにも、お母さんにも、会いたくない。良い子のふりをして、笑ってるふりをして──もう、やだ。疲れるだけ。死んだほうがまし。おうちになんて、帰りたくない……）


    　だけど、帰宅が遅れたら、叱しかられるし。


    　せめてもの抵抗として、遠回りして帰ることにして、すっかり陽の落ちた、街灯が照らす道をとぼとぼと歩いていった。


    　その途中のことだったのよ。


    　天あめの沼ぬ矛ぼこ町ちようを流れる、いくつかの川のひとつ──。


    　舗ほ装そうされた道からほんのわずかに離れて、まるで隔かく離りされたみたいな、ゆるやかな水路。


    　ふだんは近づきもしない、濃厚な土の匂においがするその場所に、たまちゃんがいた。


    　地べたに腰をおろして、月明かりの下、たまちゃんは女神みたいにうつくしかった。


    　たまちゃんの周りには、この季節には珍しすぎるカエルたちがぴょこぴょこと跳ね回っていて、何やらぺちゃくちゃとお喋しやべりをしている。


    　たまちゃんは満面の笑えみで、頭や手のひらにカエルをのっけて、楽しそう。


    　ねぇ、たまちゃん。


    　あなたはお馬鹿で、こんな時間にこっそり夜遊びをしているような悪い子で。


    　それなのに──毎日が楽しそうで、みんなにも好かれて、それはすこし、ずるいのよ。


    　どうして、あなたは、そんなにも幸せそうなの？


    「あ、希のぞ美みちゃんだ」


    　不意にこちらに気づいたたまちゃんが、当たり前のように、手招きをしたから──。


    　あたしは怖こわくなって、羨うらやましいなんて気持ちを、悟られたくなくて逃げた。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　その日の夜だった。


    　幸いなことに、お父さんはかなり遅くまで帰ってこなかった。


    　時間とか約束とかを守るのが、かなり苦手な、だらしないひとだから。


    　そんなこと、最初からわかってたはずなのに、当然、お母さんは機嫌を損ねたのよ。


    　豪華な食事が並んだダイニングで、ＴＶを見ながらぶつぶつと何か愚ぐ痴ちっているお母さんに、近づきたくなかったので──あたしは部屋に引きこもっていた。


    　並べられた塾の宿題を、ひとつひとつ潰つぶしていって、あたしは磨すりへっていく。


    （お父さんが、帰ってこなければいいのに）


    　あたしに、他のひととちがう、何かのちからがあるなら──願いが叶かなえばいいのに。


    　うちのお母さんとお父さんは、二十ぐらい年齢の離れた夫婦だ。


    　お母さんのほうが年上で、もともと同じ会社の上司と部下で、大恋愛の果てに籍をいれてお母さんは退職した。


    　お父さんはお母さんがいなくなって欠けた役職について、ばりばり働いていて、だけどお母さんよりも経験も実力も足りなくて──失敗が多い。


    　会社でいつもお母さんと比べられて、お母さんもお父さんの仕事ぶりが悪いのがわかるから、ついお小言みたいなことを口にしちゃって。


    　ぎすぎすして、お父さんは、なかなか帰ってこなくなった。


    　お母さんは──いろんなことを疑うようになった。


    　お互いの顔が見えないと、不信感ばかりが渦巻いていく。


    　お父さんが帰ってくるごとに、お母さんは浮気とかの証拠（だと思いこんでいるもの）をたくさん並べたて、不安でしょうがないのだと、子供みたいに騒ぐ。


    　そして自分よりも優れた女はいないのだと、立派な人間のふりをして、あたしにもそれを強制して──息苦しくなって、お父さんはますます家から遠ざかる。


    （ばっかみたい……）


    　階下から、お父さんが帰ってきたらしく──声が響いてきた。


    　お母さんのきんきんと甲かん高だかく耳みみ障ざわりで、ピントがずれた、不可思議な言葉の群れ。


    　それに面倒くさそうに応える、お父さんのぼやき。


    　耳を塞ふさいだ。


    　うるさい……！


    「希のぞ美み、ちょっと希美！　お父さん帰ってきたわよ！　顔を見せなさい！」


    　扉がどんどん叩たたかれる。


    　嬉うれしそうなお母さんの声がいやだった。


    　今日もまた、お父さんの前で、お母さんに彫刻されて血まみれみたいな良い子になった、あたしを見せるのがいやだった。


    　ほんとは、わかっていた。


    　他のひとが見えないものを見てしまうのは、周りのものから、目を逸そらしていたから。


    　こんな醜みにくくてつまらない現実なんか、見たくなかったから。


    　誰も視線を向けないところでうごめいているこの世ならざるものを、目にしてしまうのよ。


    　現実逃避。


    　あたしは幽霊みたいなものが見える、そんな『ないしょ』を隠しもっていて、だから他のひととはすこしちがっていて、それがあたしの唯一のよすがだった。個性だった。


    　無理やり形づくられた良い子という型紙に、あたしが書きこんだ最後の一線だった。


    　良くないことだとは、わかっていた。


    　だけど、そういうふうに逸脱しないと、あたしはあたしじゃなくなってしまう。


    　あたしが消えてしまう。


    　お母さんの望むどおりに、粘土みたいにこねくりまわされて、あたしは偽にせ者ものになっちゃう。


    　それは、死んだほうがましだった。


    



    「希美ちゃん」


    



    　不意に、気づいた。


    　窓が開いていた。


    　夜空に浮かんだまん丸の月。


    　揺れるカーテン。


    　ひそやかな冷気。


    　ぞくぞくと背筋が粟あわ立だった。


    　月光を浴びて化け物みたいにうつくしいたまちゃんが、窓縁に腰かけている。


    　どこから入ったの、とか──何でここにいるの、とか、疑問はいくらでもあった。


    「希美ちゃん、遠くへ行きたいの？」


    　たまちゃんは、真ま面じ目めな顔をすると、びっくりするほど綺き麗れいだった。


    「たまは神様だから、まだ力不足だけど、いつかそうなるから──願えば、わかるよ。希美ちゃんはお友達だから、ちからを貸してあげたいよ。それは、迷惑？　たまがお友達だと思ってると、希美ちゃんは、困るかな？」


    　独り言のように、あたしの不思議なクラスメイトは、つぶやいた。


    「だいぼうけん、しようよ。おとななんかには辿たどりつけない、どっか遠いところへつれてってあげる。たまが、希のぞ美みちゃんの願いを叶かなえてあげる」

  



  
     第十六話／ないしょの☆のぞみ④


    



    　小学校に入りたてだったころ、あたしは『幽霊が見える』と繰りかえす愚おろかな子供だった。


    　当然、周りには変な目で見られて──それが噂うわさになって、いまでもたまに電波だとか、幽霊女だとか、陰かげ口ぐちを叩たたかれてるのはわかってる。


    　いまでは空気を読んで、あたしの秘密は『ないしょ』にして、優等生のふりをして、だから誰にも文句は言わせなかった。


    　あたしを歪ゆがめていたのは、お父さんやお母さんだけじゃなかった。


    　ふつうの世界を、現実を見ないふりして、逃避した先にいた化け物とかが──ほんとうに実在するのかはわからない。


    　ぜんぶ、あたしの妄想かもしれない。


    　どちらでもよかった。


    　いまはただ、遠くへ行きたかった。


    　たまちゃんの言うとおりだった。


    　お母さんの声がしないところで、自由に羽ばたいていたかった。


    　がんばることに、すこしだけ、疲れていた。


    　だから──あたしは、いまだけは、がんばらない。


    



    「希のぞ美みちゃん、かもんかもん」


    



    　窓際にいるたまちゃんが、手招きをしてくれる。


    　あたしはしつこく扉を叩いてるお母さんを気にしながら（鍵なんかついてないのに、なぜかお母さんは踏みこんでこない）、逃げるように、たまちゃんのそばに向かった。


    　どうしたらいいかわからず、たまちゃんのそばで戸惑っていると、抱きよせられた。


    「つぅかまぁえた♪」


    　あぁ食べられてしまう、そんな本能的な恐怖すらおぼえる、ぞくぞくする感覚。


    　あたしは、たまちゃんの柔らかな胸元に顔を埋うずめる。


    　あったかい。


    　お日様みたいだ。


    「じゃ、行くよ。あんまり遅い時間になるとつるぎ姉ねえに怒られるから、ちょびっとね？」


    　たまちゃんは微ほほ笑えむと、後ろ向きに倒れる。


    　ここは二階である。


    　窓の外は、空中なのよ。


    「ふわっ……!?」


    　あたしは驚いて、変な声をあげてしまう。


    　たまちゃんに抱きしめられたまま、落下していく。


    　すぐに地面に辿たどりつくはずが、いつまでたっても浮遊感が消えない。


    　慌てて周りを見回すと、なんか宇宙だった。


    　無数の星々が輝く、無限の奥行きがある、暗くら闇やみ。


    「ごめんね、希のぞ美みちゃん」


    　あたしがびびって硬直してるのをいいことに、たまちゃんはあたしの頭のてっぺんに口元を寄せて、かぷかぷ噛かんだりして、やりたい放題。


    「つるぎ姉ねえに注意されちゃった──ぜんぶ、たまが悪いの」


    　それは、たまちゃんらしくない、後ろ向きな声だった。


    「たまね、かがみ姉のことが羨うらやましくて、ふつうのお友達を欲しがっちゃったの。たまは神様だから、望むと、誰でも好きになってくれる。だから、たまには区別がつかない。たまが無意識に命じてるから、お友達になってくれてるのか。すなおな気持ちなのか。判断できないから、だから怖こわいの、いつも……」


    　たまちゃんは、相変わらず、何を言ってるのかわからないのよ。


    　だけど──たまちゃんも、悩むことがあるのね。


    　すこし、親近感。


    「でも、希美ちゃんは、すこしだけちがうから。たまたちみたいなのを、感知して、『改変』にちょこっと抵抗したりできるから。だから、嬉うれしくって、希美ちゃんとならふつうのお友達になれるかもって。近づいて、守ってるつもりで、だけどそれが周りの『神々』に嫉しつ妬とされたりして……」


    　涙目になって、たまちゃんは語った。


    「守りたかったけど、かがみ姉みたいにうまくできなかった。このままじゃ、希美ちゃんは『神隠し』にあったり、食べられたりするかも。だから、遠ざからなくちゃ──お友達には、なっちゃいけないの。それは、たまのわがままなの。だから、最後に希美ちゃんの願いを叶かなえて、たまは希美ちゃんから離れるよ」


    　哀しそうなたまちゃんに、あたしは何か言いたかったけど、声がでなかった。


    　あたしはたくさんお勉強をしてきたけど。


    　こういうときに相応ふさわしい言葉も、表情も、ちっともわからない。


    　ばっかみたいなのは、あたしだった。


    「あんたなんか……」


    　それは本音のはずだった。


    「あたしの、友達じゃない」


    　うるさくて、お馬鹿で、意味のわからないクラスメイト。


    　なぜかあたしの世界に混じっている、不可解な異物。


    　たまちゃん、あなたなんて──たいして、あたしの人生に影響を与えてはいないのよ。


    　だから。


    　お願い、たまちゃん。


    　あなたみたいな、ほんとの良い子が──あたしみたいなのに、謝らないで……。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　浮遊感は唐突に途絶える。


    　気がつくと、あたしは奇妙な世界に立っていた。


    　あきらかに地球じゃなかった。


    　空はぼんやりと銀色に染まっていて、無数の星々と、なんか五つぐらいの月が浮かんでいた。


    　大地は緑色で、そこからエメラルドの結晶みたいな、きらきら輝く建物が生えている。


    「あのねー、たまねー」


    　動転するあたしの手をひいて、たまちゃんは慣れたそぶりで歩いていく。


    「こないだ、宇宙のひととお友達になったの。それで、何回かおうちに招待されたんだけど──たまの知ってるなかで、いちばん遠いところがここだったから、つれてきたお？」


    「う、宇宙？」


    　これは夢だろうかと、ほっぺたをつねったけど、ふつうに痛いのよ。


    「たまから離れないでね。ここ空気がおかしいから、呼吸できなくなっちゃうから。そしたら死んじゃうからね。あっ、キュピちゃんだ」


    　なんか恐ろしげなことをつぶやいてから、たまちゃんは片手をあげた。


    　見ると──エメラルド色の都のすぐそば、なんか不自然に用意されたテーブルに、びっくりするほど整った顔立ちの男のひとが座っていた。


    「キュピちゃんはね、この星の王子さまなんだよ」


    　たまちゃんが何気なく説明してくれたが、あたしは混乱するだけだった。


    　キュピちゃんというらしい、あきらかに名前と見た目が一致してない星の王子さまLe Petit Princeは、にっこり微ほほ笑えんで、妙に陽気に声をかけてくる。


    「ハロー！」


    　なんで挨あい拶さつが英語なの？


    「オ久シブリデスネ、タマチャン！　滅めつ多たニ遊ビニキテクレナイノデ、ヒドク寂シイデス！　ソチラハオ友達デスカ？」


    　視線を向けられて、あたしは怯ひるみながらも頭をさげる。


    　宇宙人っていうより、やっぱり怪しげな外国人みたいな王子さまは、「希のぞ美みちゃんっていうの。たまのお友達──だったの」と哀しげなたまちゃんに、首を傾かしげながらも、いちおう席をすすめてくれた。


    「でも、キュピちゃんなんで人間っぽい見た目になってるの？」


    「ハイー、我われ々われノ星ノ住民ハ知能ノ発達ニトモナイ身体的ナ頑健サヲ失イ、進化ノ方向ヲ過あやまチマシタ。ソノタメ、野蛮ナ地球人ニ襲撃サレタトキモ対処デキナカッタノデス。ダカラコソ地球人ノ身体からだヲ模倣シテ、スコシデモ失ワレタ身体能力ヲ取リ戻ソウト努力シテイルノデス」


    　あたしにはわからない会話をして、キュピちゃんはおおげさに手を振った。


    「ウマク模倣デキテルデショウカ？」


    「うん。キュピちゃん、かっこいいよ。ね、希美ちゃん？」


    　あたしに話題をふらないで。


    「ソレハ幸イデス。タマチャンニ好カレル形状ノ身体デアルコトハ、私ニハ好マシイデス」


    　たまちゃんのこと好きなのかな、このひと。


    　みたいなことを、乙おと女めの勘で察しながら、照れ隠しのようにキュピちゃんがすすめてきた緑色のお茶を口に含んで──ものすごい味がしたので噴ふいた。


    「ぶふーっ!?」


    「オーゥ、オ口ニアイマセンデシタカ!?　地球ニ自生スル栄養価ノ高イ植物ヲ培ばい養ようシ、スリツブシテ粉末ニシ、オ湯デ溶カシタモノナノデスガ!?」


    「それは青汁よ!?　青汁はどうやっても美お味いしくならない悪魔の飲み物なのよ!?」


    「アハハハ！　アハハハハハ！」


    「何でそこで爆笑なの!?　何でノリがアメリカ人なの!?」


    「希美ちゃんが楽しそうで、たまは嬉うれしいお♪」


    　ふつうに青汁を飲みながら、たまちゃんが的まと外はずれなことを言っていた。


    　それから──。


    　あたしは奇妙なふたりといっしょに、びみょうに地球の文化を真ま似ねして見事に外している怪しげな惑星を案内され、観光することになった。


    　悔しいけれど、お勉強なんかよりは、よっぽど興味ぶかくて楽しかったのよ。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　…………。


    　翌日、あたしは『変な夢を見た』という実感とともに、目覚めた。


    　どこまで夢だったのかは、わからない。


    　両親の話によると、あたしは勉強机に突っ伏して眠りこけていたらしく、こんなに疲れきるまで塾通いをさせるなんて可哀かわい想そうだ、とか言いはじめたお父さんとお母さんが喧けん嘩かして、朝から頭が痛かった。


    　いつもなら、そんな両親を見ないふりして、我慢して、ストレスを溜ためこむのだけど。


    　あたしは、なぜだか無性に寂しくて。


    　まるで、誰かたいせつなひとと別れたみたいな気分で。


    　ほんとに子供みたいに、口論する両親のそばでにゃあにゃあ泣き喚わめいた。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　それから──。


    　お父さんとお母さんはおろおろとあたしを慰なぐさめて、結果的に親子で遊園地へ向かった。


    　平日なのに。


    　無理に優しくしてくるお母さんと、やたら気を遣ってくるお父さんとの遊園地は、学校をサボったという罪悪感もあって、あまり楽しくなかったけど。


    　そんなに、悪くはなかったのよ。


    　帰りの車のなかで、あたしは今日一日、言えなかったことを心のなかでつぶやいた。


    　ねぇ、これは『ないしょ』なのだけどね。


    　あたしが今日、あんまり楽しそうじゃなかったのは、昨晩──遊園地なんかよりももっと、とんでもない場所で遊んだからなのよ。


    　けっして、お父さんとお母さんが、嫌いだからじゃないのよ。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　車で自宅へ向かう途中で、公園のそばを通過した。


    　あたしは運転席のお父さんに無理を言って、車を停とめてもらった。


    　公園ではあたしのクラスメイトたちが、今日も飽きずにサッカーをしていて、その真ん中には輝くような美び貌ぼうの、たまちゃんがいる。


    　真っ直すぐそちらへ歩いていくと、佐さ藤とうがぎょっとして声をかけてきた。


    「あ！　希のぞ美み！　おまえ今日は学校どうしたの？　休むなんて珍しいじゃん！」


    「ないしょ」


    　端たん的てきにごまかして、あたしは戸惑っているたまちゃんに、そっと歩み寄る。


    　相変わらずみょうにデカい彼女を、真正面から挑戦的に見あげた。


    「あ、あの、希のぞ美みちゃん」


    　たまちゃんは不安そうに、きれいな双そう眸ぼうで、あたしを見つめている。


    「たまに近づくと、危ないよ？　昨日、そう言ったでしょ？」


    「どれだけ危なくても」


    　あたしは、意地になって告げた。


    　馬鹿にしないでよ。


    「たまちゃんが、守ってくれるんでしょ？」


    「たまは、ばかだから、失敗するよ？」


    　おとなみたいな見た目なくせに、同年代の誰よりも、幼くて脆もろそうで、頼りない。


    　それなのに、周りのみんなを笑顔にさせようって、いつでも元気に振る舞ってる──。


    　優しくて、あったかい、たまちゃんが好き。


    　自分の気持ちを抑えてまで、あたしを守るために、遠ざかろうとした。


    　そんな強くて、でも愚かな、あなたを放っておけないのよ。


    「失敗したら、そのときは、あたしが支える」


    　信じあうことを忘れて、あたしの両親は傷だらけになった。


    　お互いに大好きだったのに、疑うことしかできなくなって、苦しんだ。


    　あたしは、そんな両親の娘だけど──だからこそ、同じ失敗はおかさない。


    「そういうのが、わからないけど、たぶん、友達なのよ」


    　ぎこちなく、でも必死に、あたしは告げた。


    「あたしたち、友達になれるわよね？」


    　そして手を差しだすと、たまちゃんは太陽みたいに笑って、握りかえしてくれた。


    　お父さんとお母さんが見守るなか、日が暮れるまで、みんなとサッカーをした。


    



    
      ☆　☆　☆

    


    



    　あたしには、たったひとつの『ないしょ』があった。


    　現実逃避の果てに見つけた、そのちっぽけな特異さを、気にして──あるいは縋すがって、あんたたちとはちがうのよって顔をして、独りぼっちで生きてきた。


    　だけど、あたしは何も知らない子供だった。


    　ひとりで、何もかもを抱かかえてるって顔をして、生きてきたのが馬鹿みたい。


    　町の路地裏には、不気味な化け物が徘はい徊かいしている。


    　頭にうさぎの耳を生やした、不思議な女のひとがいる。


    　夜の川辺には、冬だというのに遊びまわるカエルの群れがいる。


    　宇宙の果てには、エメラルド色の都があって、そこには星の王子さまがいる。


    　あたしの教室には、ちょっとお馬鹿な神様がいる。


    　お勉強ばかりしないで、公園で何も考えずに遊びまわると、わりと楽しい。


    　素直になって、お友達とはしゃぎまわると、けっこう幸せ。


    　ばっかみたい。


    　あたしが知らなかっただけで。


    　この世界は──たくさんの『ないしょ』を隠していたのよ。


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　こんにちは。日日日あきらです。


    『非』日常系引きこもり日本神話（？）『ささみさん＠がんばらない』の第三弾をお届けいたします。今回も定石となりつつある三部構成ですが、第三部だけは物語の語かたり部べが異なるので『特別編』といたしました。


    　ともあれ、以下いつもの裏話とかを。


    



    ＠『神』視点について／今回のエピソードでささみさんは『最高神のちから』を一時的に失う（というか他人に預ける）ので、『せっかくだし！』といちどぐらいはその権能を自主的に、わがままに用いさせてみたのが今回のお話です。


    　物理法則を、時空をすら支配し操作する『最高神のちから』。世界に直接干渉し、状況を俯ふ瞰かんしてまるで物語の作者のようにあれやこれやと『改編』できる『神々』の視点が、今回のささみさんの立ち位置です。


    　あと第一巻でさりげなく歴史の『改編』も可能、みたいなことを書いたんですけど『実際どうなんだろ？』みたいなお話もやってみました。作中のささみさんがだした結論がとりあえずこの物語における歴史の『改編』の扱いですが、可能ではあるので、それこそ今回登場したワクワク中二病集団、じゃないや悪徳オカルト結社『アラハバキ』などがそれを悪用し、時空間の『改編』、歴史の『改編』を行うこともあるかもしれません。


    　ちなみにネットとかで『アラハバキ』で検索すると彼らの正体、というか立ち位置とかがわかっちゃうかもなので、ネタバレ嫌いなひとは気をつけてくださいませ。


    　あと作中では明示していませんが、かがみをつくった『人間の悪い組織』＝『アラハバキ』で、今後物語の本筋に関わってきます。


    　そんな具合に本編がわりと『非』日常に偏かたよったので、特別編は等身大の、この世界における『フツーの女の子』、希のぞ美みちゃんを語り部とした地に足のついたお話にしてみました。


    



    ＠以下、謝辞です／今回は合計で１００ページぐらいのボツをだしてしまいましたが、めげずに精力的に編集してくださった担当の星野さん。そして今回も魂を揺さぶる美麗なイラストでこの世界を彩ってくれた絵師の左ひだりさん。および関係者の皆さまに感謝を。


    　最後に、読者の皆さま。今回で第一部終了みたいな感じで、次回からは二年生編です。ちろっと登場した蝦怒川情雨ライバルキヤラの動向なども含めて、期待していただければ幸いです。


    　次回もまた、『がんばって』まいりましょう。


    



    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    「月読鎖々美」の「ささみ」という名前は、僕にとっての永遠の妹キャラ、『魔法少女プリティサミー』から。鶏肉（ささみ肉）ではなくて。
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